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第 1 章

双方向フォワーディング検出の設定

•双方向フォワーディング検出（1ページ）

双方向フォワーディング検出
このマニュアルでは、双方向フォワーディング検出（BFD）プロトコルを有効にする方法につ
いて説明します。BFDはあらゆるメディアタイプ、カプセル化、トポロジ、およびルーティ
ングプロトコルの高速転送パス障害検出時間を提供するように設計された検出プロトコルで

す。

BFDは高速転送パス障害検出に加えて、ネットワーク管理者向けの整合性のある障害検出方法
を提供します。ネットワーク管理者はBFDを使用して、ルーティングプロコル毎に異なるhello
メカニズムの多様な検出時間でなく、一定の検出時間で転送パスの障害を検出できるため、

ネットワークプロファイリングおよびプランニングが容易になります。また、再コンバージェ

ンス時間の整合性が保たれ、予測可能になります。

双方向フォワーディング検出の前提条件

• Cisco Express Forwardingおよび IPルーティングが、関連するすべてのスイッチで有効に
なっている必要があります。

• BFDをスイッチに展開する前に、BFDでサポートされている IPルーティングプロトコル
のいずれかを設定する必要があります。使用しているルーティングプロトコルの高速コン

バージェンスを実装する必要があります。高速コンバージェンスの設定については、お使

いのバージョンの Cisco IOSソフトウェアの IPルーティングのマニュアルを参照してくだ
さい。Cisco IOSソフトウェアの BFDルーティングプロトコルのサポートの詳細について
は、「双方向フォワーディング検出の制約事項」の項を参照してください。

双方向フォワーディング検出の制約事項

•プラットフォームおよびインターフェイスによっては、BFDサポートを利用できないもの
があります。特定のプラットフォームまたはインターフェイスで BFDがサポートされて
いるかどうか確認し、プラットフォームとハードウェアの正確な制約事項を入手するに
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は、お使いのソフトウェアバージョンの Cisco IOSソフトウェアのリリースノートを参照
してください。

• BFD HAはサポートされていません。

• BFDエコーセッションスケール：100ms間隔の最大 28 BFDセッション、デバイスごとに
許可されるエコーモード BFDセッション。

• IOS XE 17.5.1では、BFDの OSPFおよび OSPFv3サポートのみがサポートされています。

•ポートタイプ別のサポートされる時間間隔：

最小間隔ポートタイプ

100ミリ秒ルーテッドポート

100ミリ秒SVI

250msL3ポート

双方向フォワーディング検出について

BFDの動作

BFDは、2つの隣接デバイス間の転送パスで、オーバーヘッドの少ない短期間の障害検出方法
を提供します。これらのデバイスには、インターフェイス、データリンク、および転送プレー

ンが含まれます。

BFDはインターフェイスレベルおよびルーティングプロトコルレベルで有効にする検出プロ
トコルです。シスコでは、BFD非同期モードをサポートしています。BFD非同期モードは、
デバイス間の BFDネイバーセッションをアクティブにして維持するための、2台のシステム
間の BFD制御パケットの送信に依存します。したがって、BFDセッションを作成するには、
両方のシステム（または BFDピア）で BFDを設定する必要があります。BFDが適切なルー
ティングプロトコルに対してインターフェイスおよびデバイスレベルで有効になると、BFD
セッションが作成されます。BFDタイマーがネゴシエーションされ、BFDピアはネゴシエー
ションされた間隔で BFD制御パケットの相互送信を開始します。

ネイバー関係

BFDは、高速BFDピア障害検出時間を個別に提供します。これは、すべてのメディアタイプ、
カプセル化、トポロジ、ルーティングプロトコル（BGP、EIGRP、IS-IS、OSPFなど）から独
立しています。BFDは、ローカルルータのルーティングプロトコルに高速障害検出通知を送信
して、ルーティングテーブル再計算プロセスを開始します。これにより BFDは、ネットワー
クコンバージェンス時間全体を大幅に短縮できます。下の図に、OSPFと BFDを実行する 2
台のルータがある単純なネットワークを示します。OSPFがネイバー（1）を検出すると、ロー
カル BFDプロセスに要求を送信します。OSPFネイバールータとの BFDネイバーセッション
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が開始されます（2）。OSPFネイバールータでの BFDネイバーセッションが確立されます
（3）。

以下の図に、ネットワークで障害が発生した場合を示します（1）。OSPFネイバールータで
の BFDネイバーセッションが停止されます（2）。BFDはローカル OSPFプロセスに BFDネ
イバーに接続できなくなったことを通知します（3）。ローカル OSPFプロセスは OSPFネイ
バー関係を解除します（4）。代替パスが使用可能な場合、ルータはただちにそのパスでコン
バージェンスを開始します。

ルーティングプロトコルは、取得したネイバーそれぞれについて、BFDに登録する必要があり
ます。ネイバーが登録されると、セッションがまだ存在していない場合、BFDによって、ネイ
バーとのセッションが開始されます。

次のとき、OSPFでは、BFDを使用して登録が行われます。

•ネイバーの有限状態マシン（FSM）は、Fullステートに移行します。

• OSPF BFDと BFDの両方が有効にされます。

ブロードキャストインターフェイスでは、OSPFによって、指定ルータ（DR）とバックアッ
プ指定ルータ（BDR）とともにのみ、BFDセッションが確立されます。セッションは、
DROTHERステートのすべての 2台のルータ間では確立されません

BFDの障害検出

BFDセッションが確立され、タイマー否定が完了すると、BFDピアは BFD制御パケットを送
信します。パケットは、より高速なレートである点を除き、IGPhelloプロトコルと同じように
動作して活性を検出します。次の点に注意する必要があります。

• BFDはフォワーディングパスの障害検出プロトコルです。BFDは障害を検出しますが、
ルーティングプロトコルが障害が発生したピアをバイパスするように機能する必要があり

ます。

• Cisco IOS XE Denali 16.3.1以降、シスコデバイスは BFDバージョン 0をサポートしてい
ます。実装では、デバイスが複数のクライアントプロトコルに 1つの BFDセッションを
使用します。たとえば、同じピアへの同じリンクを介してネットワークで OSPFおよび
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EIGRPを実行している場合、1つの BFDセッションだけが確立されます。BFDは両方の
ルーティングプロトコルとセッション情報を共有します。

BFDバージョンの相互運用性

デフォルトでは、すべての BFDセッションがバージョン 1で実行され、バージョン 0と相互
運用可能です。システムで自動的に FDバージョン検出が実行される場合、ネイバー間のBFD
セッションがネイバー間の最も一般的な BFDバージョンで実行されます。たとえば、BFDネ
イバーが BFDバージョン 0を実行し、他の BFDネイバーがバージョン 1を実行している場
合、セッションで BFDバージョン 0が実行されます。show bfd neighbors [details]コマンドの
出力で、BFDネイバーが実行している BFDバージョンを確認できます。

BFDバージョンの検出の例については、エコーモードがデフォルトで有効になったEIGRPネッ
トワークでの BFDの設定の例を参照してください。

非ブロードキャストメディアインターフェイスに対する BFDサポート

BFD機能は、ルーティングされた SVIと L3ポートチャネルでサポートされます。bfd interval
コマンドは、BFDモニタリングを開始するインターフェイスで設定する必要があります。

双方向フォワーディング検出の設定方法

インターフェイスでの BFDセッションパラメータの設定

インターフェイスで BFDを設定するには、BFDセッションの基本パラメータを設定する必要
があります。BFDネイバーに対して BFDセッションを実行するインターフェイスごとに、こ
の手順を繰り返します。

次の手順は、物理インターフェイスの BFD設定手順を示しています。SVIとイーサチャネル
にそれぞれ対応する BFDタイマー値を使用してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device>enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

インターフェイスに IPアドレスを設定します。次のいずれかの手順を実行します。ステップ 3

• ip address ipv4-address mask

• ipv6 address ipv6-address/mask
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目的コマンドまたはアクション

例：

インターフェイスの IPv4アドレスの設定：

Device(config-if)#ip address 10.201.201.1
255.255.255.0

インターフェイスの IPv6アドレスの設定：

Device(config-if)#ipv6 address 2001:db8:1:1::1/32

インターフェイスで BFDを有効にします。bfd interval milliseconds min_rx milliseconds
multiplier interval-multiplier

ステップ 4

BFD interval設定は、それを設定したサブインター
フェイスが削除されたときに削除されます。例：

Device(config-if)#bfd interval 100 min_rx 100
multiplier 3

BFD interval設定は次のような場合には削除されま
せん。

• IPv4アドレスがインターフェイスから削除され
た場合

• IPv6アドレスがインターフェイスから削除され
た場合

• IPv6がインターフェイスで無効にされた場合

•インターフェイスがシャットダウンされた場合

•インターフェイスで IPv4 CEFがグローバルま
たはローカルで無効にされた場合

•インターフェイスで IPv6 CEFがグローバルま
たはローカルで無効にされた場合

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 5

Device(config-if)#end

ダイナミックルーティングプロトコルに対する BFDサポートの設定

OSPFに対する BFDサポートの設定

ここでは、OSPFが BFDの登録プロトコルとなり、BFDから転送パスの検出障害メッセージ
を受信するように、OSPFに対するBFDサポートを設定する手順について説明します。すべて
のインターフェイスでグローバルに OSPFに対する BFDを設定するか、または 1つ以上のイ
ンターフェイスで選択的に設定することができます。
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OSPFに対する BFDサポートを有効にするには、2つの方法があります。

•ルータコンフィギュレーションモードで bfd all-interfacesコマンドを使用して、OSPFが
ルーティングしているすべてのインターフェイスに対して BFDを有効にできます。イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードで ip ospf bfd [disable]コマンドを使用して、
個々のインターフェイスで BFDサポートを無効にできます。

•インターフェイスコンフィギュレーションモードで ip ospf bfdコマンドを使用すると、
OSPFがルーティングしているインターフェイスのサブセットに対してBFDを有効にでき
ます。

OSPFに対する BFDサポートのタスクについては、次の項を参照してください。

すべてのインターフェイスの OSPFに対する BFDサポートの設定

すべての OSPFインターフェイスに BFDを設定するには、この項の手順に従います。

すべての OSPFインターフェイスに対して BFDを設定するのではなく、特定の 1つ以上のイ
ンターフェイスに対して BFDサポートを設定する場合は、「1つ以上のインターフェイスの
OSPFに対する BFDサポートの設定」の項を参照してください。

始める前に

• OSPFは、関連するすべてのルータで実行する必要があります。

• BFDセッションを BFDネイバーに対して実行するインターフェイスで、BFDセッション
の基本パラメータを設定する必要があります。詳細については、「インターフェイスでの

BFDセッションパラメータの設定」の項を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device>enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

OSPFプロセスを指定し、ルータコンフィギュレー
ションモードを開始します。

router ospf process-id

例：

ステップ 3

Device(config)#router ospf 4
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングプロセスに関連付けられたすべ
てのインターフェイスで、BFDをグローバルに有
効にします。

bfd all-interfaces

例：

Device(config-router)#bfd all-interfaces

ステップ 4

（任意）デバイスでグローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。ステップ 7を実行して
exit

例：

ステップ 5

1つ以上のインターフェイスに対して BFDを無効
にする場合にだけ、このコマンドを入力します。Device(config-router)#exit

（任意）インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。ステップ 7を実行して 1
interface type number

例：

ステップ 6

つ以上のインターフェイスに対して BFDを無効に
する場合にだけ、このコマンドを入力します。Device(config)#interface fastethernet 6/0

（任意）OSPFルーティングプロセスに関連付けら
れた 1つ以上のインターフェイスに対して、イン
ターフェイスごとに BFDを無効にします。

ip ospf bfd [disable]

例：

Device(config-if)#ip ospf bfd disable

ステップ 7

コンフィギュレーションモードで bfd
all-interfacesコマンドを使用してOSPFが
関連付けられたすべてのインターフェイ

スで BFDを有効にした場合にのみ、
disableキーワードを使用する必要があり
ます。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-if)#end

（任意）BFDネイバーがアクティブで、BFDが登
録したルーティングプロトコルが表示されるかど

うかの検証に使用できる情報を表示します。

show bfd neighbors [details]

例：

Device#show bfd neighbors detail

ステップ 9

（任意）OSPFに対して BFDが有効になっている
かどうかを検証するために使用できる情報を表示し

ます。

show ip ospf

例：

Device#show ip ospf

ステップ 10

1つ以上のインターフェイスの BFD over IPv4に対する OSPFサポートの設定

1つ以上の OSPFインターフェイスで BFDを設定するには、この項の手順に従います。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number

4. ip ospf bfd [disable]
5. end
6. show bfd neighbors [details]
7. show ip ospf

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)#interface fastethernet 6/0

OSPFルーティングプロセスに関連付けられた 1つ
以上のインターフェイスに対して、インターフェイ

スごとに BFDを有効または無効にします。

ip ospf bfd [disable]

例：

Device(config-if)#ip ospf bfd

ステップ 4

ルータコンフィギュレーションモードで

bfd all-interfacesコマンドを使用してOSPF
が関連付けられたすべてのインターフェイ

スでBFDを有効にした場合にのみ、disable
キーワードを使用します。

（注）

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了して、デバイスが特権EXECモードに戻りま
す。

end

例：

Device(config-if)#end

ステップ 5

（任意）BFDネイバーがアクティブで、BFDが登録
したルーティングプロトコルが表示されるかどうか

の検証に使用できる情報を表示します。

show bfd neighbors [details]

例：

Device#show bfd neighbors details

ステップ 6
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目的コマンドまたはアクション

ハードウェアオフロードされた BFDセッ
ションが、50 msの倍数でない Txおよび
Rx間隔で設定されると、ハードウェア間
隔が変更されます。ただし、show bfd
neighbors detailsコマンドの出力には、変
更された間隔ではなく、設定された間隔値

のみが表示されます。

（注）

（任意）OSPFに対して BFDサポートが有効になっ
ているかどうかを検証するために使用できる情報を

表示します。

show ip ospf

例：

Device#show ip ospf

ステップ 7

スタティックルーティングに対する BFDサポートの設定

スタティックルーティングのためのBFDサポートを設定するには、このタスクを実行します。
各BFDネイバーに対してこの手順を繰り返します。詳細については、「例：スタティックルー
ティングに対する BFDサポートの設定」の項を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device>enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

インターフェイスを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

ステップ 3

Device(config)#interface serial 2/0

インターフェイスに IPアドレスを設定します。次のいずれかの手順を実行します。ステップ 4

• ip address ipv4-address mask

• ipv6 address ipv6-address/mask

例：

インターフェイスの IPv4アドレスの設定：

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
9

双方向フォワーディング検出の設定

スタティックルーティングに対する BFDサポートの設定



目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)#ip address 10.201.201.1
255.255.255.0

インターフェイスの IPv6アドレスの設定：

Device(config-if)#ipv6 address 2001:db8:1:1::1/32

インターフェイスで BFDを有効にします。bfd interval milliseconds mix_rx milliseconds
multiplier interval-multiplier

ステップ 5

bfd interval設定は、それを設定したサブインター
フェイスが削除されたときに削除されます。例：

Device(config-if)#bfd interval 500 min_rx 500
multiplier 5

bfd interval設定は次のような場合には削除されませ
ん。

• IPv4アドレスがインターフェイスから削除さ
れた場合

• IPv6アドレスがインターフェイスから削除さ
れた場合

• IPv6がインターフェイスから無効にされた場
合

•インターフェイスがシャットダウンされた場合

•インターフェイスで IPv4 CEFがグローバルま
たはローカルで無効にされた場合

•インターフェイスで IPv6 CEFがグローバルま
たはローカルで無効にされた場合

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

Device(config-if)#exit

ステップ 6

スタティックルートの BFDネイバーを指定しま
す。

ip route static bfd interface-type interface-number
ip-address [group group-name [passive]]

例：

ステップ 7

• BFDが直接接続されたネイバーだけでサポー
トされているため、interface-type、

Device(config)#ip route static bfd
interface-number、および ip-address引数は必須
です。

TenGigabitEthernet1/0/1 10.10.10.2 group group1
passive

スタティックルートの BFDネイバーを指定しま
す。

ip route [vrf vrf-name] prefix mask {ip-address |
interface-type interface-number [ip-address]} [dhcp]
[distance] [name next-hop-name] [permanent | track
number] [tag tag]

ステップ 8
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config)#ip route 10.0.0.0 255.0.0.0

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

ステップ 9

Device(config)#exit

（任意）スタティックルートデータベース情報を

表示します。

show ip static route

例：

ステップ 10

Device#show ip static route

（任意）設定された BFDグループおよび nongroup
エントリからスタティック BFDの設定に関する情
報を表示します。

show ip static route bfd

例：

Device#show ip static route bfd

ステップ 11

特権 EXECモードを終了し、ユーザ EXECモード
に戻ります。

exit

例：

ステップ 12

Device#exit

BFDエコーモードの設定

デフォルトでは BFDエコーモードが有効になっていますが、方向ごとに個別に実行できるよ
うに、無効にすることもできます。

BFDエコーモードは非同期 BFDで動作します。エコーパケットはフォワーディングエンジ
ンによって送信され、検出を実行するために、同じパスで転送されます。反対側の BFDセッ
ションはエコーパケットの実際のフォワーディングに関与しません。エコー機能およびフォ

ワーディングエンジンが検出プロセスを処理するため、2つの BFDネイバー間で送信される
BFD制御パケットの数が減少します。また、フォワーディングエンジンが、リモートシステ
ムを介さずにリモート（ネイバー）システムの転送パスをテストするため、パケット間の遅延

のばらつきが向上する可能性があり、それによって BFDバージョン 0を BFDセッションの
BFD制御パケットで使用する場合に、障害検出時間を短縮できます。

エコーモードを両端で実行している（両方の BFDネイバーがエコーモードを実行している）
場合は、非対称性がないと表現されます。

前提条件

• BFDは、参加しているすべてのデバイスで実行されている必要があります。

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
11

双方向フォワーディング検出の設定

BFDエコーモードの設定



• CPU使用率の上昇を避けるために、BFDエコーモードを使用する前に、no ip redirectsコ
マンドを入力して、Internet ControlMessage Protocol（ICMP）リダイレクトメッセージの送
信を無効にする必要があります。

• BFDセッションを BFDネイバーに対して実行するインターフェイスで、BFDセッション
の基本パラメータを設定する必要があります。詳細については、「インターフェイスでの

BFDセッションパラメータの設定」の項を参照してください。

非対称性のない BFDエコーモードの無効化

この手順では、非対称性のない BFDエコーモードを無効化にする方法を示します。デバイス
からはエコーパケットが送信されず、デバイスはネイバーデバイスから受信する BFDエコー
パケットを転送しません。

各 BFDデバイスに対してこの手順を繰り返します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device>enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

BFDエコーモードを無効にします。no bfd echo

例：

ステップ 3

• no形式を使用すると、BFDエコーモードを無
効にできます。

Device(config)#no bfd echo

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 4

Device(config)#end

BFDテンプレートの作成と設定

シングルホップテンプレートは一連の BFD間隔値を指定するために設定できます。BFDテン
プレートの一部として指定されるBFD間隔値は、1つのインターフェイスに限定されるもので
はありません。
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bfd-templateを設定すると、エコーモードが無効になります。（注）

シングルホップテンプレートの設定

BFDシングルホップテンプレートを作成し、BFDインターバルタイマーを設定するには、次
の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device>enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

シングルホップ BFDテンプレートを作成し、BFD
コンフィギュレーションモードを開始します。

bfd-template single-hop template-name

例：

ステップ 3

Device(config)#bfd-template single-hop
bfdtemplate1

BFDパケット間での送受信間隔を設定し、ピアが使
用不能であるとBFDが宣言する前に損失される連続
的な BFD制御パケット数を指定します。

interval min-tx milliseconds min-rx milliseconds
multiplier multiplier-value

例：

ステップ 4

Device(bfd-config)#interval min-tx 120 min-rx 100
multiplier 3

BFDコンフィギュレーションモードを終了し、デバ
イスを特権 EXECモードに戻します。

end

例：

ステップ 5

Device(bfd-config)#end

BFDのモニタリングとトラブルシューティング

ここでは、維持とトラブルシューティングのために BFD情報を取得する方法について説明し
ます。必要に応じてこれらのタスクのコマンドを、正しい順序で入力します。

ここでは、次のCiscoプラットフォームに対するBFDのモニタリングとトラブルシューティン
グについて説明します。
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BFDのモニタリングとトラブルシューティング

BFDのモニタリングまたはトラブルシューティングを実行するには、この項の1つ以上の手順
に従います。

手順の概要

1. enable
2. show bfd neighbors [details]
3. debug bfd [packet | event]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device>enable

（任意）BFD隣接関係データベースを表示します。show bfd neighbors [details]

例：

ステップ 2

• detailsキーワードを指定すると、すべてのBFD
プロトコルパラメータとネイバーごとにタイ

マーが表示されます。
Device#show bfd neighbors details

（任意）BFDパケットのデバッグ情報を表示しま
す。

debug bfd [packet | event]

例：

ステップ 3

Device#debug bfd packet

双方向フォワーディング検出の設定例

ここでは、双方向フォワーディング検出の設定例を示します。
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第 2 章

IPv4ポリシーベースルーティングの設定

•ポリシーベースルーティングの概要（15ページ）
•ポリシーベースルーティングに関する注意事項と制約事項（16ページ）
• PBRの設定方法（20ページ）

ポリシーベースルーティングの概要

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

PBR（ポリシーベースルーティング）は、設定されたポリシーに基づいてルーティングを決定
するために使用される技術です。

ルータまたはスイッチがパケットを受信すると、転送の判断はパケットの宛先 IPアドレスに
基づいて行われます。宛先 IPアドレスは、ルーティングテーブルのエントリの検索に使用さ
れます。ただし、場合によっては、宛先 IPアドレスではなく送信元 IPアドレスなど、他の基
準に基づいてパケットを転送する必要があります。そうすることで、宛先が同じ場合でも、異

なる送信元から送信されるパケットを別のネットワークにルーティングできます。これは、複

数のプライベートネットワークを相互接続する場合に役立ちます。

PBRが有効な場合は、アクセスコントロールリスト（ACL）を使用してトラフィックを分類
し、各トラフィックがそれぞれ異なるパスを経由するようにします。PBRは着信パケットに適
用されます。PBRが有効なインターフェイスで受信されたすべてのパケットは、ルートマッ
プを通過します。ルートマップで定義された基準に基づいて、パケットは適切なネクストホッ

プに転送（ルーティング）されます。

•許可とマークされているルートマップ文は次のように処理されます。
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• matchコマンドは複数の ACLで照合できます。ルートマップ文には複数の matchコ
マンドを含めることができます。論理関数またはアルゴリズム関数は、許可または拒

否の決定がされるまで、すべての matchコマンドで実行されます。

次に例を示します。

match ip address acl1 acl2

match ip address acl3

IPv6はサポートされていません。（注）

パケットは、acl1、acl2、または acl3で許可されている場合に許可されます。

•下された判断が許可の場合は、setコマンドで指定されたアクションがパケットに適
用されます。

•下された判断が拒否の場合は、PBRアクション（setコマンドで指定）は適用されま
せん。代わりに、処理ロジックが、シーケンス内の次のルートマップ文（シーケンス

番号が次に高い文）に移動します。次の文が存在しない場合は、PBR処理が終了し、
パケットがデフォルトの IPルーティングテーブルを使用してルーティングされます。

• PBRでは、拒否としてマークされているルートマップステートメントと ACLはサポート
されません。

標準 IP ACLを使用すると、エンドステーションに基づいて一致基準を指定するように、送信
元アドレスまたは拡張 IP ACLの一致基準を指定できます。一致が見つかるまで、ルートマッ
プにこのプロセスが行われます。一致が見つからない場合、通常の宛先ベースルーティングが

行われます。matchステートメントリストの末尾には、暗黙の拒否ステートメントがありま
す。

match句が満たされた場合は、set句を使用して、パス内のネクストホップルータを識別する
IPアドレスを指定できます。優先順位番号または名前を使用して IP優先順位値を設定するこ
ともできます。

ポリシーベースルーティングに関する注意事項と制約事

項
• PBRを使用するには、スイッチ上で Network Advantageライセンスを有効にしておく必要
があります。

•デフォルトでは、ポリシーベースルーティング（PBR）はスイッチ上で無効になっていま
す。PBRは、ルートマップが設定され、インターフェイスに適用されると有効になりま
す。
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•スイッチ（CPU）で生成されたパケットまたはローカルパケットは、通常どおりにポリ
シールーティングされません。スイッチ上でローカルPBRをグローバルに有効にすると、
そのスイッチから送信されたすべてのユニキャストパケットがローカル PBRの影響を受
けます。ローカルPBRに関してサポートされているプロトコルは、NTP、DNS、MSDP、
SYSLOG、およびTFTPです。ローカル PBRは、デフォルトで無効に設定されています。

• PBRには、route-map denyステートメントはサポートされません。

• ACLと拒否 ACEとの照合はサポートされていません。

•ポリシールートマップが適用されている物理インターフェイスは、EtherChannelのメン
バーになることができません。

• VRFと PBRは、スイッチインターフェイス上で相互に排他的です。PBRがインターフェ
イスで有効になっているときは、VRFを有効にはできません。

•ポリシールートマップが ACLおよび QoSとともにインターフェイスに適用される場合、
ACLと QoSが優先されます。

•ルールが同じインターフェイス上の PBRルールと一致する場合、IPソースガードの優先
順位が高くなります。

• SVIインターフェイスでは、IPソースガードと PBRルールが要件に基づいてマージされ
ます。

•マルチキャストトラフィックには、ポリシーによるルーティングが行われません。PBR
が適用されるのはユニキャストトラフィックだけです。

•ルーテッドポートまたは SVI上で、PBRを有効にできます。

•スイッチには最大 64個の IPポリシールートマップを定義できます。

•スイッチには、PBR用として最大 64個のアクセスコントロールエントリ（ACE）を定義
できます。

• PBRで使用されるハードウェアエントリ数は、ルートマップ自体、使用される ACL、
ACLおよびルートマップエントリの順序によって異なります。エントリの最大数は 256
です。

• VRFと PBRは、スイッチインターフェイス上で相互に排他的です。PBRがインターフェ
イスで有効になっているときは、VRFを有効にはできません。その反対の場合も同じで、
VRFがインターフェイスで有効になっているときは、PBRを有効にできません。

• WCCPと PBRは、スイッチインターフェイスで相互に排他的です。PBRがインターフェ
イスで有効になっているときは、WCCPを有効にできません。その反対の場合も同じで、
WCCPがインターフェイスで有効になっているときは、PBRを有効にできません。

• TOS、DSCP、および IP Precedenceに基づく PBRはサポートされません。

• set interface、set default next-hop、および set default interfaceはサポートされません。

• ip next-hop recursiveおよび ip next-hop verify availability機能は使用できません。next-hop
は、直接接続される必要があります。
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•単一のシーケンスルートマップでは、一度に 1つの set句のみがサポートされます。複数
のシーケンスを持つルートマップでは、同じタイプの set句のみが許可されます。たとえ
ば、set ip next-hopが最初のシーケンスで使用される場合、2番目のシーケンスにも同じ
set句 set ip next-hopが必要になります。

• setアクションのないポリシーマップはサポートされます。一致パケットは通常どおりに
ルーティングされます。

• match句のないポリシーマップはサポートされます。setアクションはすべてのパケット
に適用されます。

次の表に、スイッチの ACL [Match Field]オプションに対する PBRのサポートを示します。

表 1 : PBRでサポートされる ACL [Match Field]オプション

サポート対象（Y/N）Match Field

YSource IP address

YDestination IP address

NNext Header（ICMP、IGMPなど）

NTCP/UDP Port

NType of Service（TOS）

NFragmentation Bit

次の表に、スイッチでサポートされる PBR機能を示します。

表 2 : PBR機能のサポート

サポート/スケール機能

Y入力トラフィックの PBR

N出力トラフィックの PBR

N物理インターフェイス（L2ポート）の PBR

Y物理インターフェイス（ルーテッドポート）

の PBR

YSVIインターフェイスの PBR

Nポートチャネル（L2）の PBR

Nポートチャネル（L3）の PBR

NVRFを使用した PBR
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サポート/スケール機能

Y

PBRでサポートされる ACL [Match
Field]オプションについては、上記
の表を参照してください。

（注）

IPv4 ACLの照合

Y拡張/標準 IPv4 ACLの照合

Nパケット長に基づいた照合

N拒否 ACEとの照合

Nフラグメントビットを設定するアクション

N優先順位を設定するアクション

Yネクストホップを設定するアクション

N再帰的ネクストホップアクション

Nインターフェイスを設定するアクション

Nデフォルトインターフェイスを設定するアク

ション

YIP優先順位を設定するアクション

YIP VRFを設定するアクション

NIPデフォルトネクストホップの設定

NIPデフォルト VRFの設定

Nマルチキャストトラフィックの PBR

NIPv6トラフィックの PBR

Nルートマップ拒否

64サポートされるルートマップの最大数

64サポートされる ACLポリシーの最大数

Yローカル PBR
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PBRの設定方法
デフォルトでは、PBRはスイッチ上で無効です。PBRを有効にするには、一致基準および結
果アクションを指定するルートマップを作成する必要があります。次に、特定のインターフェ

イスでそのルートマップ用の PBRを有効にします。指定したインターフェイスに着信したパ
ケットのうち、match句と一致したものはすべて PBRの対象になります。

始める前に

ポリシーベースルーティングに関する注意事項と制約事項（16ページ）を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

パケットの出力場所を制御するために使用するルー

トマップを定義し、ルートマップのコンフィギュ

レーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit] [sequence number]

例：

Device(config)# route-map pbr-map permit

ステップ 3

• map-tag — ：ルートマップ用のわかりやすい
名前を指定します。 ip policy route-map イン
ターフェイスコンフィギュレーションコマン

ドは、この名前を使用して、このルートマップ

を参照します。同じ map-tagがある複数の
route-map文は、1つの route-mapを定義しま
す。

•（任意） permit — ： permit が指定され、
このルートマップの一致条件が満たされている

場合は、setアクションの制御に従ってルート
がポリシールーティングされます。

•（任意） sequence number — ：シーケンス番
号は、特定のルートマップ内の route-mapス
テートメントの位置を示します。
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目的コマンドまたはアクション

1つ以上の標準または拡張アクセスリストで許可さ
れている送信元および宛先 IPアドレスを照合しま

match ip address {access-list-number | access-list-name}
[access-list-number |...access-list-name]

例：

ステップ 4

す。ACLは、複数の送信元および宛先 IPアドレス
でも照合できます。Device(config-route-map)# match ip address 110

140
matchコマンドを指定しない場合、ルートマップは
すべてのパケットに適用されます。

基準と一致するパケットの動作を指定します。パ

ケットのルーティング先となるネクストホップを

set ip next-hop ip-address [...ip-address]

例：

ステップ 5

設定します（ネクストホップは隣接している必要

があります）。
Device(config-route-map)# set ip next-hop
10.1.6.2

VRFインターフェイスにポリシーベースルーティ
ングを適用できます。

set ip vrf vrf-name next-hop ip-address [...ip-address]

例：

ステップ 6

Device(config-route-map)# set ip vrf myvrf
next-hop 10.5.5.5

set ip precedence [number | name]ステップ 7 • 0：routine

例： • 1：priority
Device(config-route-map)# set ip precedence 5

• 2：immediate

• 3：flash

• 4：flash-override

• 5：critical

• 6：internet

• 7：network

IPヘッダーに優先順位を設定します。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 8

Device(config-route-map)# exit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインタフェースを指定します。

interface interface-id

例：

ステップ 9

Device(config)# interface gigabitethernet 1/1

レイヤ 3インターフェイス上で PBRを有効にし、
使用するルートマップを識別します。1つのイン

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 10

ターフェイスに設定できるルートマップは、1つだDevice(config-if)# ip policy route-map pbr-map
けです。ただし、異なるシーケンス番号を持つ複数
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目的コマンドまたはアクション

のルートマップエントリを設定できます。これら

のエントリは、最初の一致が見つかるまで、シーケ

ンス番号順に評価されます。一致が見つからない場

合、パケットは通常どおりにルーティングされま

す。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 11

Device(config-if)# exit

（任意）ローカル PBRを有効にして、スイッチか
ら送信されるパケットに PBRを実行します。ロー

ip local policy route-map map-tag

例：

ステップ 12

カル PBRは、スイッチによって生成されるパケッDevice(config)# ip local policy route-map
local-pbr トに適用されます。着信パケットには適用されませ

ん。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 13

Device(config)# end

（任意）設定を確認するため、設定されたすべての

ルートマップ、または指定されたルートマップだ

けを表示します。

show route-map [map-name]

例：

Device# show route-map

ステップ 14

（任意）インターフェイスに付加されたポリシー

ルートマップを表示します。

show ip policy

例：

ステップ 15

Device# show ip policy

（任意）ローカル PBRが有効であるかどうか、お
よび有効である場合は使用されているルートマッ

プを表示します。

show ip local policy

例：

Device# show ip local policy

ステップ 16

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
22

IPv4ポリシーベースルーティングの設定

PBRの設定方法



第 3 章

IPv6ユニキャストルーティングの設定

• IPv6ユニキャストルーティングの設定について, on page 23
• IPv6ユニキャストルーティングの設定方法, on page 33
• IPv6の表示, on page 56
• IPv6ユニキャストルーティングの設定例, on page 57
•その他の参考資料（61ページ）

IPv6ユニキャストルーティングの設定について
この章では、スイッチに IPv6ユニキャストルーティングを設定する方法について説明します。

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

Note

IPv6の概要
IPv4ユーザは IPv6に移行することができ、エンドツーエンドのセキュリティ、Quality ofService
（QoS）、およびグローバルに一意なアドレスのようなサービスを利用できます。IPv6アドレ
ススペースによって、プライベートアドレスの必要性が低下し、ネットワークエッジの境界

ルータで Network Address Translation（NAT;ネットワークアドレス変換）処理を行う必要性も
低下します。

シスコの IPv6の実装方法については、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html

IPv6およびこの章のその他の機能については、
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•『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

• Cisco.comの [Search]フィールドを使用して、Cisco IOSソフトウェアマニュアルを特定し
ます。たとえば、スタティックルートについての情報が必要な場合は、[Search]フィール
ドで Implementing Static Routes for IPv6と入力すると、スタティックルートについて調べ
られます。

IPv6アドレス

スイッチがサポートするのは、IPv6ユニキャストアドレスのみです。サイトローカルユニキャ
ストアドレスおよびマルチキャストアドレスはサポートされません。

IPv6の 128ビットアドレスは、コロンで区切られた一連の 8つの 16進フィールド
（n:n:n:n:n:n:n:n.の形式）で表されます。次に、IPv6アドレスの例を示します。

2031:0000:130F:0000:0000:09C0:080F:130B

実装を容易にするために、各フィールドの先行ゼロは省略可能です。上記アドレスは、先行ゼ

ロを省略した次のアドレスと同じです。

2031:0:130F:0:0:9C0:80F:130B

2つのコロン（::）を使用して、ゼロが連続する 16進フィールドを表すことができます。ただ
し、この短縮形を使用できるのは、各アドレス内で 1回のみです。

2031:0:130F::09C0:080F:130B

IPv6アドレス形式、アドレスタイプ、および IPv6パケットヘッダーの詳細については、
Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/
ios/ipv6_basic/configuration/xe-3e/ip6b-xe-3e-book.htmlを参照してください。

• IPv6アドレス形式

• IPv6アドレスタイプ：マルチキャスト

• Ipv6アドレス出力表示

•簡易 IPv6パケットヘッダー

サポート対象の IPv6ユニキャストルーティング機能

ここでは、スイッチでサポートされている IPv6プロトコル機能について説明します。

128ビット幅のユニキャストアドレス

スイッチは集約可能なグローバルユニキャストアドレスおよびリンクローカルユニキャスト

アドレスをサポートします。サイトローカルユニキャストアドレスはサポートされていませ

ん。

•集約可能なグローバルユニキャストアドレスは、集約可能グローバルユニキャストプレ
フィックスの付いた IPv6アドレスです。このアドレス構造を使用すると、ルーティング
プレフィックスを厳格に集約することができ、グローバルルーティングテーブル内のルー
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ティングテーブルエントリ数が制限されます。これらのアドレスは、組織を経由して最

終的にインターネットサービスプロバイダーに至る集約リンク上で使用されます。

これらのアドレスはグローバルルーティングプレフィックス、サブネット ID、およびイ
ンターフェイス IDによって定義されます。現在のグローバルユニキャストアドレス割り
当てには、バイナリ値001（2000::/3）で開始するアドレス範囲が使用されます。プレフィッ
クスが 2000::/3（001）～E000::/3（111）のアドレスには、ExtendedUnique Identifier（EUI）
64フォーマットの 64ビットインターフェイス IDを設定する必要があります。

•リンクローカルユニキャストアドレスをすべてのインターフェイスに自動的に設定する
には、修飾 EUIフォーマット内で、リンクローカルプレフィックス FE80::/10（1111 1110
10）およびインターフェイスIDを使用します。ネイバー探索プロトコル（NDP）および
ステートレス自動設定プロセスでは、リンクローカルアドレスが使用されます。ローカル

リンク上のノードは、リンクローカルアドレスを使用します。通信する場合に、グローバ

ルに一意なアドレスは不要です。IPv6ルータは、リンクローカルの送信元または宛先アド
レスを持つパケットをその他のリンクに転送しません。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Implementing IPv6
Addressing and Basic Connectivity」の章にある IPv6ユニキャストアドレスに関する項を参照し
てください。

IPv6の DNS

IPv6は、ドメインネームシステム（DNS）のレコードタイプを、DNS名前/アドレスおよび
アドレス/名前の検索プロセスでサポートします。DNSAAAAリソースレコードタイプは IPv6
アドレスをサポートし、IPv4のAアドレスレコードと同等です。スイッチは IPv4および IPv6
の DNS解決をサポートします。

IPv6ユニキャストのパスMTUディスカバリ

スイッチはシステム最大伝送単位（MTU）の IPv6ノードへのアドバタイズおよびパスMTU
ディスカバリをサポートします。パスMTUディスカバリを使用すると、ホストは指定された
データパスを通るすべてのリンクのMTUサイズを動的に検出して、サイズに合せて調整でき
ます。IPv6では、パスを通るリンクのMTUサイズが小さくてパケットサイズに対応できない
場合、パケットの送信元がフラグメンテーションを処理します。

ICMPv6

IPv6のインターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）は、ICMP宛先到達不能メッセー
ジなどのエラーメッセージを生成して、処理中に発生したエラーや、その他の診断機能を報告

します。IPv6では、ネイバー探索プロトコルおよびパスMTUディスカバリに ICMPパケット
も使用されます。

ネイバー探索

スイッチは、IPv6対応のNDP、ICMPv6の最上部で稼働するプロトコル、およびNDPをサポー
トしない IPv6ステーション対応のスタティックネイバーエントリをサポートします。IPv6ネ
イバー探索プロセスは ICMPメッセージおよび送信請求ノードマルチキャストアドレスを使
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用して、同じネットワーク（ローカルリンク）上のネイバーのリンク層アドレスを判別し、ネ

イバーに到達できるかどうかを確認し、近接ルータを追跡します。

スイッチは、マスク長が 64未満のルートに対して ICMPv6リダイレクトをサポートしていま
す。マスク長が 64ビットを超えるホストルートまたは集約ルートでは、ICMPリダイレクト
がサポートされません。

ネイバー探索スロットリングにより、IPv6パケットをルーティングするためにネクストホッ
プ転送情報を取得するプロセス中に、スイッチ CPUに不必要な負荷がかかりません。IPv6パ
ケットのネクストホップがスイッチによってアクティブに解決しようとしている同じネイバー

である場合は、そのようなパケットが追加されると、スイッチはそのパケットをドロップしま

す。このドロップにより、CPUに余分な負荷がかからないようになります。

デフォルトルータプリファレンス

スイッチは、ルータのアドバタイズメントメッセージの拡張機能である、IPv6 Default Router
Prefernce（DRP）をサポートします。DRPでは、特にホストがマルチホーム構成されていて、
ルータが異なるリンク上にある場合に、ホストが適切なルータを選択する機能が向上しまし

た。スイッチは、Route Information Option（RFC 4191）をサポートしません。

IPv6ホストは、オフリンク宛先へのトラフィック用にルータを選択する、デフォルトルータ
リストを維持します。次に、宛先用に選択されたルータは、宛先キャッシュに格納されます。

IPv6 NDPでは、到達可能であるルータまたは到達可能性の高いルータが、到達可能性が不明
または低いルータよりも優先されます。NDPは、到達可能または到達できる可能性の高いルー
タとして、常に同じルータを選択するか、またはルータリストを循環して選択できます。DRP
を使用することにより、両方ともが到達可能または到達できる可能性の高い2台のルータの一
方を他方に対して優先させるよう IPv6ホストを設定することができます。

DRP for IPv6の設定については、「DRPの設定」を参照してください。

DRP for IPv6の詳細情報については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参
照してください。

IPv6のステートレス自動設定および重複アドレス検出

スイッチではステートレス自動設定が使用されているため、ホストやモバイル IPアドレスの
管理のような、リンク、サブネット、およびサイトアドレス指定の変更を管理することができ

ます。ホストは独自のリンクローカルアドレスを自動的に設定します。起動元ノードはルータ

に送信請求を送信して、インターフェイス設定をアドバタイズするようルータに要求します。

自動設定および重複アドレス検出の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

IPv6アプリケーション

スイッチは、次のアプリケーションについて IPv6をサポートします。

• ping、Traceroute、Telnet、および Trivial File Transfer Protocol（TFTP）

• IPv6トランスポートによるセキュアシェル（SSH）

• IPv6トランスポートによる HTTPサーバアクセス
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• IPv4トランスポートによる AAAAの DNSレゾルバ

• IPv6アドレスの Cisco Discovery Protocol（CDP）サポート

これらのアプリケーションの管理に関する詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6
Configuration Library』を参照してください。

DHCP for IPv6アドレスの割り当て

DHCPv6を使用すると、DHCPサーバは IPv6ネットワークアドレスなどの設定パラメータを
IPv6クライアントに渡すことができます。このアドレス割り当て機能により、ホストが接続す
るネットワークに基づいて、適切なプレフィックス内での重複しないアドレス割り当てが管理

されます。アドレスは、1つまたは複数のプレフィックスプールから割り当てることができま
す。デフォルトのドメインおよびDNSネームサーバアドレスなど、その他のオプションは、
クライアントに戻すことができます。アドレスプールは、特定のインターフェイス、複数のイ

ンターフェイス上で使用する場合に割り当てられます。または、サーバが自動的に適切なプー

ルを検出できます。

DHCP for IPv6の設定については、「DHCP for IPv6アドレス割り当ての設定」のセクションを
参照してください。

DHCPv6クライアント、サーバ、またはリレーエージェント機能の設定の詳細については、
Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

IPv6のスタティックルート

スタティックルートは手動で設定され、2つのネットワーキングデバイス間のルートを明示的
に定義します。スタティックルートが有効なのは、外部ネットワークへのパスが1つしかない
小規模ネットワークの場合、または大規模ネットワークで特定のトラフィックタイプにセキュ

リティを設定する場合です。

IPv6のスタティックルーティングの設定（CLI）

IPv6用のスタティックルートの設定については、「IPv6用のスタティックルーティングの設

定」を参照してください。

スタティックルートの詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing Static Routes for IPv6」の章を参照してください。

IPv6のポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティング（PBR）は、トラフィックフローに定義ポリシーを設定し、ルー
トにおけるルーティングプロトコルへの依存度を軽くして、パケットのルーティングを柔軟に

行えるようにします。したがって、PBRは、ルーティングプロトコルで提供される既存のメ
カニズムを拡張および補完することにより、ルーティングの制御を強化します。PBRを使用す
ると、IPv6 precedenceを設定できます。単純なポリシーでは、これらのタスクのいずれかを使
用し、複雑なポリシーでは、これらすべてのタスクを使用できます。高コストリンク上のプラ

イオリティトラフィックなど、特定のトラフィックのパスを指定することもできます。
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PBR for IPv6は、転送される IPv6パケットおよび送信される IPv6パケットの両方に適用でき
ます。転送されるパケットの場合、PBR for IPv6は、次の転送パスでサポートされる IPv6入力
インターフェイス機能として実装されます。

•プロセス

•シスコエクスプレスフォワーディング（旧称 CEF）

•分散型シスコエクスプレスフォワーディング

ポリシーは、IPv6アドレス、ポート番号、プロトコル、またはパケットのサイズに基づいて作
成できます。

PBRを使用すると、次の処理を実行できます。

•拡張アクセスリスト基準に基づいてトラフィックを分類する。リストにアクセスし、次に
一致基準を設定します。

•差別化されたサービスクラスを有効にする機能をネットワークに与える IPv6 precedence
ビットを設定する。

•特定のトラフィックエンジニアリングパスにパケットをルーティングする。ネットワー
クを介して特定の Quality of Service（QoS）を得るためにパケットをルーティングする必
要がある場合があります。

PBRを使用すると、ネットワークのエッジでパケットを分類およびマーキングできます。PBR
では、precedence値を設定することにより、パケットをマーキングします。precedence値は、
ネットワークコアにあるデバイスが適切な QoSをパケットに適用するために直接使用でき、
これにより、パケットの分類がネットワークエッジで維持されます。

PBR for IPv6の有効化については、「ローカル PBR for IPv6の有効化」を参照してください。

インターフェイスの IPv6 PBRの有効化については、「インターフェイスでの IPv6 PBRの有効

化」を参照してください。

RIP for IPv6

IPv6の Routing Information Protocol（RIP）は、ルーティングメトリックとしてホップカウン
トを使用するディスタンスベクトルプロトコルです。IPv6アドレスおよびプレフィックスの
サポート、すべての RIPルータを含むマルチキャストグループアドレス FF02::9を RIPアッ
プデートメッセージの宛先アドレスとして使用する機能などがあります。

IPv6の RIPの設定については、「IPv6の RIPの設定」を参照してください。

IPv6の RIPの詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

『OSPF for IPv6』

スイッチは、IPのリンクステートプロトコルの 1つである、IPv6の Open Shortest Path First
（OSPF）をサポートしています。

IPv6用の OSPFの設定については、「IPv6用の OSPFの設定」を参照してください。
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詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してください。

EIGRP IPv6

スイッチは、IPv6の Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）をサポートしていま
す。IPv6の EIGRPは稼働するインターフェイス上で設定されるため、グローバルな IPv6アド
レスは不要です。Network Essentialsを実行しているスイッチは EIGRPv6スタブルーティング
のみをサポートします。

EIGRP IPv6インスタンスでは、実行する前に暗示的または明示的なルータ IDが必要です。暗
示的なルータ IDはローカルの IPv6アドレスを基にして作成されるため、すべての IPv6ノー
ドには常に使用可能なルータ IDがあります。ただし、EIGRP IPv6は IPv6ノードのみが含まれ
るネットワークで稼働するため、使用可能な IPv6ルータ IDがない場合があります。

IPv6用の EIGRPの設定については、「IPv6用の EIGRPの設定」を参照してください。

IPv6用の EIGRPの詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参
照してください。

EIGRPv6スタブルーティング

EIGRPv6スタブルーティング機能は、エンドユーザの近くにルーテッドトラフィックを移動
することでリソースの利用率を低減させます。

EIGRPv6スタブルーティングを使用するネットワークでは、ユーザに対する IPv6トラフィッ
クの唯一の許容ルートは、EIGRPv6スタブルーティングを設定しているスイッチ経由のみで
す。スイッチは、ユーザインターフェイスとして設定されているインターフェイスまたは他の

デバイスに接続されているインターフェイスにルーテッドトラフィックを送信します。

EIGRPv6スタブルーティングを使用しているときは、EIGRPv6を使用してスイッチだけをス
タブとして設定するように、ディストリビューションルータおよびリモートルータを設定する

必要があります。指定したルートだけがスイッチから伝播されます。スイッチは、サマリー、

接続ルート、およびルーティングアップデートに対するすべてのクエリーに応答します。

スタブルータの状態を通知するパケットを受信した隣接ルータは、ルートについてはスタブ

ルータに照会しません。また、スタブピアを持つルータは、そのピアについては照会しませ

ん。スタブルータは、ディストリビューションルータを使用して適切なアップデートをすべ

てのピアに送信します。

次の図では、スイッチ Bは EIGRPv6スタブルータとして設定されています。スイッチAおよ
びCは残りのWANに接続されています。スイッチBは、接続ルート、スタティックルート、
再配布ルート、およびサマリールートをスイッチ Aと Cにアドバタイズします。スイッチ B
は、スイッチ Aから学習したルートをアドバタイズしません（逆の場合も同様です）。
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図 1 : EIGRPスタブルータ設定

EIGRPv6スタブルーティングの詳細については、『Cisco IOS IP Configuration Guide, Volume 2
of 3: Routing Protocols, Release 12.4』の「Implementing EIGRP for IPv6」を参照してください。

SNMP and Syslog Over IPv6

IPv4と IPv6の両方をサポートするには、IPv6のネットワーク管理で IPv4および IPv6のトラ
ンスポートが必要になります。Syslog over IPv6は、このトランスポートのアドレスデータタ
イプをサポートします。

Simple Network Management Protocol (SNMP)と syslog over IPv6は、次の機能を提供します。

• IPv4と IPv6両方のサポート

• SNMPに対する IPv6トランスポート、および SNMP変更による IPv6ホストのトラップの
サポート

• IPv6アドレス指定をサポートするための SNMPおよび syslogに関連するMIB

• IPv6ホストをトラップレシーバとして設定

Over IPv6をサポートするため、SNMPは既存の IPトランスポートマッピングを変更して、
IPv4と IPv6を同時にサポートします。次の SNMP動作は、IPv6トランスポート管理をサポー
トします。

•デフォルト設定のユーザデータグラムプロトコル（UDP）SNMPソケットを開く

• SR_IPV6_TRANSPORTと呼ばれる新しいトランスポートメカニズムを提供

• IPv6トランスポートによる SNMP通知の送信

• IPv6トランスポートの SNMP名のアクセスリストのサポート

• IPv6トランスポートを使用した SNMPプロキシ転送のサポート

• SNMPマネージャ機能と IPv6トランスポートの連動確認
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設定手順を含む、SNMP over IPv6については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Managing Cisco IOS Applications over IPv6」の章を参照してください。

設定手順を含む、syslog over IPv6については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing IPv6 Addressing and Basic Connectivity」の章を参照してください。

HTTP(S) Over IPv6

HTTPクライアントは要求を IPv4 HTTPサーバと IPv6 HTTPサーバの両方に送信し、これらの
サーバは IPv4HTTPクライアントと IPv6HTTPクライアントの両方からの要求に応答します。
IPv6アドレスを含む URLは、16ビット値をコロンで区切った 16進数で指定する必要があり
ます。

受信ソケットコールは、IPv4アドレスファミリまたは IPv6アドレスファミリを選択します。
受信ソケットは、IPv4ソケットまたは IPv6ソケットのいずれかです。リスニングソケット
は、接続を示す IPvv4と IPv6の両方の信号を待ち受け続けます。IPv6リスニングソケットは、
IPv6ワイルドカードアドレスにバインドされています。

基本TCP/IPスタックは、デュアルスタック環境をサポートします。HTTPには、TCP/IPスタッ
ク、およびネットワーク層相互作用を処理するためのソケットが必要です。

HTTP接続を確立するには、基本ネットワーク接続（ping）がクライアントとサーバホストと
の間に存在する必要があります。

詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Managing Cisco IOS
Applications over IPv6」の章を参照してください。

サポートされていない IPv6ユニキャストルーティング機能

スイッチは、次の IPv6機能をサポートしません。

•サイトローカルアドレス宛ての IPv6パケット

• IPv4/IPv6や IPv6/IPv4などのトンネリングプロトコル

• IPv4/IPv6または IPv6/IPv4トンネリングプロトコルをサポートするトンネルエンドポイ
ントとしてのスイッチ

• IPv6 Web Cache Communication Protocol（WCCP）

IPv6機能の制限

スイッチでは IPv6はハードウェアに実装されるため、ハードウェアメモリ内の IPv6圧縮アド
レスによる制限がいくつか発生します。これらのハードウェア制限により、機能の一部が失わ

れて、制限されます。

機能の制限は次のとおりです。

•スイッチはハードウェアで SNAPカプセル化 IPv6パケットを転送できません。これらは
ソフトウェアで転送されます。
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•スイッチはソースルート IPv6パケットに関する QoS分類をハードウェアで適用できませ
ん。

IPv6とスイッチスタック

スイッチにより、スタック全体で IPv6転送がサポートされ、アクティブスイッチで IPv6ホス
ト機能がサポートされます。アクティブスイッチは IPv6ユニキャストルーティングプロトコ
ルを実行してルーティングテーブルを計算します。スタックメンバースイッチはテーブルを

受信して、転送用にハードウェア IPv6ルートを作成します。アクティブスイッチは、すべて
の IPv6アプリケーションも実行します。

新しいスイッチがアクティブスイッチになる場合、新しいマスターは IPv6ルーティングテー
ブルを再計算してこれをメンバースイッチに配布します。新しいアクティブスイッチが選択中

およびリセット中の間には、スイッチスタックによる IPv6パケットの転送は行われません。
スタックMACアドレスが変更され、これによって IPv6アドレスが変更されます。ipv6 address
ipv6-prefix/prefix length eui-64インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して、
拡張固有識別子（EUI）でスタック IPv6アドレスを指定する場合、アドレスは、インターフェ
イスMACアドレスに基づきます。「IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングの有効

化」を参照してください。

スタック上で永続的なMACアドレスを設定し、アクティブスイッチが変更された場合、ス
タックMACアドレスは、約 4分間、変更されません。

IPv6アクティブスイッチおよびメンバーの機能は次のとおりです。

•アクティブスイッチ：

• IPv6ルーティングプロトコルの実行

•ルーティングテーブルの生成

• IPv6用の分散型シスコエクスプレスフォワーディングを使用するメンバースイッチ
にルーティングテーブルを配布します。

• IPv6ホスト機能および IPv6アプリケーションの実行

•メンバースイッチ：

•アクティブスイッチから IPv6用のシスコエクスプレスフォワーディングのルーティ
ングテーブルを受信します。

•ハードウェアへのルートのプログラミング

IPv6パケットに例外（IPv6オプション）がなく、スタック内のス
イッチでハードウェアリソースが不足していない場合、IPv6パ
ケットがスタック全体にわたってハードウェアでルーティングさ

れます。

（注）
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•アクティブスイッチの再選択で IPv6用のシスコエクスプレスフォワーディングの
テーブルをフラッシュします。

IPv6のデフォルト設定
Table 3: IPv6のデフォルト設定

デフォルト設定機能

すべてのインターフェイスでグローバルに無効

IPルーティングはデフォルトで有効になっ
ていますが、IPv6ユニキャストルーティ
ングはユーザが有効にする必要がありま

す。

Note

IPv6ルーティング

無効（IPv4 Cisco Express Forwardingおよび distributed
Cisco Express Forwarding（dCEF;分散型シスコエク
スプレスフォワーディング）はデフォルトでは有

効）

IPv6ルーティングを有効にすると、IPv6
用 Cisco Express Forwardingおよび IPv6用
distributed Cisco Express Forwarding（dCEF;
分散型シスコエクスプレスフォワーディ

ング）は自動的に有効になります。

Note

IPv6用 Cisco Express Forwardingまたは
IPv6用 distributed Cisco Express
Forwarding（dCEF;分散型シスコエクス
プレスフォワーディング）

未設定IPv6アドレス

IPv6ユニキャストルーティングの設定方法
ここでは、IPv6ユニキャストルーティングに関して使用できるさまざまな設定オプションを示
します。

IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングの有効化
ここでは、IPv6アドレスを各レイヤ 3インターフェイスに割り当てて、IPv6トラフィックを
スイッチ上でグローバル転送する方法を説明します。

スイッチ上の IPv6を設定する前に、次の注意事項に従ってください。

•スイッチでは、この章で説明されたすべての機能がサポートされるわけではありません。
「サポートされていない IPv6ユニキャストルーティング機能」を参照してください。
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• ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドでは、16ビット値を使
用したコロン区切りの 16進形式で指定したアドレスで ipv6-address変数および ipv6-prefix
変数を入力する必要があります。prefix-length変数（スラッシュ（/）で始まる）は、プレ
フィックス（アドレスのネットワーク部分）を構成するアドレスの上位連続ビット数を示

す 10進値です。

インターフェイス上の IPv6トラフィックを転送するには、そのインターフェイス上でグロー
バル IPv6アドレスを設定する必要があります。インターフェイス上で IPv6アドレスを設定す
ると、リンクローカルアドレスの設定、およびそのインターフェイスに対する IPv6のアクティ
ブ化が自動的に行われます。設定されたインターフェイスは、次に示す、該当リンクの必須マ

ルチキャストグループに自動的に参加します。

•インターフェイスに割り当てられた各ユニキャストアドレスの送信要求ノードマルチキャ
ストグループ FF02:0:0:0:0:1:ff00::/104（このアドレスはネイバー探索プロセスで使用され
る）

•全ノード向けリンクローカルマルチキャストグループ FF02::1

•全ルータ向けリンクローカルマルチキャストグループ FF02::2

IPv6アドレスをインターフェイスから削除するには、 no ipv6 address ipv6-prefix/prefix length
eui-64または no ipv6 address ipv6-address link-localインターフェイスコンフィギュレーション
コマンドを使用します。インターフェイスから手動で設定したすべての IPv6アドレスを削除
するには、no ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを引数なしで
使用します。IPv6アドレスが明確に設定されていないインターフェイスで IPv6処理を無効に
するには、no ipv6 enableインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。
IPv6ルーティングをグローバルに無効にするには、no ipv6 unicast-routingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。

IPv6ルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』
の「Implementing Addressing and Basic Connectivity for IPv6」の章を参照してください。

IPv6アドレスをレイヤ3インターフェイスに割り当て、IPv6ルーティングを有効にするには、
次の手順を実行します。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal
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PurposeCommand or Action

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 3

(config)# end

オペレーティングシステムをリロードします。reload

Example:

ステップ 4

# reload

スイッチのリロード後、グローバルコンフィギュ

レーションモードを開始します。

configure terminal

Example:

ステップ 5

# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
interface interface-id

Example:

ステップ 6

定します。インターフェイスは物理インターフェイ

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1 ス、スイッチ仮想インターフェイス（SVI）、また
はレイヤ 3 EtherChannelに設定できます。

レイヤ 2コンフィギュレーションモードからイン
ターフェイスを削除します（物理インターフェイス

の場合）。

no switchport

Example:

(config-if)# no switchport

ステップ 7

次のいずれかを使用します。ステップ 8 • IPv6アドレスの下位 64ビットの拡張固有識別
子（EUI）を使用して、グローバル IPv6アド• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length eui-64
レスを指定します。ネットワークプレフィッ• ipv6 address ipv6-address/prefix length
クスだけを指定します。最終の 64ビットは、• ipv6 address ipv6-address link-local
スイッチのMACアドレスから自動的に計算さ• ipv6 enable
れます。これにより、インターフェイス上で

IPv6処理が有効になります。
• ipv6 address WORD
• ipv6 address autoconfig
• ipv6 address [dhcp] •インターフェイスの IPv6アドレスを手動で設

定します。Example:
(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64
eui 64 •インターフェイスで IPv6が有効な場合に自動

設定されるリンクローカルアドレスでなく、イ

ンターフェイス上の特定のリンクローカルなア(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64
ドレスを使用するように指定します。このコマ

ンドにより、インターフェイス上で IPv6処理
が有効になります。

(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::
link-local
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PurposeCommand or Action
(config-if)# ipv6 enable •インターフェイスに IPv6リンクローカルアド

レスを自動設定し、インターフェイスでのIPv6
処理を有効にします。リンクローカルアドレス

を使用できるのは、同じリンク上のノードと通

信する場合だけです。

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

Example:

ステップ 9

(config-if)# exit

IPv6ユニキャストデータパケットの転送を有効に
します。

ipv6 unicast-routing

Example:

ステップ 10

(config)# ipv6 unicast-routing

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 11

(config)# end

入力を確認します。show ipv6 interface interface-id

Example:

ステップ 12

# show ipv6 interface gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 13

# copy running-config startup-config

IPv4および IPv6プロトコルスタックの設定
IPv4と IPv6の両方をサポートし、IPv6ルーティングが有効になるようにレイヤ3インターフェ
イスを設定するには、次の手順を実行します。

IPv6アドレスが設定されていないインターフェイスで IPv6処理を無効にするには、no ipv6
enableインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip routing
4. ipv6 unicast-routing
5. interface interface-id

6. no switchport
7. ip address ip-address mask [secondary]
8. 次のいずれかを使用します。

• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length eui-64
• ipv6 address ipv6-address/prefix length
• ipv6 address ipv6-address link-local
• ipv6 enable

9. end

10. 次のいずれかを使用します。

• show interface interface-id
• show ip interface interface-id
• show ipv6 interface interface-id

11. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

# configure terminal

スイッチ上でルーティングを有効にします。ip routing

例：

ステップ 3

(config)# ip routing

スイッチ上で IPv6データパケットの転送を有効に
します。

ipv6 unicast-routing

例：

ステップ 4

(config)# ipv6 unicast-routing
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

例：

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 5

レイヤ 2コンフィギュレーションモードからイン
ターフェイスを削除します（物理インターフェイス

の場合）。

no switchport

例：

(config-if)# no switchport

ステップ 6

インターフェイスのプライマリまたはセカンダリ

IPv4アドレスを指定します。
ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 7

(config-if)# ip address 10.1.2.3 255.255.255

次のいずれかを使用します。ステップ 8 •グローバル IPv6アドレスを指定します。ネッ
トワークプレフィックスだけを指定します。• ipv6 address ipv6-prefix/prefix length eui-64
最終の 64ビットは、スイッチのMACアドレ
スから自動的に計算されます。

• ipv6 address ipv6-address/prefix length
• ipv6 address ipv6-address link-local
• ipv6 enable •インターフェイスで IPv6が有効な場合に自動

設定されるリンクローカルアドレスでなく、イ

ンターフェイス上のリンクローカルアドレスを

使用するように指定します。

•インターフェイスに IPv6リンクローカルアド
レスを自動設定し、インターフェイスでのIPv6
処理を有効にします。リンクローカルアドレス

を使用できるのは、同じリンク上のノードと通

信する場合だけです。

インターフェイスから手動で設定したす

べての IPv6アドレスを削除するには、no
ipv6 addressインターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを引数なしで使

用します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

(config)# end

入力を確認します。次のいずれかを使用します。ステップ 10

• show interface interface-id
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目的コマンドまたはアクション

• show ip interface interface-id
• show ipv6 interface interface-id

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

# copy running-config startup-config

デフォルトルータプリファレンス（DRP）の設定
ルータアドバタイズメント（RA）メッセージは、ipv6 nd router-preferenceインターフェイス
コンフィギュレーションコマンドによって設定されるデフォルトルータプリファレンス（DRP）
とともに送信されます。DRPが設定されていない場合は、RAはプリファレンス「中」ととも
に送信されます。

リンク上の2つのルータが等価ではあっても、等コストではないルーティングを提供する可能
性がある場合、およびポリシーでホストがいずれかのルータを選択するよう指示された場合

は、DRPが有効です。

IPv6の DRPの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing IPv6 Addresses and Basic Connectivity」の章を参照してください。

インターフェイス上のルータの DRPを設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始して、DRPを指定するレイヤ 3インターフェ
イスを特定します。

interface interface-id

Example:

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

スイッチインターフェイス上のルータに DRPを指
定します。

ipv6 nd router-preference {high | medium | low}

Example:

ステップ 4
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PurposeCommand or Action

(config-if)# ipv6 nd router-preference medium

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 5

(config)# end

設定を確認します。show ipv6 interface

Example:

ステップ 6

# show ipv6 interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 7

# copy running-config startup-config

IPv6 ICMPレート制限の設定
ICMPレート制限はデフォルトで有効です。エラーメッセージのデフォルト間隔は 100ミリ
秒、デフォルトバケットサイズ（バケットに格納される最大トークン数）は 10です。

ICMPのレート制限パラメータを変更するには、次の手順を実行します。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal

IPv6 ICMPエラーメッセージの間隔とバケットサイ
ズを設定します。

ipv6 icmp error-interval interval [bucketsize]

Example:

ステップ 3
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PurposeCommand or Action

(config)# ipv6 icmp error-interval 50 20
• interval：バケットに追加されるトークンの間隔
（ミリ秒）。指定できる範囲は 0～ 2147483647
ミリ秒です。

• bucketsize：（任意）バケットに格納される最大
トークン数。指定できる範囲は 1～ 200です。

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 4

(config)# end

入力を確認します。show ipv6 interface [interface-id]

Example:

ステップ 5

# show ipv6 interface gigabitethernet0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

# copy running-config startup-config

IPv6用のシスコエクスプレスフォワーディングおよび分散型シスコ
エクスプレスフォワーディングの設定

シスコエクスプレスフォワーディングは、ネットワークパフォーマンスを最適化するための

レイヤ 3 IPスイッチングテクノロジーです。シスコエクスプレスフォワーディングには高度
な IP検索および転送アルゴリズムが実装されているため、レイヤ 3スイッチングのパフォー
マンスを最大化できます。高速スイッチングルートキャッシュよりも CPUにかかる負担が少
ないため、CEFはより多くの CPU処理能力をパケット転送に振り分けることができます。ス
イッチスタックでは、ハードウェアによって分散型シスコエクスプレスフォワーディングが

使用されます。IPv4用のシスコエクスプレスフォワーディングおよび分散型シスコエクスプ
レスフォワーディングはデフォルトで有効になっています。IPv6用のシスコエクスプレス
フォワーディングおよび分散型シスコエクスプレスフォワーディングはデフォルトでは無効

になっていますが、IPv6ルーティングを設定すると自動的に有効になります。

IPv6ルーティングの設定を解除すると IPv6用のシスコエクスプレスフォワーディングおよび
分散型シスコエクスプレスフォワーディングは自動的に無効になります。IPv6用のシスコエ
クスプレスフォワーディングおよび分散型シスコエクスプレスフォワーディングを設定で無

効にすることはできません。IPv6の状態を確認するには、show ipv6 cef特権 EXECコマンドを
入力します。
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IPv6ユニキャストパケットをルーティングするには、最初に ipv6 unicast-routingグローバル
コンフィギュレーションコマンドを使用して、IPv6ユニキャストパケットの転送をグローバ
ルに設定してから、ipv6 addressインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用し
て、特定のインターフェイスに IPv6アドレスおよび IPv6処理を設定する必要があります。

シスコエクスプレスフォワーディングおよび分散型シスコエクスプレスフォワーディングの

設定の詳細については、Cisco.comの『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』を参照してくださ
い。

IPv6のスタティックルーティングの設定
スタティック IPv6ルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6

Configuration Library』の「Implementing Static Routes for IPv6」の章を参照してください。

スタティック IPv6ルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

Before you begin

ip routingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用してルーティングを有効にし、
ipv6 unicast-routingグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの
転送を有効にします。また、インターフェイスに IPv6アドレスを設定して少なくとも 1つの
レイヤ 3インターフェイス上で IPv6を有効にする必要があります。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal

スタティック IPv6ルートを設定します。ipv6 route ipv6-prefix/prefix length {ipv6-address |
interface-id [ipv6-address]} [administrative distance]

ステップ 3

• ipv6-prefix：スタティックルートの宛先となる
IPv6ネットワーク。スタティックホストルーExample:

(config)# ipv6 route 2001:0DB8::/32
トを設定する場合は、ホスト名も設定できま

す。gigabitethernet2/0/1 130

• /prefix length：IPv6プレフィックスの長さ。プ
レフィックス（アドレスのネットワーク部分）

を構成するアドレスの上位連続ビット数を示す
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PurposeCommand or Action

10進値です。10進数値の前にスラッシュ記号
が必要です。

• ipv6-address：指定したネットワークに到達する
ために使用可能なネクストホップの IPv6アド
レス。ネクストホップの IPv6アドレスを直接
接続する必要はありません。再帰処理が実行さ

れて、直接接続されたネクストホップの IPv6
アドレスが検出されます。このアドレスはRFC
2373に記載された形式（16ビット値を使用し
たコロン区切りの 16進表記で指定）で設定す
る必要があります。

• interface-id：Point-To-Point（ポイントツーポイ
ント）インターフェイスおよびブロードキャス

トインターフェイスからのダイレクトスタ

ティックルートを指定します。ポイントツーポ

イントインターフェイスの場合、ネクストホッ

プの IPv6アドレスを指定する必要はありませ
ん。ブロードキャストインターフェイスの場合

は、常にネクストホップの IPv6アドレスを指定
するか、または指定したプレフィックスをリン

クに割り当てて、リンクローカルアドレスをネ

クストホップとして指定する必要があります。

パケットの送信先となるネクストホップの IPv6
アドレスを指定することもできます。

リンクローカルアドレスをネクストホップ

として使用する場合は、interface-idを指定
する必要があります（リンクローカルのネ

クストホップを隣接ルータに設定する必要

もあります）。

Note

• administrative distance：（任意）アドミニスト
レーティブディスタンス。指定できる範囲は 1
～ 254です。デフォルト値は 1で、この場合、
接続されたルートを除くその他のどのルートタ

イプよりも、スタティックルートが優先しま

す。フローティングスタティックルートを設

定する場合は、ダイナミックルーティングプ

ロトコルよりも大きなアドミニストレーティブ

ディスタンスを使用します。

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
43

IPv6ユニキャストルーティングの設定

IPv6のスタティックルーティングの設定



PurposeCommand or Action

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 4

(config)# end

IPv6ルーティングテーブルの内容を表示して、設定
を確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 5

• show ipv6 static [ ipv6-address | ipv6-prefix/prefix
length ] [interface interface-id ] [detail]][recursive]
[detail]

• interface interface-id：（任意）出力インターフェ
イスとして指定されたインターフェイスを含む

スタティックルートのみを表示します。
• show ipv6 route static [updated]

Example:
• recursive：（任意）再帰スタティックルートの
みを表示します。recursiveキーワードは

# show ipv6 static 2001:0DB8::/32 interface
gigabitethernet2/0/1

interfaceキーワードと相互に排他的です。ただ
し、コマンド構文に IPv6プレフィックスが指定または
されているかどうかに関係なく、使用できま

す。
# show ipv6 route static

• detail：（任意）次に示す追加情報を表示しま
す。

•有効な再帰ルートの場合、出力パスセット
および最大分解深度

•無効なルートの場合、ルートが無効な理由

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 6

# copy running-config startup-config

インターフェイスでの IPv6 PBRの有効化
IPv6のポリシーベースルーティング（PBR）を有効にするには、パケットの一致基準と目的
のポリシールーティングアクションを指定する、ルートマップを作成する必要があります。

次に、そのルートマップを必要なインターフェイスに関連付けます。指定されたインターフェ

イスに到着し、match句に一致するすべてのパケットに対して、PBRが実行されます。

PBRでは、set vrfコマンドにより Virtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスとイン
ターフェイスアソシエーションを切り離し、既存のPBRまたはルートマップ設定を使用して、
アクセスコントロールリスト（ACL）ベースの分類に基づいて VRFを選択できるようになり
ます。このコマンドは、1つのルータに複数ルーティングテーブルを提供し、ACL分類に基づ
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いてルートを選択できるようにします。ルータは、ACLに基づいてパケットを分類し、ルー
ティングテーブルを選択し、宛先アドレスを検索し、パケットをルーティングします。

PBR for IPv6を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルーティングプロトコル間でルートを再配布する条

件を定義するか、ポリシールーティングを有効にし

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 3

てルートマップコンフィギュレーションモードを

開始します。
Device(config)# route-map rip-to-ospf permit

一致基準を指定します。次のいずれかを実行します。ステップ 4

• match length minimum-length maximum-length •次のうちの任意の項目またはすべてを指定でき
ます。• match ipv6 address {prefix-list prefix-list-name |

access-list-name}
•レベル 3のパケット長とのマッチング。

例： •指定された IPv6アクセスリストとのマッ
チング。Device(config-route-map)# match length 3 200

例： • matchコマンドを指定しない場合、ルート
マップはすべてのパケットに適用されま

す。

Device(config-route-map)# match ipv6 address
marketing

基準に一致したパケットに適用するアクション（1
つまたは複数）を指定します。

次のいずれかを実行します。ステップ 5

• set ipv6 next-hop global-ipv6-address
[global-ipv6-address... ] •次のうちの任意の項目またはすべてを指定でき

ます。• set ipv6 default next-hop global-ipv6-address
[global-ipv6-address... ]

•パケットのルーティング先となるネクスト
ホップを設定します（ネクストホップは隣

接している必要があります）。

例：

Device(config-route-map)# set ipv6 next-hop
2001:DB8:2003:1::95

•宛先への明示的なルートがない場合に、パ
ケットのルーティング先となるネクスト

ホップを設定します。

例：

Device(config-route-map)# set ipv6 default
next-hop 2001:DB8:2003:1::95
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップインターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了して、グローバルコンフィギュ

レーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

インターフェイスのタイプと番号を指定し、ルータ

をインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 7

インターフェイスで IPv6PBRに使用するルートマッ
プを特定します。

ipv6 policy route-map route-map-name

例：

ステップ 8

Device(config-if)# ipv6 policy-route-map
interactive

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 9

Device(config-if)# end

IPv6 RIPの設定
IPv6の RIPルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

IPv6の RIPルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

Before you begin

IPv6 RIPを実行するようにスイッチを設定する前に、ip routingグローバルコンフィギュレー
ションコマンドを使用してルーティングを有効にし、ipv6 unicast-routingグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの転送を有効にして、IPv6 RIPを有効にす
るレイヤ 3インターフェイス上で IPv6を有効にする必要があります。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal
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PurposeCommand or Action

IPv6 RIPルーティングプロセスを設定し、このプ
ロセスに対してルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

ipv6 router rip name

Example:

(config)# ipv6 router rip cisco

ステップ 3

（任意）IPv6 RIPがサポートできる等コストルー
トの最大数を定義します。指定できる範囲は 1～
32で、デフォルトは 16ルートです。

maximum-paths number-paths

Example:

(config-router)# maximum-paths 6

ステップ 4

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

Example:

ステップ 5

(config-router)# exit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

Example:

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 6

指定された IPv6 RIPルーティングプロセスをイン
ターフェイス上で有効にします。

ipv6 rip name enable

Example:

ステップ 7

(config-if)# ipv6 rip cisco enable

（任意）IPv6デフォルトルート（::/0）をRIPルー
ティングプロセスアップデートに格納して、指定

インターフェイスから送信します。

ipv6 rip name default-information {only | originate}

Example:

(config-if)# ipv6 rip cisco default-information

ステップ 8

任意のインターフェイスから IPv6デフォ
ルトルート（::/0）を送信したあとに、
ルーティングループが発生しないように

するために、ルーティングプロセスは任

意のインターフェイスで受信したすべて

のデフォルトルートを無視します。

Note
only

• only：このインターフェイスから送信するアッ
プデートに、デフォルトルートを格納し、そ

の他のすべてのルートを含めない場合に選択し

ます。

• originate：このインターフェイスから送信する
アップデートに、デフォルトルートおよびそ
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PurposeCommand or Action

の他のすべてのルートを格納する場合に選択し

ます。

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 9

(config)# end

次のいずれかを使用します。ステップ 10 •現在の IPv6 RIPプロセスに関する情報を表示
します。• show ipv6 rip [name] [ interface interface-id] [

database ] [ next-hops ] • IPv6ルーティングテーブルの現在の内容を表
示します。• show ipv6 rip

Example:
# show ipv6 rip cisco interface gigabitethernet
2/0/1

または

# show ipv6 rip

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 11

# copy running-config startup-config

IPv6 OSPFの設定
IPv6のOSPFルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing OSPF for IPv6」の章を参照してください。

IPv6の OSPFルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

Before you begin

ネットワークでは、IPv6のOSPFをカスタマイズできます。ただし、IPv6のOSPFのデフォル
ト設定は、ほとんどのお客様および機能の要件を満たします。

次の注意事項に従ってください。

• IPv6コマンドのデフォルト設定を変更する場合は注意してください。デフォルト設定を変
更すると、IPv6ネットワークの OSPFに悪影響が及ぶことがあります。

•インターフェイスで IPv6 OSPFを有効にする前に、ip routingグローバルコンフィギュ
レーションコマンドを使用してルーティングを有効にし、ipv6unicast-routingグローバル
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コンフィギュレーションコマンドを使用して IPv6パケットの転送を有効にし、IPv6OSPF
を有効にするレイヤ 3インターフェイスで IPv6を有効にする必要があります。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal

プロセスに対して OSPFルータコンフィギュレー
ションモードを有効にします。プロセス IDは、

ipv6 router ospf process-id

Example:

ステップ 3

IPv6 OSPFルーティングプロセスを有効にする場
(config)# ipv6 router ospf 21 合に管理上割り当てられる番号です。この IDは

ローカルに割り当てられ、1～ 65535の正の整数を
指定できます。

（任意）エリア境界でルートを統合および集約しま

す。

area area-id range {ipv6-prefix/prefix length} [advertise
| not-advertise] [ cost cost]

Example:

ステップ 4

• area-id：ルートをサマライズするエリアの ID。
10進数または IPv6プレフィックスのどちらか
を指定できます。

(config)# area .3 range 2001:0DB8::/32
not-advertise

• ipv6-prefix/prefix length：宛先 IPv6ネットワー
ク、およびプレフィックス（アドレスのネット

ワーク部分）を構成するアドレスの上位連続

ビット数を示す 10進数。10進値の前にスラッ
シュ（/）を付加する必要があります。

• advertise：（任意）アドバタイズするアドレス
範囲ステータスを設定し、タイプ3のサマリー
リンクステートアドバタイズメント（LSA）
を生成します。

• not-advertise：（任意）アドレス範囲ステータ
スをDoNotAdvertiseに設定します。Type3サマ
リー LSAは抑制され、コンポーネントネット
ワークは他のネットワークから隠された状態の

ままです。
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PurposeCommand or Action

• cost cost：（任意）現在のサマリールートのメ
トリックまたはコストを設定します。宛先への

最短パスを判別する場合に、OSPF SPF計算で
使用します。指定できる値は 0～ 16777215で
す。

（任意）IPv6 OSPFがルーティングテーブルに入
力する必要がある、同じ宛先への等コストルート

maximum paths number-paths

Example:

ステップ 5

の最大数を定義します。指定できる範囲は 1～ 32
で、デフォルトは 16です。(config)# maximum paths 16

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

Example:

ステップ 6

(config-if)# exit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

Example:

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 7

インターフェイスコンフィギュレーションモード

に入り、設定するルータを指定します。

router router-id

Example:

ステップ 8

(config)# router ospfv3 1

インターフェイスで IPv6のOSPFを有効にします。ipv6 ospf process-id area area-id [ instance instance-id]

Example:

ステップ 9

• instance instance-id：（任意）インスタンス ID

(config-if)# ipv6 ospf 21 area .3

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 10

(config)# end

次のいずれかを使用します。ステップ 11 • OSPFインターフェイスに関する情報を表示し
ます。• show ipv6 ospf [ process-id ] [ area-id ] interface

[ interface-id ] • OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。• show ipv6 ospf [ process-id ] [ area-id ]

Example:
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PurposeCommand or Action
# show ipv6 ospf 21 interface
gigabitethernet2/0/1

または

# show ipv6 ospf 21

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 12

# copy running-config startup-config

IPv6の EIGRPの設定
IPv6 EIGRPを実行するようにスイッチを設定する前に、 ip routing global configurationグロー
バルコンフィギュレーションコマンドを入力してルーティングを有効にし、ipv6unicast-routing
globalグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して IPv6パケットの転送を有効に
し、IPv6 EIGRPを有効にするレイヤ 3インターフェイス上で IPv6を有効にします。

明示的なルータ IDを設定するには、show ipv6 eigrpコマンドを使用して設定済みのルータ ID
を確認してから、router-idコマンドを使用します。

EIGRP IPv4の場合と同様に、EIGRPv6を使用して EIGRP IPv6インターフェイスを指定し、こ
れらのサブセットを受動インターフェイスとして選択できます。passive-interfaceコマンドを
使用してインターフェイスをパッシブに設定してから、選択したインターフェイスで no
passive-interfaceコマンドを使用してこれらのインターフェイスをアクティブにします。受動
インターフェイスでは、EIGRP IPv6を設定する必要がありません。

設定手順の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の「Implementing
EIGRP for IPv6」の章を参照してください。

IPv6ユニキャストリバースパス転送の設定
ユニキャストリバースパス転送（ユニキャスト RPF）機能は、検証できない送信元 IPアドレ
スの IPパケットを廃棄することで、間違ったまたは偽造（スプーフィングされた）送信元 IP
アドレスがネットワークに流れて発生する問題を軽減するのに役立ちます。たとえば、Smurf
やTribal FloodNetwork（TFN）など、多くの一般的なタイプのDoS攻撃は、偽造された、また
は次々に変わる送信元 IPアドレスを使用して、攻撃を突き止めたりフィルタすることを攻撃
者が阻止できるようにします。パブリックアクセスを提供するインターネットサービスプロ

バイダー（ISP）の場合、uRPFが IPルーティングテーブルと整合性の取れた有効な送信元ア
ドレスを持つパケットだけを転送することによって、そのような攻撃をそらします。この処理

により、ISPのネットワーク、その顧客、および残りのインターネットが保護されます。
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•スイッチが複数のスイッチタイプが混在する混合ハードウェアスタック内にある場合は、
ユニキャスト RPFを設定しないでください。

（注）

IPユニキャスト RPF設定の詳細については、『Cisco IOS Security Configuration Guide, Release
12.4』の「Other Security Features」の章を参照してください。

DHCP for IPv6アドレス割り当ての設定
この項では、DHCPv6のアドレス割り当てについてだけ説明します。DHCPv6クライアント、
サーバ、またはリレーエージェント機能の設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS

IPv6 Configuration Library』の「Implementing DHCP for IPv6」の章を参照してください。

DHCPv6アドレス割り当てのデフォルト設定

デフォルトで、DHCPv6機能はスイッチに設定されています。

DHCPv6アドレス割り当ての設定時の注意事項

DHCPv6アドレス割り当てを設定する場合は、次の注意事項に従ってください。

•以下の手順では、次に示すレイヤ 3インターフェイスの 1つを指定する必要があります。

• DHCPv6 IPv6ルーティングは、レイヤ 3インターフェイス上で有効である必要があり
ます。

• SVI：interface vlan vlan_idコマンドを使用して作成されたVLANインターフェイスで
す。

•レイヤ 3モードの EtherChannelポートチャネル：interface port-channel
port-channel-numberコマンドを使用して作成されたポートチャネル論理インターフェ
イス。

•スイッチは、DHCPv6クライアント、サーバ、またはリレーエージェントとして動作でき
ます。DHCPv6クライアント、サーバ、およびリレー機能は、インターフェイスで相互に
排他的です。

• DHCPv6クライアント、サーバ、またはリレーエージェントは、アクティブスイッチ上で
のみ稼働します。アクティブスイッチが再度選択された場合、新しいアクティブスイッチ

ではDHCPv6設定が維持されます。ただし、DHCPサーバデータベースリース情報のロー
カルの RAMコピーは、維持されません。

DHCPv6サーバ機能の有効化（CLI）

DHCPv6プールの特性を変更するには、no形式の DHCPプールコンフィギュレーションモー
ドコマンドを使用します。インターフェイスに対してDHCPv6サーバ機能を無効にするには、
no ipv6 dhcp serverインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用します。
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インターフェイスで DHCPv6サーバ機能を有効にするには、次の手順を実行します。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal

DHCPプールコンフィギュレーションモードを開
始して、IPv6 DHCPプールの名前を定義します。

ipv6 dhcp pool poolname

Example:

ステップ 3

プール名は、記号文字列（Engineeringなど）また
は整数（0など）です。(config)# ipv6 dhcp pool 7

（任意）アドレス割り当て用のアドレスプレフィッ

クスを指定します。

address prefix IPv6-prefix {lifetime} {t1 t1 | infinite}

Example:

ステップ 4

このアドレスは、16ビット値をコロンで区切った
16進数で指定する必要があります。

(config-dhcpv6)# address prefix 2001:1000::0/64
lifetime 3600

lifetime t1 t1：IPv6アドレスプレフィックスが有効
な状態を維持するタイムインターバル（秒）を指

定します。指定できる範囲は 5～ 4294967295秒で
す。時間間隔なしの場合は、infiniteを指定します。

（任意）link-address IPv6プレフィックスを指定し
ます。

link-address IPv6-prefix

Example:

ステップ 5

着信インターフェイス上のアドレスまたはパケット

のリンクアドレスが指定した IPv6プレフィックス
(config-dhcpv6)# link-address 2001:1002::0/64

に一致する場合、サーバは設定情報プールを使用し

ます。

このアドレスは、16ビット値をコロンで区切った
16進数で指定する必要があります。

（任意）ベンダー固有のコンフィギュレーション

モードを開始して、ベンダー固有の ID番号を指定
vendor-specific vendor-id

Example:

ステップ 6

します。この番号は、ベンダーの IANAプライベー
(config-dhcpv6)# vendor-specific 9 トエンタープライズ番号です。指定できる範囲は

1～ 4294967295です。
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PurposeCommand or Action

（任意）ベンダー固有のサブオプション番号を入力

します。指定できる範囲は 1～ 65535です。IPv6
suboption number { address IPv6-address | ascii
ASCII-string | hex hex-string}

Example:

ステップ 7

アドレス、ASCIIテキスト、または 16進文字列を
サブオプションパラメータで定義されているよう

に入力します。(config-dhcpv6-vs)# suboption 1 address
1000:235D::

DHCPプールコンフィギュレーションモードに戻
ります。

exit

Example:

ステップ 8

(config-dhcpv6-vs)# exit

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

Example:

ステップ 9

(config-dhcpv6)# exit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface interface-id

Example:

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 10

インターフェイスに対して DHCPv6サーバ機能を
有効にします。

ipv6 dhcp server [poolname | automatic]
[rapid-commit] [ preference value] [allow-hint]

Example:

ステップ 11

• poolname：（任意）IPv6DHCPプールのユーザ
定義の名前。プール名は、記号文字列

(config-if)# ipv6 dhcp server automatic
（Engineeringなど）または整数（0など）で
す。

• automatic：（任意）サーバが、クライアント
にアドレスを割り当てるときに使用するプール

を自動的に決定できるようにします。

• rapid-commit：（任意）2つのメッセージを交
換する方式を許可します。

• preference値：（任意）サーバによって送信さ
れるアドバタイズメントメッセージ内のプリ

ファレンスオプションで指定するプリファレ

ンス値を設定します。範囲は0～255です。デ
フォルトのプリファレンス値は 0です。

• allow-hint：（任意）サーバが SOLICITメッ
セージに含まれるクライアントの提案を考慮す
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PurposeCommand or Action

るかどうかを指定します。デフォルトでは、

サーバはクライアントのヒントを無視します。

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 12

(config)# end

次のいずれかを実行します。ステップ 13 • DHCPv6プール設定を確認します。

• show ipv6 dhcp pool • DHCPv6サーバ機能がインターフェイス上で有
効であることを確認します。• show ipv6 dhcp interface

Example:
# show ipv6 dhcp pool

または

# show ipv6 dhcp interface

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 14

# copy running-config startup-config

DHCPv6クライアント機能の有効化

インターフェイスで DHCPv6クライアントを有効にするには、次の手順を実行します。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

# configure terminal
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PurposeCommand or Action

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface interface-id

Example:

(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

インターフェイスで DHCPv6サーバから IPv6アド
レスを取得できるようにします。

ipv6 address dhcp [rapid-commit]

Example:

ステップ 4

rapid-commit：（任意）アドレス割り当てに 2つの
メッセージを交換する方式を許可します。

(config-if)# ipv6 address dhcp rapid-commit

（任意）インターフェイスでベンダー固有のオプ

ションを要求できるようにします。

ipv6 dhcp client request [vendor-specific]

Example:

ステップ 5

(config-if)# ipv6 dhcp client request
vendor-specific

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 6

(config)# end

DHCPv6クライアントがインターフェイスで有効に
なっていることを確認します。

show ipv6 dhcp interface

Example:

ステップ 7

# show ipv6 dhcp interface

IPv6の表示
次のコマンドの構文および使用方法の詳細については、Cisco IOSのコマンドリファレンスを
参照してください。

Table 4: IPv6をモニタリングするコマンド

目的コマンド

アクセスリストのサマリーを表示します。show ipv6 access-list

IPv6の Ciscoエクスプレスフォワーディング
を表示します。

show ipv6 cef

IPv6インターフェイスのステータスと設定を
表示します。

show ipv6 interface interface-id
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目的コマンド

宛先キャッシュごとに IPv6 MTUを表示しま
す。

show ipv6 mtu

IPv6ネイバーキャッシュエントリを表示しま
す。

show ipv6 neighbors

IPv6プレフィックスリストを表示します。show ipv6 prefix-list

スイッチの IPv6ルーティングプロトコルのリ
ストを表示します。

show ipv6 protocols

IPv6 RIPルーティングプロトコルステータス
を表示します。

show ipv6 rip

IPv6ルートテーブルエントリを表示します。show ipv6 route

IPv6スタティックルートを表示します。show ipv6 static

IPv6トラフィックの統計情報を表示します。show ipv6 traffic

IPv6ユニキャストルーティングの設定例

IPv6アドレッシングの設定と IPv6ルーティングの有効化：例
次に、IPv6プレフィックス 2001:0DB8:c18:1::/64に基づく、リンクローカルアドレスおよびグ
ローバルアドレスを使用して、IPv6を有効にする例を示します。EUI-64インターフェイス ID
が、両方のアドレスの下位 64ビットで使用されます。show ipv6 interface EXECコマンドの出
力は、インターフェイスのリンクローカルプレフィックス FE80::/64にインターフェイス ID
（20B:46FF:FE2F:D940）を付加する方法を示すために追加されています。

(config)# ipv6 unicast-routing
(config)# interface gigabitethernet0/11

(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64
(config-if)# end
# show ipv6 interface gigabitethernet0/11
GigabitEthernet0/11 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
2001:0DB8:c18:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 2001:0DB8:c18:1::/64 [EUI]
Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940

MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
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ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds
Hosts use stateless autoconfig for addresses.

デフォルトルータプリファレンスの設定：例

次に、インターフェイス上のルータに高い DRPを設定する例を示します。

# configure terminal
(config)# interface gigabitethernet1/0/1
(config-if)# ipv6 nd router-preference high
(config-if)# end

IPv4および IPv6プロトコルスタックの設定：例
次に、インターフェイス上で IPv4および IPv6ルーティングを有効にする例を示します。

(config)# ip routing
(config)# ipv6 unicast-routing
(config)# interface fastethernet1/0/11
(config-if)# no switchport
(config-if)# ip address 192.168.99.1 255.255.255.0
(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8:c18:1::/64 eui 64
(config-if)# end

DHCPv6サーバ機能の有効化：例
次の例では、engineeringという IPv6アドレスプレフィックスを持つプールを設定する方法を
示します。

# configure terminal
(config)# ipv6 dhcp pool engineering
(config-dhcpv6)#address prefix 2001:1000::0/64
(config-dhcpv6)# end

次に、3リンクアドレスおよび IPv6アドレスプレフィックスを持つ testgroupと呼ばれるプー
ルを設定する例を示します。

# configure terminal
(config)# ipv6 dhcp pool testgroup
(config-dhcpv6)# link-address 2001:1001::0/64
(config-dhcpv6)# link-address 2001:1002::0/64
(config-dhcpv6)# link-address 2001:2000::0/48
(config-dhcpv6)# address prefix 2001:1003::0/64
(config-dhcpv6)# end
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次の例では、350というベンダー固有オプションを持つプールを設定する方法を示します。

# configure terminal
(config)# ipv6 dhcp pool 350
(config-dhcpv6)# address prefix 2001:1005::0/48
(config-dhcpv6)# vendor-specific 9
(config-dhcpv6-vs)# suboption 1 address 1000:235D::1
(config-dhcpv6-vs)# suboption 2 ascii "IP-Phone"
(config-dhcpv6-vs)# end

DHCPv6クライアント機能の有効化：例
次に、IPv6アドレスを取得して、rapid-commitオプションを有効にする例を示します。

(config)# interface gigabitethernet2/0/1
(config-if)# ipv6 address dhcp rapid-commit

IPv6 ICMPレート制限の設定：例
次に、IPv6 ICMPエラーメッセージ間隔を 50ミリ秒に、バケットサイズを 20トークンに設
定する例を示します。

(config)#ipv6 icmp error-interval 50 20

IPv6のスタティックルーティングの設定：例
次に、アドミニストレーティブディスタンスが 130のフローティングスタティックルートを
インターフェイスに設定する例を示します。

(config)# ipv6 route 2001:0DB8::/32 gigabitethernet 1/0/1 130

例：インターフェイスでの PBRの有効化
次の例では、pbr-dest-1という名前のルートマップを作成および設定し、パケット一致基準お
よび目的のポリシールーティングアクションを指定します。次に、PBRが GigabitEthernetイ
ンターフェイス 0/0/1で有効にされます。

ipv6 access-list match-dest-1
permit ipv6 any 2001:DB8:2001:1760::/32

route-map pbr-dest-1 permit 10
match ipv6 address match-dest-1
set interface GigabitEthernet 0/0/0

interface GigabitEthernet0/0/1
ipv6 policy-route-map interactive
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例：ローカル PBR for IPv6の有効化
次の例では、宛先 IPv6アドレスがアクセスリスト pbr-src-90で許可されている IPv6アドレス
範囲に一致するパケットが、IPv6アドレス 2001:DB8:2003:1::95のデバイスに送信されていま
す。

ipv6 access-list src-90
permit ipv6 host 2001:DB8:2003::90 2001:DB8:2001:1000::/64

route-map pbr-src-90 permit 10
match ipv6 address src-90
set ipv6 next-hop 2001:DB8:2003:1::95

ipv6 local policy route-map pbr-src-90

IPv6の RIPの設定：例
次に、最大 8の等コストルートにより RIPルーティングプロセス ciscoを有効にし、インター
フェイス上でこれを有効にする例を示します。

(config)# ipv6 router rip cisco
(config-router)# maximum-paths 8
(config)# exit
(config)# interface gigabitethernet2/0/11
(config-if)# ipv6 rip cisco enable

IPv6の表示：例
次に、show ipv6 interface特権 EXECコマンドの出力例を示します。

# show ipv6 interface
Vlan1 is up, line protocol is up
IPv6 is enabled, link-local address is FE80::20B:46FF:FE2F:D940
Global unicast address(es):
3FFE:C000:0:1:20B:46FF:FE2F:D940, subnet is 3FFE:C000:0:1::/64 [EUI]

Joined group address(es):
FF02::1
FF02::2
FF02::1:FF2F:D940

MTU is 1500 bytes
ICMP error messages limited to one every 100 milliseconds
ICMP redirects are enabled
ND DAD is enabled, number of DAD attempts: 1
ND reachable time is 30000 milliseconds
ND advertised reachable time is 0 milliseconds
ND advertised retransmit interval is 0 milliseconds
ND router advertisements are sent every 200 seconds
ND router advertisements live for 1800 seconds

<output truncated>
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

予約済み IPv6インターフェイス識別

子

RFC
5453

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィー
チャセットに関するMIBを探してダウンロードするには、次
の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

本リリースでサポートするす

べてのMIB
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第 4 章

RIPの設定

• RIP情報（63ページ）
• RIPの設定方法（64ページ）
•例：IPv6用の RIPの設定, on page 74
•サマリーアドレスおよびスプリットホライズンの設定例 （74ページ）

RIP情報
RIPは、小規模な同種ネットワーク間で使用するために作成された Interior Gateway Protocol
（IGP）です。RIPは、ブロードキャストユーザデータグラムプロトコル（UDP）データパ
ケットを使用してルーティング情報を交換するディスタンスベクトルルーティングプロトコ

ルです。このプロトコルは RFC 1058に文書化されています。RIPの詳細については、『IP
Routing Fundamentals』（Cisco Press刊）を参照してください。

スイッチはRIPを使用し、30秒ごとにルーティング情報アップデート（アドバタイズメント）
を送信します。180秒以上を経過しても別のルータからアップデートがルータに届かない場合、
該当するルータから送られたルートは使用不能としてマークされます。240秒後もまだ更新が
ない場合、ルータは更新のないルータのルーティングテーブルエントリをすべて削除します。

RIPでは、各ルートの値を評価するためにホップカウントが使用されます。ホップカウント
は、ルート内で経由されるルータ数です。直接接続されているネットワークのホップカウント

は0です。ホップカウントが16のネットワークに到達できません。このように範囲（0～15）
が狭いため、RIPは大規模ネットワークには適していません。

ルータにデフォルトのネットワークパスが設定されている場合、RIPはルータを疑似ネット
ワーク 0.0.0.0にリンクするルートをアドバタイズします。0.0.0.0ネットワークは存在しませ
ん。RIPはデフォルトのルーティング機能を実行するためのネットワークとして、このネット
ワークを処理します。デフォルトネットワークが RIPによって取得された場合、またはルー
タが最終ゲートウェイで、RIPがデフォルトメトリックによって設定されている場合、スイッ
チはデフォルトネットワークをアドバタイズします。RIPは指定されたネットワーク内のイン
ターフェイスにアップデートを送信します。インターフェイスのネットワークを指定しなけれ

ば、RIPのアップデート中にアドバタイズされません。
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この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

RIP for IPv6
IPv6の Routing Information Protocol（RIP）は、ルーティングメトリックとしてホップカウン
トを使用するディスタンスベクトルプロトコルです。IPv6アドレスおよびプレフィックスの
サポート、すべての RIPルータを含むマルチキャストグループアドレス FF02::9を RIPアッ
プデートメッセージの宛先アドレスとして使用する機能などがあります。

IPv6の RIPの設定については、「IPv6の RIPの設定」を参照してください。

IPv6の RIPの詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』の
「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

サマリーアドレスおよびスプリットホライズン

ブロードキャストタイプの IPネットワークに接続され、ディスタンスベクトルルーティング
プロトコルを使用するルータでは、通常ルーティングループの発生を抑えるために、スプリッ

トホライズンメカニズムが使用されます。スプリットホライズンは、ルートに関する情報の

発信元であるインターフェイス上の、ルータによって、その情報がアドバタイズされないよう

にします。この機能を使用すると、通常の場合は複数のルータ間通信が最適化されます（特に

リンクが壊れている場合）。

RIPの設定方法

RIPのデフォルト設定
表 5 : RIPのデフォルト設定

デフォルト設定機能

有効自動サマリー

無効デフォルト情報送信元

自動メトリック変換（組み込み）デフォルトメトリック
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デフォルト設定機能

認証なし

認証モード：クリアテキスト

IP RIP認証キーチェーン

無効IP RIPの起動

メディアにより異なるIPスプリットホライズン

未定義Neighbor

指定なしネットワーク

無効オフセットリスト

0ミリ秒出力遅延

•更新：30秒

•無効：180秒

•ホールドダウン：180秒

•フラッシュ：240秒

タイマー基準

有効アップデート送信元の検証

RIPバージョン 1およびバージョン 2パケッ
トを受信し、バージョン 1パケットを送信し
ます。

バージョン

基本的な RIPパラメータの設定
RIPを設定するには、ネットワークに対して RIPルーティングを有効にします。他のパラメー
タを設定することもできます。スイッチでは、ネットワーク番号を設定するまでRIPコンフィ
ギュレーションコマンドは無視されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたらパスワードを入力し
ます。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

IPルーティングを有効にします。（IPルーティン
グが無効になっている場合だけ、必須です）。

ip routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip routing

RIPルーティングプロセスを有効にし、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router rip

例：

ステップ 4

Device(config)# router rip

ネットワークを RIPルーティングプロセスと関連
付けます。複数の networkコマンドを指定できま

network network number

例：

ステップ 5

す。RIPルーティングアップデートの送受信は、
Device(config-router)# network 12.0.0.0 これらのネットワークのインターフェイスを経由す

る場合だけ可能です。

RIPコマンドを有効にするには、ネット
ワーク番号を設定する必要があります。

（注）

（任意）ルーティング情報を交換する隣接ルータを

定義します。このステップを使用すると、RIP（通
neighbor ip-address

例：

ステップ 6

常はブロードキャストプロトコル）からのルーティ

Device(config-router)# neighbor 10.2.5.1 ングアップデートが非ブロードキャストネットワー

クに到達するようになります。

（任意）オフセットリストをルーティングメトリッ

クに適用し、RIPによって取得したルートへの着信
offset-list [access-list number | name] {in | out} offset
[type number]

例：

ステップ 7

および発信メトリックを増加します。アクセスリ

ストまたはインターフェイスを使用し、オフセット

リストを制限できます。Device(config-router)# offset-list 103 in 10

（任意）ルーティングプロトコルタイマーを調整

します。すべてのタイマーの有効範囲は 0～
4294967295秒です。

timers basic update invalid holddown flush

例：

Device(config-router)# timers basic 45 360 400
300

ステップ 8

• update：ルーティングアップデートの送信間
隔。デフォルトは 30秒です。

• invalid：ルートが無効と宣言されるまでの時
間。デフォルト値は 180秒です。

• holddown：ルートがルーティングテーブルか
ら削除されるまでの時間。デフォルト値は180
秒です。
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目的コマンドまたはアクション

• flush：ルーティングアップデートが延期され
る時間。デフォルトは 240秒です。

（任意）RIPバージョン 1または RIPバージョン 2
のパケットだけを送受信するようにスイッチを設定

version {1 | 2}

例：

ステップ 9

します。デフォルトの場合、スイッチではバージョ

Device(config-router)# version 2 ン 1および 2を受信しますが、バージョン 1だけを
送信します。インターフェイスコマンド iprip{send
| receive} version 1 | 2 | 1 2}を使用し、インターフェ
イスでの送受信に使用するバージョンを制御するこ

ともできます。

（任意）自動要約を無効にします。デフォルトで

は、クラスフルネットワーク境界を通過するとき

no auto summary

例：

ステップ 10

にサブプレフィックスがサマライズされます。サマ

Device(config-router)# no auto summary ライズを無効にし（RIPバージョン2だけ）、クラ
スフルネットワーク境界にサブネットおよびホス

トルーティング情報をアドバタイズします。

（任意）送信する RIPアップデートにパケット間
遅延を追加します。デフォルトでは、複数のパケッ

output-delay delay

例：

ステップ 11

トからなるRIPアップデートのパケットに、パケッ
Device(config-router)# output-delay 8 ト間遅延が追加されません。パケットを低速なデバ

イスに送信する場合は、8～ 50ミリ秒のパケット
間遅延を追加できます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 12

Device(config-router)# end

入力を確認します。show ip protocols

例：

ステップ 13

Device# show ip protocols

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

Device# copy running-config startup-config
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RIP認証の設定
RIPバージョン 1は認証をサポートしていません。RIPバージョン 2のパケットを送受信する
場合は、インターフェイスでRIP認証を有効にできます。インターフェイスで使用できる一連
のキーは、キーチェーンによって指定されます。キーチェーンが設定されていないと、デフォ

ルトの場合でも認証は実行されません。

RIP認証が有効であるインターフェイスでは、プレーンテキストとMD5という2つの認証モー
ドがサポートされています。デフォルトはプレーンテキストです。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

RIP認証を有効にします。ip rip authentication key-chain name-of-chain

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip rip authentication key-chain
trees

プレーンテキスト認証（デフォルト）またはMD5
ダイジェスト認証を使用するように、インターフェ

イスを設定します。

ip rip authentication mode {text | md5}

例：

Device(config-if)# ip rip authentication mode md5

ステップ 5

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

入力を確認します。show running-config

例：

ステップ 7

Device# show running-config

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config startup-config

IPv6 RIPの設定
IPv6の RIPルーティングの設定の詳細については、Cisco.comで『Cisco IOS IPv6 Configuration

Library』の「Implementing RIP for IPv6」の章を参照してください。

IPv6の RIPルーティングを設定するには、次の手順を実行します。

Before you begin

IPv6RIPを実行するようにスイッチを設定する前に、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで ip routingコマンドを使用してルーティングを有効にし、グローバルコンフィギュレー
ションモードで ipv6 unicast-routingコマンドを使用して IPv6パケットの転送を有効にして、
IPv6 RIPを有効にするレイヤ 3インターフェイス上で IPv6を有効にする必要があります。

Procedure

PurposeCommand or Action

特権 EXECモードを有効にします。enable

Example:

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。
Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

Example:

ステップ 2

Device# configure terminal

IPv6 RIPルーティングプロセスを設定し、このプ
ロセスに対してルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

ipv6 router rip name

Example:
Device(config)# ipv6 router rip cisco

ステップ 3

（任意）IPv6 RIPがサポートできる等コストルー
トの最大数を定義します。指定できる範囲は 1～
32で、デフォルトは 16ルートです。

maximum-paths number-paths

Example:
Device(config-router)# maximum-paths 6

ステップ 4
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PurposeCommand or Action

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

Example:

ステップ 5

Device(config-router)# exit

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

Example:
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 6

指定された IPv6 RIPルーティングプロセスをイン
ターフェイス上で有効にします。

ipv6 rip name enable

Example:

ステップ 7

Device(config-if)# ipv6 rip cisco enable

（任意）IPv6デフォルトルート（::/0）をRIPルー
ティングプロセスアップデートに格納して、指定

インターフェイスから送信します。

ipv6 rip name default-information {only | originate}

Example:
Device(config-if)# ipv6 rip cisco
default-information only

ステップ 8

任意のインターフェイスから IPv6デフォ
ルトルート（::/0）を送信したあとに、
ルーティングループが発生しないように

するために、ルーティングプロセスは任

意のインターフェイスで受信したすべて

のデフォルトルートを無視します。

Note

• only：このインターフェイスから送信するアッ
プデートに、デフォルトルートを格納し、そ

の他のすべてのルートを含めない場合に選択し

ます。

• originate：このインターフェイスから送信する
アップデートに、デフォルトルートおよびそ

の他のすべてのルートを格納する場合に選択し

ます。

特権 EXECモードに戻ります。end

Example:

ステップ 9

Device(config)# end

次のいずれかを使用します。ステップ 10 •現在の IPv6 RIPプロセスに関する情報を表示
します。• show ipv6 rip [name] [ interface interface-id] [

database ] [ next-hops ] • IPv6ルーティングテーブルの現在の内容を表
示します。• show ipv6 rip

Example:
Device# show ipv6 rip cisco interface
gigabitethernet 2/0/1
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PurposeCommand or Action

または

Device# show ipv6 rip

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

Example:

ステップ 11

Device# copy running-config startup-config

サマリーアドレスおよびスプリットホライズンの設定

ルートを適切にアドバタイズするため、アプリケーションがスプリットホライズンを無効にす

る必要がある場合を除き、通常はこの機能を無効にしないでください。

（注）

ダイヤルアップクライアント用のネットワークアクセスサーバで、サマライズされたローカル

IPアドレスプールをアドバタイズするように、RIPが動作しているインターフェイスを設定す
る場合は、ip summary-address ripインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用
します。

スプリットホライズンが有効の場合、自動サマリーとインターフェイス IPサマリーアドレス
はともにアドバタイズされません。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ 3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

IPアドレスおよび IPサブネットを設定します。ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip address 10.1.1.10
255.255.255.0

サマライズする IPアドレスおよび IPネットワーク
マスクを設定します。

ip summary-address rip ip address ip-network mask

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ip summary-address rip ip
address 10.1.1.30 255.255.255.0

インターフェイスでスプリットホライズンを無効に

します。

no ip split horizon

例：

ステップ 6

Device(config-if)# no ip split horizon

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config)# end

入力を確認します。show ip interface interface-id

例：

ステップ 8

Device# show ip interface gigabitethernet 1/0/1

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config startup-config

スプリットホライズンの設定

ブロードキャストタイプの IPネットワークに接続され、ディスタンスベクトルルーティング
プロトコルを使用するルータでは、通常ルーティングループの発生を抑えるために、スプリッ

トホライズンメカニズムが使用されます。スプリットホライズンは、ルートに関する情報の

発信元であるインターフェイス上の、ルータによって、その情報がアドバタイズされないよう

にします。この機能を使用すると、複数のルータ間通信が最適化されます（特にリンクが壊れ

ている場合）。
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ルートを適切にアドバタイズするために、アプリケーションがスプリットホライズンを無効に

する必要がある場合を除き、通常この機能を無効にしないでください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するインターフェイスを指定しま

す。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1

ステップ 3

IPアドレスおよび IPサブネットを設定します。ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 4

Device(config-if)# ip address 10.1.1.10
255.255.255.0

インターフェイスでスプリットホライズンを無効に

します。

no ip split-horizon

例：

ステップ 5

Device(config-if)# no ip split-horizon

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

入力を確認します。show ip interface interface-id

例：

ステップ 7

Device# show ip interface gigabitethernet 1/0/1
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config startup-config

例：IPv6用の RIPの設定
次に、最大 8の等コストルートにより RIPルーティングプロセス ciscoを有効にし、インター
フェイス上でこれを有効にする例を示します。

Device> enable
Devce# configure terminal
Device(config)# ipv6 router rip cisco
Device(config-router)# maximum-paths 8
Device(config)# exit
Device(config)# interface gigabitethernet2/0/11
Device(config-if)# ipv6 rip cisco enable

サマリーアドレスおよびスプリットホライズンの設定例
次の例では、主要ネットは 10.0.0.0です。自動サマリーアドレス 10.0.0.0はサマリーアドレス
10.2.0.0によって上書きされるため、10.2.0.0はインターフェイスギガビットイーサネットポー
ト2からアドバタイズされますが、10.0.0.0はアドバタイズされません。この例では、インター
フェイスがレイヤ2モード（デフォルト）の場合は、noswitchportインターフェイスコンフィ
ギュレーションコマンドを入力してから、ip addressインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力する必要があります。

スプリットホライズンが有効である場合、（ip summary-address ripルータコンフィギュレー
ションコマンドによって設定される）自動サマリーとインターフェイスサマリーアドレスは

ともにアドバタイズされません。

Device(config)# router rip
Device(config-router)# interface gigabitethernet1/0/2
Device(config-if)# ip address 10.1.5.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip summary-address rip 10.2.0.0 255.255.0.0
Device(config-if)# no ip split-horizon
Device(config-if)# exit
Device(config)# router rip
Device(config-router)# network 10.0.0.0
Device(config-router)# neighbor 2.2.2.2 peer-group mygroup
Device(config-router)# end

（注）
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第 5 章

VRF-Liteの設定

• VRF-Liteについて（75ページ）
• VRF-Liteの設定に関するガイドライン（77ページ）
• VRF-Liteの設定方法（78ページ）
• IPv6用の VRF-Liteの設定（85ページ）
• VRF-Liteに関する追加情報（98ページ）
• VRF-Lite設定の確認（98ページ）
• VRF-Liteの設定例（101ページ）

VRF-Liteについて
VRF-Liteの機能によって、サービスプロバイダーは、VPN間で重複した IPアドレスを使用で
きる複数の VPNをサポートできます。VRF-Liteは入力インターフェイスを使用して異なる
VPNのルートを区別し、各 VRFに 1つまたは複数のレイヤ 3インターフェイスを対応付けて
仮想パケット転送テーブルを形成します。VRFのインターフェイスは、イーサネットポート
などの物理インターフェイス、またはVLANSVIなどの論理インターフェイスにすることがで
きますが、レイヤ 3インターフェイスは、一度に複数の VRFに属することはできません。

VRF-Liteインターフェイスは、レイヤ 3インターフェイスである必要があります。（注）

VRF-Liteには次のデバイスが含まれます。

•カスタマーエッジ（CE）デバイスにおいて、カスタマーは、1つまたは複数のプロバイ
ダーエッジ（PE）ルータへのデータリンクを介してサービスプロバイダーネットワーク
にアクセスできます。CEデバイスは、サイトのローカルルートをプロバイダーエッジ
ルータにアドバタイズし、そこからリモート VPNルートを学習します。Cisco Catalystス
イッチは、CEにすることができます。

•プロバイダールータ（またはコアルータ）とは、サービスプロバイダーネットワーク内
にあり、CEデバイスに接続していないすべてのルータです。
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次の図に、各CiscoCatalystスイッチが複数の仮想CEとして機能する設定を示します。VRF-Lite
はレイヤ 3機能であるため、VRFの各インターフェイスはレイヤ 3インターフェイスである必
要があります。

図 2 :複数の仮想 CEとして機能する Cisco Catalystスイッチ

次の図に、VRF-Liteの CE対応ネットワークでのパケット転送プロセスを示します。

• CEが VPNからパケットを受信すると、CEは入力インターフェイスに基づいたルーティ
ングテーブルを検索します。ルートが見つかると、CEはパケットを PEに転送します。

•入力 PEは、CEからパケットを受信すると、VRF検索を実行します。ルートが見つかる
と、ルータは対応するMPLSラベルをパケットに追加し、MPLSネットワークに送信しま
す。

•出力 PEは、ネットワークからパケットを受信すると、ラベルを除去してそのラベルを使
用し、正しい VPNルーティングテーブルを識別します。次に、出力 PEが通常のルート
検索を行います。ルートが見つかると、パケットを正しい隣接デバイスに転送します。

• CEが出力 PEからパケットを受信すると、CEは入力インターフェイスを使用して正しい
VPNルーティングテーブルを検索します。ルートが見つかると、CEはパケットを VPN
内に転送します。

VRFを設定するには、VRFテーブルを作成し、VRFに対応付けられたレイヤ 3インターフェ
イスを指定します。次に、VPNおよび CEと PE間でルーティングプロトコルを設定します。
プロバイダーのバックボーンでVPNルーティング情報を配信する場合は、BGPが優先ルーティ
ングプロトコルです。VRF-Liteネットワークには、次の 3つの主要なコンポーネントがあり
ます。

• VPNルートターゲットコミュニティ：VPNコミュニティの他のすべてのメンバをリスト
します。VPNコミュニティメンバーごとにVPNルートターゲットを設定する必要があり
ます。

• VPNコミュニティ PEルータのマルチプロトコル BGPピアリング： VPNコミュニティの
すべてのメンバにVRFの到着可能性情報を伝播します。VPNコミュニティのすべてのPE
ルータで BGPピアリングを設定する必要があります。
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• VPN転送：VPNサービスプロバイダーネットワークのすべての VPNコミュニティメン
バ間のすべてのトラフィックを転送します。

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

VRF-Liteの設定に関するガイドライン

IPv4と IPv6

• VRF-Liteが設定されたスイッチは複数のカスタマーで共有され、すべてのカスタマーが独
自のルーティングテーブルを持ちます。

•カスタマーは別々の VRFテーブルを使用するので、同じ IPアドレスを再利用できます。
別々の VPNでは IPアドレスの重複が許可されます。

• VRF-Liteでは、複数のカスタマーが PEと CEの間で同一の物理リンクを共有できます。
複数の VLANを持つトランクポートでは、パケットがカスタマー間で分離されます。す
べてのカスタマーが独自の VLANを持ちます。

• PEルータでは、VRF-Liteの使用と複数の CEの使用には違いがありません。#unique_103
では、複数の仮想レイヤ 3インターフェイスが VRF-Liteデバイスに接続されています。

• Cisco Catalystスイッチでは、物理ポートかVLAN SVI、またはその両方の組み合わせを使
用して、VRFを設定できます。アクセスポートまたはトランクポート経由で SVIを接続
できます。

•カスタマーは、別のカスタマーと重複しないかぎり、複数の VLANを使用できます。カ
スタマーの VLANは、スイッチに保存されている適切なルーティングテーブルの識別に
使用される特定のルーティングテーブル IDにマッピングされます。

•レイヤ 3 TCAMリソースは、すべての VRF間で共有されます。各 VRFが十分な CAM領
域を持つようにするには、maximum routesコマンドを使用します。

• VRFを使用した Cisco Catalystスイッチは、1つのグローバルネットワークと複数の VRF
をサポートできます。サポートされるルートの総数は、TCAMのサイズに制限されます。

• 1つの VRFを IPv4と IPv6の両方に設定できます。
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•着信パケットの宛先アドレスが VRFテーブルにない場合、そのパケットはドロップされ
ます。また、VRFルートに TCAM領域が十分にない場合、その VRFのハードウェアス
イッチングは無効になり、対応するデータパケットがソフトウェアに送信されて処理され

ます。

IPv4固有

• CEとPE間のほとんどのルーティングプロトコル（BGP、OSPF、EIGRP、RIP、およびス
タティックルーティング）を使用できます。ただし、次の理由からExternalBGP（EBGP）
を使用することを推奨します。

• BGPでは、複数の CEとのやり取りに複数のアルゴリズムを必要としません。

• BGPは、さまざまな管理者によって稼働するシステム間でルーティング情報を渡すよ
うに設計されています。

• BGPは、ルートの属性の CEへの引き渡しを単純化します。

•マルチキャスト VRF-Liteはサポートされていません。

• router ospfの capability vrf-liteサブコマンドは、PEと CE間のルーティングプロトコル
として OSPFが設定されている場合に使用する必要があります。

IPv6固有

• VRF認識OSPFv3、BGPv6、EIGRPv6、および IPv6スタティックルーティングがサポート
されます。

• VRF認識 IPv6ルートアプリケーションには、ping、telnet、ssh、tftp、ftp、およびトレー
スルートが含まれています（このリストにはMgtインターフェイスは含まれていません。
これは、その下に IPv4も IPv6も設定できますが、別々に処理されます）。

VRF-Liteの設定方法

IPv4用の VRF-Liteの設定

VRF認識サービスの設定

IPサービスは、グローバルなインターフェイス上と、グローバルなルーティングインスタン
ス内で設定できます。IPサービスは複数のルーティングインスタンス上で稼働するように拡
張されます。これが、VRF認識です。システム内の任意の設定済み VRFであればいずれも、
VRF認識サービス用に指定できます。
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VRF認識サービスは、プラットフォームから独立したモジュールに実装されています。VRF
は、CiscoIOS内の複数のルーティングインスタンスを提供します。各プラットフォームには、
サポートする VRF数に関して独自の制限があります。

VRF認識サービスには、次の特性があります。

•ユーザは、ユーザ指定の VRF内のホストに pingを実行できます。

• ARPエントリは、個別の VRFで学習されます。ユーザは、特定の VRFの ARPエントリ
を表示できます。

ARPのユーザインターフェイスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定された VRFで、ARPテーブル（スタティック
エントリおよびダイナミックエントリ）を表示しま

す。

show ip arp vrf vrf-name

例：

Switch# show ip arp vrf vrf-name

ステップ 1

指定された VRFでスタティック ARPエントリを作
成します。

arp vrf vrf-name ip-address mac-address ARPA

例：

ステップ 2

Switch(config)# arp vrf vrf-name ip-address
mac-address ARPA

TACACS+サーバ用の Per-VRFの設定

TACACS+サーバ機能の per-VRFは TACACS+サーバの per-仮想単位ルート転送（per-VRF）
の認証、認可、アカウンティング（AAA）を設定することができます。

VRFルーティングテーブル（ステップ 3および 4で示すように）を作成し、インターフェイ
スを設定する（ステップ 6、7、および 8）ことができます。TACACS+サーバの per-VRF単位
の実際の設定は、ステップ 10～13で行われます。

始める前に

TACACS+サーバの per-VRFを設定する前に、AAAおよびサーバグループを設定しておく必
要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。パスワードを
入力します（要求された場合）。

enable

例：

ステップ 1

Switch> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

VRF名を指定し、VRFコンフィギュレーション
モードを開始します。

vrf definitionvrf-name

例：

ステップ 3

Switch(config)# ip vrf vrf-name

VRFインスタンスに対するルーティングおよびフォ
ワーディングテーブルを作成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

Switch (config-vrf)# rd route-distinguisher

VRFコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

ステップ 5

Switch (config-vrf)# exit

インターフェイスを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface interface-name

例：

ステップ 6

Switch (config)# interface interface-name

インターフェイスに VRFを設定します。vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 7

Switch (config-if)# vrf forwarding vrf-name

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 8

Switch (config-if)# ip address ip-address mask
[secondary]

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了します。

exit

例：

ステップ 9

Switch (config-vrf)# exit

異なる TACACS+サーバホストを別々のリストと
方式にグループ化し、server-groupコンフィギュレー
ションモードを開始します。

aaa group server tacacs+ group-name

例：

Switch (config)# aaa group server tacacs+ tacacs1

ステップ 10

グループサーバに対するプライベート TACACS+
サーバの IPアドレスを設定します。

server-private {ip-address | name} [nat]
[single-connection] [port port-number] [ timeout
seconds] [key [0 | 7] string]

ステップ 11

例：

Switch (config-sg-tacacs+)# server-private
10.1.1.1 port 19 key cisco
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目的コマンドまたはアクション

AAATACACS+サーバグループのVRFリファレン
スを設定します。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 12

Switch (config-sg-tacacs+)# vrf forwarding
vrf-name

すべての発信 TACACS+パケットに対して、指定
されたインターフェイスの IPアドレスを使用しま
す。

ip tacacs source-interface subinterface-name

例：

Switch (config-sg-tacacs+)# ip tacacs
source-interface subinterface-name

ステップ 13

server-groupコンフィギュレーションモードを終了
します。

exit

例：

ステップ 14

Switch (config-sg-tacacs)# exit

例

次の例で、per-VRF TACACS+の設定に必要なすべての手順をリストします。
Switch> enable
Switch# configure terminal
Switch (config)# vrf definition cisco
Switch (config-vrf)# rd 100:1
Switch (config-vrf)# exit
Switch (config)# interface Loopback0
Switch (config-if)# vrf forwarding cisco
Switch (config-if)# ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
Switch (config-if)# exit
Switch (config-sg-tacacs+)# vrf forwarding cisco
Switch (config-sg-tacacs+)# ip tacacs source-interface Loopback0
Switch (config-sg-tacacs)# exit

VPNルーティングセッションの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

OSPFルーティングを有効にし、VPN転送テーブル
を指定して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

router ospf process-id vrf vrf-name

例：

Switch(config)# router ospf process-id vrf
vrf-name

ステップ 2

capability vrf-liteステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

例：

Switch(config-router)# capability vrf-lite

（任意）隣接状態（デフォルト）の変更を記録しま

す。

log-adjacency-changes

例：

ステップ 4

Switch(config-router)# log-adjacency-changes

BGPネットワークからOSPFネットワークに情報を
再配布するようにスイッチを設定します。

redistribute bgp autonomous-system-number subnets

例：

ステップ 5

Switch(config-router)# redistribute bgp
autonomous-system-number subnets

OSPFが動作するネットワークアドレスとマスク、
およびそのネットワークアドレスのエリア IDを定
義します。

network network-number area area-id

例：

Switch(config-router)# network network-number area
area-id

ステップ 6

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Switch(config-router)# end

OSPFネットワークの設定を確認します。show ip ospf process-id

例：

ステップ 8

Switch# show ip ospf process-id

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

VPN転送テーブルとOSPFルーティングプロセスの
関連付けを解除するには、no router ospf process-id

Switch# copy running-config startup-config

vrf vrf-nameグローバルコンフィギュレーションコ
マンドを使用します。

例

Switch(config)# vrf definition VRF-RED
Switch(config-vrf)# rd 1:1
Switch(config-vrf)# exit
Switch(config)# router eigrp virtual-name
Switch(config-router)# address-family ipv4 vrf VRF-RED autonomous-system 1
Switch(config-router-af)# network 10.0.0.0 0.0.0.255
Switch(config-router-af)# topology base
Switch(config-router-topology)# default-metric 10000 100 255 1 1500
Switch(config-router-topology)# exit-af-topology
Switch(config-router-af)# exit-address-family
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BGP PE/CEルーティングセッションの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

その他の BGPルータに渡された AS番号で BGP
ルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

Switch(config)# router bgp
autonomous-system-number

ステップ 2

BGPを使用してアナウンスするネットワークおよ
びマスクを指定します。

network network-number mask network-mask

例：

ステップ 3

Switch(config-router)# network network-number
mask network-mask

OSPF内部ルートを再配布するようにスイッチを設
定します。

redistribute ospf process-id match internal

例：

ステップ 4

Switch(config-router)# redistribute ospf
process-id match internal

OSPFが動作するネットワークアドレスとマスク、
およびそのネットワークアドレスのエリア IDを定
義します。

network network-number area area-id

例：

Switch(config-router)# network network-number
area area-id

ステップ 5

PEからCEのルーティングセッションのBGPパラ
メータを定義し、VRFアドレスファミリモードを
開始します。

address-family ipv4 vrf vrf-name

例：

Switch(config-router-af)# address-family ipv4
vrf vrf-name

ステップ 6

PEと CEルータの間の BGPセッションを定義しま
す。

neighbor address remote-as as-number

例：

ステップ 7

Switch(config-router-af)# neighbor address
remote-as as-number

IPv4アドレスファミリのアドバタイズメントをア
クティブ化します。

neighbor address activate

例：

ステップ 8

Switch(config-router-af)# neighbor address
activate

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

Switch(config-router-af)# end

BGP設定を確認します。show ip bgp [ipv4] [neighbors]

例：

ステップ 10

BGPルーティングプロセスを削除するには、no
router bgp autonomous-system-numberグローバルコSwitch# show ip bgp [ipv4] [neighbors]

ンフィギュレーションコマンドを使用します。ルー

ティング特性を削除するには、コマンドにキーワー

ドを指定してこのコマンドを使用します。

IPv4 VRFの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

ip routing

例：

ステップ 2

Switch# configure terminal

VRF名を指定し、VRFコンフィギュレーション
モードを開始します。

vrf definitionvrf-name

例：

ステップ 3

Switch(config)# vrf definition vrf-name

ルート識別子を指定して VRFテーブルを作成しま
す。自律システム番号と任意の数値（xxx:y）、ま

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

たは IPアドレスと任意の数値（A.B.C.D:y）のいず
れかを入力します。

Switch(config-vrf)# rd route-distinguisher

指定された VRFのインポート、エクスポート、ま
たはインポートおよびエクスポートルートターゲッ

route-target {export | import | both}
route-target-ext-community

例：

ステップ 5

トコミュニティのリストを作成します。ASシステ
ム番号と任意の番号（xxx:y）または IPアドレスと
任意の番号（A.B.C.D:y）を入力します。

Switch(config-vrf)# route-target {export | import
| both} route-target-ext-community

このコマンドは、BGPが動作している場
合にのみ有効です。

（注）

（任意）VRFにルートマップを対応付けます。import mapルートマップ

例：

ステップ 6

Switch(config-vrf)# import map route-map
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始して、VRFに対応付けるレイヤ 3インター
interface interface-id

例：

ステップ 7

フェイスを指定します。インターフェイスにはルー

テッドポートまたは SVIを設定できます。
Switch(config-vrf)# interface interface-id

VRFをレイヤ3インターフェイスに対応付けます。vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 8

Switch(config-if)# vrf forwarding vrf-name

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Switch(config-if)# end

設定を確認します。設定した VRFに関する情報を
表示します。

show ip vrf [brief | detail | interfaces] [vrf-name]

例：

ステップ 10

Switch# show ip vrf [brief | detail | interfaces]
[vrf-name]

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

次のコマンドの完全な構文と使用方法に

ついては、このリリースに対応するスイッ

チコマンドリファレンスおよび『Cisco
IOS Switching Services Command
Reference』を参照してください。

（注）Switch# copy running-config startup-config

VRFとそのすべてのインターフェイスを削除する
には、no vrf definitionvrf-nameグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドを使用します。VRFから
インターフェイスを削除するには、no vrf
forwardingインターフェイスコンフィギュレーショ
ンコマンドを使用します。

IPv6用の VRF-Liteの設定

VRF認識サービスの設定
IPv6サービスは、グローバルなインターフェイス上と、グローバルなルーティングインスタ
ンス内で設定できます。IPv6サービスは複数のルーティングインスタンス上で稼働するよう
に拡張されます。これが、VRF認識です。システム内の任意の設定済み VRFであればいずれ
も、VRF認識サービス用に指定できます。
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VRF認識サービスは、プラットフォームから独立したモジュールに実装されています。VRF
は、CiscoIOS内の複数のルーティングインスタンスを提供します。各プラットフォームには、
サポートする VRF数に関して独自の制限があります。

VRF認識サービスには、次の特性があります。

•ユーザは、ユーザ指定の VRF内のホストに pingを実行できます。

•ネイバー探索エントリは、個別の VRFで学習されます。ユーザは、特定の VRFのネイ
バー探索（ND）エントリを表示できます。

次のサービスは VRF認識です。

• Ping

•ユニキャスト RPF（uRPF）

• traceroute

• FTPおよび TFTP

• [Telnetおよび SSH（Telnet and SSH）]

• NTP

PINGのユーザインターフェイスの設定

VRF認識 pingを設定するには、次の作業を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定された VRFで、IPv6ホストまたはアドレスに
対して pingを実行します。

ping vrf vrf-name ipv6-host

例：

ステップ 1

Switch# ping vrf vrf-name ipv6-host

uRPFのユーザインターフェイスの設定

VRFに割り当てられているインターフェイス上で、uRPFを設定できます。送信元の検索が
VRFテーブルで実行されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-id

3. no switchport
4. vrf forwarding vrf-name

5. ipv6 address ip-addresssubnet-mask
6. ipv6 verify unicast source reachable-via rx allow-default
7. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始し、設定するレイヤ 3インターフェイスを指
定します。

interface interface-id

例：

Switch (config)# interface interface-id

ステップ 2

レイヤ 2コンフィギュレーションモードからイン
ターフェイスを削除します（物理インターフェイス

の場合）。

no switchport

例：

Switch (config-if)# no switchport

ステップ 3

インターフェイス上で VRFを設定します。vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 4

Switch (config-if)# vrf forwarding vrf-name

インターフェイスの IPv6アドレスを入力します。ipv6 address ip-addresssubnet-mask

例：

ステップ 5

Switch (config-if)# ip address ip-address mask

インターフェイス上で uRPFを有効にします。ipv6 verify unicast source reachable-via rx allow-default

例：

ステップ 6

Switch(config-if)# ipv6 verify unicast source
reachable-via
rx allow-default

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Switch(config-if)# end

Tracerouteのユーザインターフェイスの設定

手順の概要

1. traceroute vrf vrf-name ipv6address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

宛先アドレスを取得する VPN VRFの名前を指定し
ます。

traceroute vrf vrf-name ipv6address

例：

ステップ 1

Switch# traceroute vrf vrf-name ipv6address
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Telnetおよび SSHのユーザインターフェイスの設定

手順の概要

1. telnet ipv6-address/ vrf vrf-name

2. ssh -l username -vrf vrf-name ipv6-host

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

指定された VRFで、IPv6ホストまたはアドレスに
Telnet経由で接続します。

telnet ipv6-address/ vrf vrf-name

例：

ステップ 1

Switch# telnet ipv6-address/vrf vrf-name

指定された VRFで、IPv6ホストまたはアドレスに
SSH経由で接続します。

ssh -l username -vrf vrf-name ipv6-host

例：

ステップ 2

Switch# ssh -l username -vrf vrf-name ipv6-host

NTPのユーザインターフェイスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. ntp server vrf vrf-name ipv6-host
3. ntp peer vrf vrf-name ipv6-host

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

# configure terminal

指定された VRFで NTPサーバを設定します。ntp server vrf vrf-name ipv6-host

例：

ステップ 2

(config)# ntp server vrf vrf-name ipv6-host

指定された VRFで NTPピアを設定します。ntp peer vrf vrf-name ipv6-host

例：

ステップ 3

(config)# ntp peer vrf vrf-name ipv6-host
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IPv6 VRFの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf definition vrf-name

3. rd route-distinguisher

4. address-family ipv4 | ipv6

5. route-target {export | import | both} route-target-ext-community

6. exit-address-family
7. vrf definition vrf-name

8. ipv6 multicast multitopology
9. address-family ipv6 multicast
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

VRF名を指定し、VRFコンフィギュレーション
モードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

ステップ 2

Switch(config)# vrf definition vrf-name

（任意）ルート識別子を指定して VRFテーブルを
作成します。自律システム番号および任意の数

rd route-distinguisher

例：

ステップ 3

（xxx:y）、または IPアドレスおよび任意の数
（A.B.C.D:y）のいずれかを入力します。

Switch(config-vrf)# rd route-distinguisher

（任意）デフォルトは IPv4です。IPv6の必須設
定。

address-family ipv4 | ipv6

例：

ステップ 4

Switch(config-vrf)# address-family ipv4 | ipv6

指定された VRFのインポート、エクスポート、ま
たはインポートおよびエクスポートルートターゲッ

route-target {export | import | both}
route-target-ext-community

例：

ステップ 5

トコミュニティのリストを作成します。ASシステ
ム番号と任意の番号（xxx:y）または IPアドレスと
任意の番号（A.B.C.D:y）を入力します。

Switch(config-vrf)# route-target {export | import
| both} route-target-ext-community

このコマンドは、BGPが動作している場
合にのみ有効です。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを終了し、VRFコンフィギュレーションモー
ドに戻ります。

exit-address-family

例：

Switch(config-vrf)# exit-address-family

ステップ 6

VRFコンフィギュレーションモードを開始します。vrf definition vrf-name

例：

ステップ 7

Switch(config)# vrf definition vrf-name

マルチキャスト固有の RPFトポロジを有効にしま
す。

ipv6 multicast multitopology

例：

ステップ 8

Switch(config-vrf-af)# ipv6 multicast
multitopology

マルチキャスト IPv6アドレスファミリを入力しま
す。

address-family ipv6 multicast

例：

ステップ 9

Switch(config-vrf)# address-family ipv6 multicast

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Switch(config-vrf-af)# end

例

次に、VRFを設定する例を示します。

Switch(config)# vrf definition red
Switch(config-vrf)# rd 100:1
Switch(config-vrf)# address family ipv6
Switch(config-vrf-af)# route-target both 200:1
Switch(config-vrf)# exit-address-family
Switch(config-vrf)# vrf definition red
Switch(config-if)# ipv6 multicast multitopology
Switch(config-if)# address-family ipv6 multicast
Switch(config-vrf-af)# end
Switch#

定義済み VRFへのインターフェイスの関連付け

手順の概要

1. interface interface-id

2. no switchport
3. vrf forwarding vrf-name

4. ipv6 enable
5. ipv6 address ip-address subnet-mask
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6. show ipv6 vrf [brief | detail | interfaces] [vrf-name]
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始して、VRFに対応付けるレイヤ 3インター
interface interface-id

例：

ステップ 1

フェイスを指定します。インターフェイスにはルー

テッドポートまたは SVIを設定できます。
Switch(config-vrf)# interface interface-id

コンフィギュレーションモードからインターフェイ

スを削除します（物理インターフェイスの場合）。

no switchport

例：

ステップ 2

Switch(config-if)# no switchport

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対応付けます。vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 3

Switch(config-if)# vrf forwarding vrf-name

インターフェイスで IPv6を有効にします。ipv6 enable

例：

ステップ 4

Switch(config-if)# ipv6 enable

インターフェイスの IPv6アドレスを入力します。ipv6 address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 5

Switch(config-if)# ipv6 address ip-address
subnet-mask

設定を確認します。設定したVRFに関する情報を表
示します。

show ipv6 vrf [brief | detail | interfaces] [vrf-name]

例：

ステップ 6

Switch# show ipv6 vrf [brief | detail |
interfaces] [vrf-name]

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Switch# copy running-config startup-config

例

次に、インターフェイスを VRFに関連付ける例を示します。
Switch(config-vrf)# interface ethernet0/1
Switch(config-if)# vrf forwarding red
Switch(config-if)# ipv6 enable
Switch(config-if)# ipv6 address 5000::72B/64
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ルーティングプロトコル経由での VRFへのルートの入力

VRFスタティックルートの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. ipv6 route [vrf vrf-name] ipv6-prefix/prefix-length {ipv6-address | interface-type interface-number

[ipv6-address]}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

VRFに固有のスタティックルートを設定します。ipv6 route [vrf vrf-name] ipv6-prefix/prefix-length
{ipv6-address | interface-type interface-number
[ipv6-address]}

ステップ 2

例：

Switch(config)# ipv6 route [vrf vrf-name]
ipv6-prefix/prefix-length {ipv6-address |
interface-type interface-number [ipv6-address]}

例

Switch(config)# ipv6 route vrf v6a 7000::/64 TenGigabitEthernet32 4000::2

OSPFv3ルータプロセスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 process-id

3. area area-ID [default-cot | nssa | stub]
4. router-id router-id

5. address-family ipv6 unicast vrf vrf-name

6. redistribute source-protocol [process-id] options
7. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルータコンフィ
ギュレーションモードを有効にします。

router ospfv3 process-id

例：

ステップ 2

Switch(config)# router ospfv3 process-id

OSPFv3エリアを設定します。area area-ID [default-cot | nssa | stub]

例：

ステップ 3

Switch(config-router)# area area-ID [default-cot
| nssa | stub]

固定ルータ IDを使用します。router-id router-id

例：

ステップ 4

Switch(config-router)# router-id router-id

vrf vrf-nameの OSPFv3の IPv6アドレスファミリコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 unicast vrf vrf-name

例：

ステップ 5

Switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
vrf vrf-name

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへ IPv6ルートを再配布します。
redistribute source-protocol [process-id] options

例：

ステップ 6

Switch(config-router)# redistribute
source-protocol [process-id] options

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Switch(config-router)# end

例

次に、OSPFv3ルータプロセスを設定する例を示します。
Switch(config-router)# router ospfv3 1
Switch(config-router)# router-id 1.1.1.1
Switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
Switch(config-router-af)# exit-address-family
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インターフェイス上での OSPFv3の有効化

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type-number

3. ospfv3 process-id area area-id ipv6 [ instance instance-id]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

インターフェイスのタイプと番号を指定し、スイッ

チをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type-number

例：

Switch(config-vrf)# interface type-number

ステップ 2

IPv6 AFを設定したインターフェイスで OSPFv3を
有効にします。

ospfv3 process-id area area-id ipv6 [ instance instance-id]

例：

ステップ 3

Switch(config-if)# ospfv3 process-id area area-ID
ipv6 [instance instance-id]

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Switch(config-if)# end

例

次に、インターフェイス上で OSPFv3を有効にする例を示します。
Switch(config)# interface GigabitEthernet2/1
Switch(config-if)# no switchport
Switch(config-if)# ipv6 address 4000::2/64
Switch(config-if)# ipv6 enable
Switch(config-if)# ipv6 ospf 1 area 0
Switch(config-if)# end

EIGRPv6ルーティングプロセスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp virtual-instance-name

3. address-family ipv6 vrf vrf-name autonomous-system autonomous-system-number
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4. topology {base | topology-name tid number
5. exit-aftopology
6. eigrp router-id ip-address

7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

EIGRPルーティングプロセスを設定し、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router eigrp virtual-instance-name

例：

ステップ 2

Switch(config)# router eigrp virtual-instance-name

EIGRP IPv6 VRF-Liteを有効にし、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 vrf vrf-name autonomous-system
autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Switch(config-router)# address-family ipv6 vrf
vrf-name autonomous-system
autonomous-system-number

指定されたトポロジインスタンスで IPトラフィッ
クをルーティングするよう EIGRPプロセスを設定

topology {base | topology-name tid number

例：

ステップ 4

し、アドレスファミリトポロジコンフィギュレー

ションモードを開始します。
Switch(config-router-af)# topology {base |
topology-name tid number

アドレスファミリトポロジコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit-aftopology

例：

ステップ 5

Switch(config-router-af-topology)# exit-aftopology

固定ルータ IDの使用を有効にします。eigrp router-id ip-address

例：

ステップ 6

Switch(config-router)# eigrp router-id ip-address

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end

例：

ステップ 7

Switch(config-router)# end

例

次に、EIGRPルーティングプロセスを設定する例を示します。

Switch(config)# router eigrp test
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Switch(config-router)# address-family ipv6 unicast vrf b1 autonomous-system 10
Switch(config-router-af)# topology base
Switch(config-router-af-topology)# exit-af-topology
Switch(config-router)# eigrp router-id 2.3.4.5
Switch(config-router)# exit-address-family

EBGPv6ルーティングプロセスの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor peer-group-name peer-group

4. neighbor {ip-address | ipv6-address[%] | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[ alternate-as autonomous-system-number ...]

5. address-family ipv6 [ vrf vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6]
6. neighbor ipv6-address peer-group peer-group-name

7. neighbor {ip-address | peer-group-name | ipv6-address[%]} route-map map-name {in | out}
8. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

Switch# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp as-number

例：

ステップ 2

Switch(config)# router bgp as-number

マルチプロトコルBGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-group

例：

ステップ 3

Switch(config-router)# neighbor peer-group-name
peer-group

指定した自律システム内のネイバーの IPv6アドレス
を、ローカルルータの IPv6マルチプロトコル BGP
ネイバーテーブルに追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address[%] |
peer-group-name} remote-as autonomous-system-number
[ alternate-as autonomous-system-number ...]

例：

ステップ 4

Switch(config-router)# neighbor {ip-address |
ipv6-address[%] | peer-group-name}remote-as
autonomous-system-number [alternate-as
autonomous-system-number ...]
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目的コマンドまたはアクション

IPv6アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [ vrf vrf-name] [unicast | multicast
| vpnv6]

例：

ステップ 5

• unicastキーワードは、IPv6ユニキャストアドレ
スファミリを指定します。デフォルトでは、Switch(config-router)# address-family ipv6 [vrf

vrf-name] [unicast | multicast | vpnv6]
address-family ipv6コマンドでユニキャストキー
ワードが指定されていない場合、スイッチは

IPv6ユニキャストアドレスファミリのコンフィ
ギュレーションモードになります。

• multicastキーワードは、IPv6マルチキャストア
ドレスプレフィックスを指定します。

BGPネイバーの IPv6アドレスをピアグループに割
り当てます。

neighbor ipv6-address peer-group peer-group-name

例：

ステップ 6

Switch(config-router-af)# neighbor ipv6-address
peer-group peer-group-name

着信ルートまたは発信ルートにルートマップを適用

します。ルートマップへの変更は、ピアリングがリ

neighbor {ip-address | peer-group-name |
ipv6-address[%]} route-map map-name {in | out}

例：

ステップ 7

セットされるまで、またはソフトリセットが実行さ

れるまで、現在のピアでは有効になりません。softSwitch(config-router-af)# neighbor {ip-address |
peer-group-name | ipv6-address[%]}route-map
map-name {in | out}

キーワードと inキーワードを指定して clear bgp ipv6
コマンドを使用すると、ソフトリセットが実行され

ます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータをルータコンフィギュレーション

モードに戻します。

exit

例：

Switch(config-router-af)# exit

ステップ 8

例

次に、EBRPv6を設定する例を示します。

Switch(config)# router bgp 2
Switch(config-router)# bgp router-id 2.2.2.2
Switch(config-router)# bgp log-neighbor-changes
Switch(config-router)# no bgp default ipv4-unicast
Switch(config-router)# neighbor 2500::1 remote-as 1
Switch(config-router)# neighbor 4000::2 remote-as 3
Switch(config-router)# address-family ipv6 vrf b1
Switch(config-router-af)# network 2500::/64
Switch(config-router-af)# network 4000::/64
Switch(config-router-af)# neighbor 2500::1 remote-as 1
Switch(config-router-af)# neighbor 2500::1 activate
Switch(config-router-af)# neighbor 4000::2 remote-as 3
Switch(config-router-af)# neighbor 4000::2 activate
Switch(config-router-af)# exit-address-family
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VRF-Liteに関する追加情報

IPv4と IPv6間での VPNの共存
IPv4を設定するための「以前の」CLIと、IPv6用の「新しい」CLI間には下位互換性がありま
す。つまり、設定に両方のCLIを含めることができます。IPv4CLIは、同じインターフェイス
上で、VRF内で定義されている IPアドレスとともにグローバルルーティングテーブルで定義
されている IPv6アドレスも備える機能を保持しています。

次に例を示します。

vrf definition red
rd 100:1
address family ipv6
route-target both 200:1
exit-address-family
!
ip vrf blue
rd 200:1
route-target both 200:1
!
interface Ethernet0/0
vrf forwarding red
ip address 50.1.1.2 255.255.255.0
ipv6 address 4000::72B/64
!
interface Ethernet0/1
vrf forwarding blue
ip address 60.1.1.2 255.255.255.0
ipv6 address 5000::72B/64

この例では、Ethernet0/0用に定義されたすべてのアドレス（v4と v6）が VRF redを参照しま
す。Ethernet0/1については、IPアドレスは VRF blueを参照しますが、ipv6アドレスはグロー
バル IPv6アドレスルーティングテーブルを参照します。

VRF-Lite設定の確認

IPv4 VRF-Liteステータスの表示
VRF-Liteの設定およびステータスに関する情報を表示するには、次の作業のいずれかを行いま
す。

目的コマンド

VRFに対応付けられたルーティングプロトコ
ル情報を表示します。

Switch# show ip protocols vrf vrf-name
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目的コマンド

VRFに対応付けられた IPルーティングテー
ブル情報を表示します。

Switch# show ip route vrf vrf-name

[connected] [protocol

[as-number]] [list] [mobile] [odr]
[profile] [static]
[summary][supernets-only]

定義されたVRFインスタンスに関する情報を
表示します。

Switch# show ip vrf [brief | detail |

interfaces] [vrf-name]

定義されたVRFインスタンスに関する情報を
表示します。

Switch# bidir vrf instance-name a.b.c.d |

active | bidriectional| count |

interface | proxy | pruned | sparse
| ssm | static | summary

次に、VRFインスタンス内のマルチキャストルートテーブル情報を表示する例を示します。

Switch# show ip mroute 226.0.0.2
IP Multicast Routing Table
Flags: S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry, E - Extranet,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report,
Z - Multicast Tunnel, z - MDT-data group sender,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group,
G - Received BGP C-Mroute, g - Sent BGP C-Mroute,
N - Received BGP Shared-Tree Prune, n - BGP C-Mroute suppressed,
Q - Received BGP S-A Route, q - Sent BGP S-A Route,
V - RD & Vector, v - Vector, p - PIM Joins on route,
x - VxLAN group, c - PFP-SA cache created entry

Outgoing interface flags: H - Hardware switched, A - Assert winner, p - PIM Join
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop or VCD, State/Mode

(*, 226.0.0.2), 00:01:17/stopped, RP 1.11.1.1, flags: SJCF
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Vlan100, Forward/Sparse, 00:01:17/00:02:36

(5.0.0.11, 226.0.0.2), 00:01:17/00:01:42, flags: FT
Incoming interface: Vlan5, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Vlan100, Forward/Sparse, 00:01:17/00:02:36

IPv6 VRF-Liteステータスの表示
VRF-Liteの設定およびステータスに関する情報を表示するには、次の作業のいずれかを行いま
す。

目的コマンド

VRFに対応付けられたルーティングプロトコ
ル情報を表示します。
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目的コマンド

定義されたVRFインスタンスに関する情報を
表示します。

Switch# show ipv6 mfib vrf instance-name

a.b.c.d | active | all | count |

linkscope| route | summary |

update-sets | verbose

次に、VRFインスタンス内のマルチキャストルートテーブル情報を表示する例を示します。

show ipv6 mroute vrf vrf1 FF05:ABCD:0:0:0:0:0:1
Multicast Routing Table
Flags: S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group,
C - Connected, L - Local, I - Received Source Specific Host Report,
P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag, T - SPT-bit set,
J - Join SPT, Y - Joined MDT-data group,
y - Sending to MDT-data group

g - BGP signal originated, G - BGP Signal received,
N - BGP Shared-Tree Prune received, n - BGP C-Mroute suppressed,
q - BGP Src-Active originated, Q - BGP Src-Active received
E - Extranet
Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, State

(*, FF05:ABCD::1), 00:06:22/never, RP 1010:ABCD::10, flags: SCJ
Incoming interface: Port-channel33
RPF nbr: FE80::2E31:24FF:FE06:134A
Immediate Outgoing interface list:
TenGigabitEthernet4/0/18, Forward, 00:06:22/never

(3232:ABCD::2, FF05:ABCD::1), 00:04:54/00:02:16, flags: SJT
Incoming interface: Port-channel33
RPF nbr: FE80::2E31:24FF:FE06:134A
Inherited Outgoing interface list:
TenGigabitEthernet4/0/18, Forward, 00:06:22/never

次に、show ipv6 mfibコマンドの出力例を示します。

Switch# show ipv6 mfib vrf vrf1 FF05:ABCD:0:0:0:0:0:1
Entry Flags: C - Directly Connected, S - Signal, IA - Inherit A flag,

ET - Data Rate Exceeds Threshold, K - Keepalive
DDE - Data Driven Event, HW - Hardware Installed
ME - MoFRR ECMP entry, MNE - MoFRR Non-ECMP entry, MP - MFIB
MoFRR Primary, RP - MRIB MoFRR Primary, P - MoFRR Primary
MS - MoFRR Entry in Sync, MC - MoFRR entry in MoFRR Client.

I/O Item Flags: IC - Internal Copy, NP - Not platform switched,
NS - Negate Signalling, SP - Signal Present,
A - Accept, F - Forward, RA - MRIB Accept, RF - MRIB Forward,
MA - MFIB Accept, A2 - Accept backup,
RA2 - MRIB Accept backup, MA2 - MFIB Accept backup

Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kbits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops
I/O Item Counts: FS Pkt Count/PS Pkt Count
VRF testvrf1
(*,FF05:ABCD::1) Flags: C HW
SW Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
HW Forwarding: 295/0/512/0, Other: 0/0/0
Port-channel33 Flags: A NS
TenGigabitEthernet4/0/18 Flags: F NS
Pkts: 0/0

(3232:ABCD::2,FF05:ABCD::1) Flags: HW
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SW Forwarding: 50/0/512/0, Other: 111/0/111
HW Forwarding: 4387686/14849/512/59398, Other: 0/0/0
Port-channel33 Flags: A
TenGigabitEthernet4/0/18 Flags: F NS
Pkts: 0/50

Switch#

VRF-Liteの設定例

IPv4 VRF-Liteの設定例
VPN1、VPN2、およびグローバルネットワークで使用されるプロトコルは OSPFです。CE/PE
接続には BGPが使用されます。後続のコマンド例では、CEスイッチ S8を設定する方法が示
されており、スイッチ S20と S11のVRF設定、およびスイッチ S8のトラフィックに関連する
PEルータコマンドが含まれています。その他のスイッチの設定のコマンドは含まれていませ
んが、類似したものになります。

図 3 : VRF-Liteの設定例

スイッチ S8の設定

スイッチ S8上のルーティングを有効にし、VRFを設定します。
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Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# ip routing
Switch(config)# ip vrf v11
Switch(config-vrf)# rd 800:1
Switch(config-vrf)# route-target export 800:1
Switch(config-vrf)# route-target import 800:1
Switch(config-vrf)# exit
Switch(config)# ip vrf v12
Switch(config-vrf)# rd 800:2
Switch(config-vrf)# route-target export 800:2
Switch(config-vrf)# route-target import 800:2
Switch(config-vrf)# exit

スイッチ S8上でループバックおよび物理インターフェイスを設定します。ファストイーサ
ネットインターフェイス 3/5は、PEへのトランク接続です。インターフェイス 3/7および 3/11
は、VPNに接続します。
Switch(config)# interface loopback1
Switch(config-if)# vrf forwarding v11
Switch(config-if)# ip address 8.8.1.8 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface loopback2
Switch(config-if)# vrf forwarding v12
Switch(config-if)# ip address 8.8.2.8 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface FastEthernet3/5
Switch(config-if)# switchport trunk encapsulation dot1q
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# no ip address
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface FastEthernet3/8
Switch(config-if)# switchport access vlan 208
Switch(config-if)# no ip address
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface FastEthernet3/11
Switch(config-if)# switchport trunk encapsulation dot1q
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# no ip address
Switch(config-if)# exit

スイッチ S8上で使用される VLANを設定します。VLAN 10は、CEと PE間の VRF 11によっ
て使用されます。VLAN 20は、CEと PE間の VRF 12によって使用されます。VLAN 118およ
び 208は、それぞれスイッチ S11およびスイッチ S20を含む VPNの VRFに使用されます。
Switch(config)# interface Vlan10
Switch(config-if)# vrf forwarding v11
Switch(config-if)# ip address 38.0.0.8 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface Vlan20
Switch(config-if)# vrf forwarding v12
Switch(config-if)# ip address 83.0.0.8 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface Vlan118
Switch(config-if)# vrf forwarding v12
Switch(config-if)# ip address 118.0.0.8 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit
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Switch(config)# interface Vlan208
Switch(config-if)# vrf forwarding v11
Switch(config-if)# ip address 208.0.0.8 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

VPN1および VPN2に OSPFルーティングを設定します。
Switch(config)# router ospf 1 vrf vl1
Switch(config-router)# redistribute bgp 800 subnets
Switch(config-router)# network 208.0.0.0 0.0.0.255 area 0
Switch(config-router)# exit
Switch(config)# router ospf 2 vrf vl2
Switch(config-router)# redistribute bgp 800 subnets
Switch(config-router)# network 118.0.0.0 0.0.0.255 area 0
Switch(config-router)# exit

CEから PEのルーティングに BGPを設定します。
Switch(config)# router bgp 800
Switch(config-router)# address-family ipv4 vrf vl2
Switch(config-router-af)# redistribute ospf 2 match internal
Switch(config-router-af)# neighbor 83.0.0.3 remote-as 100
Switch(config-router-af)# neighbor 83.0.0.3 activate
Switch(config-router-af)# network 8.8.2.0 mask 255.255.255.0
Switch(config-router-af)# exit

Switch(config-router)# address-family ipv4 vrf vl1
Switch(config-router-af)# redistribute ospf 1 match internal
Switch(config-router-af)# neighbor 38.0.0.3 remote-as 100
Switch(config-router-af)# neighbor 38.0.0.3 activate
Switch(config-router-af)# network 8.8.1.0 mask 255.255.255.0
Switch(config-router-af)# end

スイッチ S20の設定

CEに接続するように S20を設定します。
Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# ip routing
Switch(config)# interface Fast Ethernet 0/7
Switch(config-if)# no switchport
Switch(config-if)# ip address 208.0.0.20 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# router ospf 101
Switch(config-router)# network 208.0.0.0 0.0.0.255 area 0
Switch(config-router)# end

スイッチ S11の設定

CEに接続するように S11を設定します。
Switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# ip routing
Switch(config)# interface Gigabit Ethernet 0/3
Switch(config-if)# switchport trunk encapsulation dot1q
Switch(config-if)# switchport mode trunk
Switch(config-if)# no ip address
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# interface Vlan118
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Switch(config-if)# ip address 118.0.0.11 255.255.255.0
Switch(config-if)# exit

Switch(config)# router ospf 101
Switch(config-router)# network 118.0.0.0 0.0.0.255 area 0
Switch(config-router)# end

PEスイッチ S3の設定

スイッチ S3（ルータ）上では、次のコマンドはスイッチ S8への接続だけを設定します。
Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip vrf v1
Router(config-vrf)# rd 100:1
Router(config-vrf)# route-target export 100:1
Router(config-vrf)# route-target import 100:1
Router(config-vrf)# exit

Router(config)# ip vrf v2
Router(config-vrf)# rd 100:2
Router(config-vrf)# route-target export 100:2
Router(config-vrf)# route-target import 100:2
Router(config-vrf)# exit

Router(config)# ip cef
Router(config)# interface Loopback1
Router(config-if)# vrf forwarding v1
Router(config-if)# ip address 3.3.1.3 255.255.255.0
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface Loopback2
Router(config-if)# vrf forwarding v2
Router(config-if)# ip address 3.3.2.3 255.255.255.0
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface Fast Ethernet3/0.10
Router(config-if)# encapsulation dot1q 10
Router(config-if)# vrf forwarding v1
Router(config-if)# ip address 38.0.0.3 255.255.255.0
Router(config-if)# exit

Router(config)# interface Fast Ethernet3/0.20
Router(config-if)# encapsulation dot1q 20
Router(config-if)# vrf forwarding v2
Router(config-if)# ip address 83.0.0.3 255.255.255.0
Router(config-if)# exit

Router(config)# router bgp 100
Router(config-router)# address-family ipv4 vrf v2
Router(config-router-af)# neighbor 83.0.0.8 remote-as 800
Router(config-router-af)# neighbor 83.0.0.8 activate
Router(config-router-af)# network 3.3.2.0 mask 255.255.255.0
Router(config-router-af)# exit
Router(config-router)# address-family ipv4 vrf vl
Router(config-router-af)# neighbor 83.0.0.8 remote-as 800
Router(config-router-af)# neighbor 83.0.0.8 activate
Router(config-router-af)# network 3.3.1.0 mask 255.255.255.0
Router(config-router-af)# end
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IPv6 VRF-Liteの設定例
次に、CE-PEルーティングに OSPFv3を使用するトポロジを示します。

図 4 : VRF-Liteの設定例

CE1スイッチの設定

ipv6 unicast-routing
vrf definition v1
rd 100:1
!
address-family ipv6
exit-address-family
!

vrf definition v2
rd 200:1
!
address-family ipv6
exit-address-family
!

interface Vlan100
vrf forwarding v1
ipv6 address 1000:1::1/64
ospfv3 100 ipv6 area 0
!

interface Vlan200
vrf forwarding v2
ipv6 address 2000:1::1/64
ospfv3 200 ipv6 area 0
!

interface GigabitEthernet 1/0/1
switchport access vlan 100
end

interface GigabitEthernet 1/0/2
switchport access vlan 200
end

interface GigabitEthernet 1/0/24
switchport trunk encapsulation dot1q
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switchport mode trunk
end

router ospfv3 100
router-id 10.10.10.10
!
address-family ipv6 unicast vrf v1
redistribute connected
area 0 normal
exit-address-family
!

router ospfv3 200
router-id 20.20.20.20
!
address-family ipv6 unicast vrf v2
redistribute connected
area 0 normal
exit-address-family
!

PEスイッチの設定

ipv6 unicast-routing

vrf definition v1
rd 100:1
!
address-family ipv6
exit-address-family
!

vrf definition v2
rd 200:1
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
interface Vlan600
vrf forwarding v1
no ipv6 address
ipv6 address 1000:1::2/64
ospfv3 100 ipv6 area 0
!

interface Vlan700
vrf forwarding v2
no ipv6 address
ipv6 address 2000:1::2/64
ospfv3 200 ipv6 area 0
!

interface Vlan800
vrf forwarding v1
ipv6 address 3000:1::7/64
ospfv3 100 ipv6 area 0
!
interface Vlan900
vrf forwarding v2
ipv6 address 4000:1::7/64
ospfv3 200 ipv6 area 0
!

interface GigabitEthernet 1/0/1
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switchport trunk encapsulation dot1q
switchport mode trunk
exit

interface GigabitEthernet 1/0/2
switchport trunk encapsulation dot1q

switchport mode trunk
exit

router ospfv3 100
router-id 30.30.30.30
!
address-family ipv6 unicast vrf v1
redistribute connected
area 0 normal
exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast vrf v2
redistribute connected
area 0 normal
exit-address-family
!

CE2スイッチの設定

ipv6 unicast-routing

vrf definition v1
rd 100:1
!
address-family ipv6
exit-address-family
!

vrf definition v2
rd 200:1
!
address-family ipv6
exit-address-family
!

interface Vlan100
vrf forwarding v1

ipv6 address 1000:1::3/64
ospfv3 100 ipv6 area 0
!

interface Vlan200
vrf forwarding v2
ipv6 address 2000:1::3/64
ospfv3 200 ipv6 area 0
!

interface GigabitEthernet 1/0/1
switchport access vlan 100
end

interface GigabitEthernet 1/0/2
switchport access vlan 200
end

interface GigabitEthernet 1/0/24
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switchport trunk encapsulation dot1q
switchport mode trunk
end

router ospfv3 100
router-id 40.40.40.40
!
address-family ipv6 unicast vrf v1
redistribute connected
area 0 normal
exit-address-family
!

router ospfv3 200
router-id 50.50.50.50
!
address-family ipv6 unicast vrf v2
redistribute connected

area 0 normal
exit-address-family
!
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第 6 章

BGPの設定

• BGPに関する情報（109ページ）
• BGPの設定方法（124ページ）
• BGPの設定例（171ページ）
• BGPのモニタリングおよびメンテナンス（173ページ）

BGPに関する情報
ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、Exterior Gateway Protocolです。自律システム
間で、ループの発生しないルーティング情報交換を保証するドメイン間ルーティングシステム

を設定するために使用されます。自律システムは、同じ管理下で動作して RIPやOSPFなどの
Interior Gateway Protocol（IGP）を境界内で実行し、Exterior Gateway Protocol（EGP）を使用し
て相互接続されるルータで構成されます。BGPバージョン4は、インターネット内でドメイン
間ルーティングを行うための標準 EGPです。このプロトコルは、RFC 1163、1267、および
1771で定義されています。

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、RFPのドキュメントに基づいて使用されている言語、また
は参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在

する場合があります。

（注）

BGPネットワークトポロジ
同じ自律システム（AS）に属し、BGPアップデートを交換するルータは内部BGP（IBGP）を
実行し、異なる自律システムに属し、BGPアップデートを交換するルータは外部BGP（EBGP）
を実行します。大部分のコンフィギュレーションコマンドは、EBGPと IBGPで同じですが、
ルーティングアップデートが自律システム間で交換されるか（EBGP）、または AS内で交換
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されるか（IBGP）という点で異なります。下の図に、EBGPと IBGPの両方を実行している
ネットワークを示します。

図 5 : EBGP、IBGP、および複数の自律システム

外部 ASと情報を交換する前に、BGPは AS内のルータ間で内部 BGPピアリングを定義し、
IGRPやOSPFなどAS内で稼働する IGPにBGPルーティング情報を再配布して、AS内のネッ
トワークに到達することを確認します。

BGPルーティングプロセスを実行するルータは、通常BGPスピーカーと呼ばれます。BGPは
トランスポートプロトコルとして伝送制御プロトコル（TCP）を使用します（特にポート
179）。ルーティング情報を交換するため相互に TCP接続された 2つの BGPスピーカーを、
ピアまたはネイバーと呼びます。上の図では、ルータ Aと Bが BGPピアで、ルータ Bと C、
ルータ Cと Dも同様です。ルーティング情報は、宛先ネットワークへの完全パスを示す一連
のAS番号です。BGPはこの情報を使用し、ループのない自律システムマップを作成します。

このネットワークの特徴は次のとおりです。

•ルータ Aおよび Bでは EBGPが、ルータ Bおよび Cでは IBGPが稼働しています。EBGP
ピアは直接接続されていますが、IBGPピアは直接接続されていないことに注意してくだ
さい。IGPが稼働し、2つのネイバーが相互に到達するかぎり、IBGPピアを直接接続する
必要はありません。

• AS内のすべての BGPスピーカーは、相互にピア関係を確立する必要があります。つま
り、AS内の BGPスピーカーは、論理的な完全メッシュ型に接続する必要があります。
BGP4は、論理的な完全メッシュに関する要求を軽減する 2つの技術（連合およびルート
リフレクタ）を提供します。

• AS 200は AS 100および AS 300の中継 ASです。つまり、AS 200は AS 100と AS 300間
でパケットを転送するために使用されます。

BGPピアは完全な BGPルーティングテーブルを最初に交換し、差分更新だけを送信します。
BGPピアはキープアライブメッセージ（接続が有効であることを確認）、および通知メッセー
ジ（エラーまたは特殊条件に応答）を交換することもできます。

BGPの場合、各ルートはネットワーク番号、情報が通過した自律システムのリスト（自律シス
テムパス）、および他のパス属性リストで構成されます。BGPシステムの主な機能は、ASパ
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スのリストに関する情報など、ネットワークの到達可能性情報を他の BGPシステムと交換す
ることです。この情報は、ASが接続されているかどうかを判別したり、ルーティングループ
をプルーニングしたり、ASレベルポリシー判断を行うために使用できます。

Cisco IOSが稼働しているルータやデバイスが IBGPルートを選択または使用するのは、ネクス
トホップルータで使用可能なルートがあり、IGPから同期信号を受信している（IGP同期が無
効の場合は除く）場合です。複数のルートが使用可能な場合、BGPは属性値に基づいてパスを
選択します。BGP属性については、「BGP判断属性の設定」の項を参照してください。

BGPバージョン 4ではクラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）がサポートされているた
め、集約ルートを作成してスーパーネットを構築し、ルーティングテーブルのサイズを削減で

きます。CIDRは、BGP内部のネットワーククラスの概念をエミュレートし、IPプレフィック
スのアドバタイズをサポートします。

NSF認識
BGP NSF認識機能は、Network Advantageライセンスで IPv4に対してサポートされます。。
BGPルーティングでこの機能を有効にするには、グレースフルリスタートを有効にする必要
があります。隣接ルータが NSF対応で、この機能が有効になっている場合、レイヤ 3デバイ
スは、ルータに障害が発生してプライマリルートプロセッサ（RP）がバックアップRPによっ
て引き継がれる間、または無停止ソフトウェアアップグレードを行うためにプライマリ RPを
手動でリロードしている間、隣接ルータからパケットを転送し続けます。

BGPルーティングに関する情報
BGPルーティングを有効にするには、BGPルーティングプロセスを確立し、ローカルネット
ワークを定義します。BGPはネイバーとの関係を完全に認識する必要があるため、BGPネイ
バーも指定する必要があります。

BGPは、内部および外部の 2種類のネイバーをサポートします。内部ネイバーは同じ AS内
に、外部ネイバーは異なる AS内にあります。通常の場合、外部ネイバーは相互に隣接し、1
つのサブネットを共有しますが、内部ネイバーは同じ AS内の任意の場所に存在します。

スイッチではプライベート AS番号を使用できます。プライベート AS番号は通常サービスプ
ロバイダーによって割り当てられ、ルートが外部ネイバーにアドバタイズされないシステムに

設定されます。プライベート AS番号の範囲は 64512～ 65535です。ASパスからプライベー
ト AS番号を削除するように外部ネイバーを設定するには、neighbor remove-private-asルータ
コンフィギュレーションコマンドを使用します。この結果、外部ネイバーにアップデートを渡

すとき、ASパス内にプライベート AS番号が含まれている場合は、これらの番号が削除され
ます。

ASが別のASからさらに別のASにトラフィックを渡す場合は、アドバタイズ対象のルートに
矛盾が存在しないことが重要です。BGPがルートをアドバタイズしてから、ネットワーク内の
すべてのルータが IGPを通してルートを学習した場合、ASは一部のルータがルーティングで
きなかったトラフィックを受信することがあります。このような事態を避けるため、BGPは
IGPが ASに情報を伝播し、BGPが IGPと同期化されるまで、待機する必要があります。同期
化は、デフォルトで有効に設定されています。ASが特定のASから別のASにトラフィックを
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渡さない場合、または自律システム内のすべてのルータで BGPが稼働している場合は、同期
化を無効にし、IGP内で伝送されるルート数を少なくして、BGPがより短時間で収束するよう
にします。

ルーティングポリシーの変更

ピアのルーティングポリシーには、インバウンドまたはアウトバウンドルーティングテーブ

ルアップデートに影響する可能性があるすべての設定が含まれます。BGPネイバーとして定
義された 2台のルータは、BGP接続を形成し、ルーティング情報を交換します。このあとで
BGPフィルタ、重み、距離、バージョン、またはタイマーを変更する場合、または同様の設定
変更を行う場合は、BGPセッションをリセットし、設定の変更を有効にする必要があります。

リセットには、ハードリセットとソフトリセットの 2種類があります。Cisco IOS Release 12.1
以降では、事前に設定を行わなくても、ソフトリセットを使用できます。事前設定なしにソフ

トリセットを使用するには、両方のBGPピアでソフトルートリフレッシュ機能がサポートさ
れていなければなりません。この機能は、ピアによって TCPセッションが確立されたときに
送信される OPENメッセージに格納されてアドバタイズされます。ソフトリセットを使用す
ると、BGPルータ間でルートリフレッシュ要求およびルーティング情報を動的に交換したり、
それぞれのアウトバウンドルーティングテーブルをあとで再アドバタイズできます。

•ソフトリセットによってネイバーからインバウンドアップデートが生成された場合、こ
のリセットはダイナミックインバウンドソフトリセットといいます。

•ソフトリセットによってネイバーに一連のアップデートが送信された場合、このリセット
はアウトバウンドソフトリセットといいます。

ソフトインバウンドリセットが発生すると、新規インバウンドポリシーが有効になります。

ソフトアウトバウンドリセットが発生すると、BGPセッションがリセットされずに、新規ロー
カルアウトバウンドポリシーが有効になります。アウトバウンドポリシーのリセット中に新

しい一連のアップデートが送信されると、新規インバウンドポリシーも有効になる場合があり

ます。

下の表に、ハードリセットとソフトリセットの利点および欠点を示します。

表 6 :ハードリセットとソフトリセットの利点および欠点

欠点利点リセットタイプ

ネイバーから提供された

BGP、IP、および FIBテーブ
ルのプレフィックスが失われ

ます。非推奨

メモリオーバーヘッドが発生

しません。

ハードリセット

インバウンドルーティング

テーブルアップデートがリ

セットされない。

ルーティングテーブルアップ

デートが設定、保管されませ

ん。

発信ソフトリセット
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欠点利点リセットタイプ

両方のBGPルータでルートリ
フレッシュ機能をサポートす

る必要があります（Cisco IOS
Release 12.1以降）。

BGPセッションおよびキャッ
シュがクリアされません。

ルーティングテーブルアップ

デートを保管する必要がな

く、メモリオーバーヘッドが

発生しません。

ダイナミックインバウンドソ

フトリセット

BGP判断属性
BGPスピーカーが複数の自律システムから受信したアップデートが、同じ宛先に対して異なる
パスを示している場合、BGPスピーカーはその宛先に到達する最適パスを1つ選択する必要が
あります。選択されたパスは BGPルーティングテーブルに格納され、ネイバーに伝播されま
す。この判断は、アップデートに格納されている属性値、および BGPで設定可能な他の要因
に基づいて行われます。

BGPピアはネイバーASからプレフィックスに対する 2つの EBGPパスを学習するとき、最適
パスを選択して IPルーティングテーブルに挿入します。BGPマルチパスサポートが有効で、
同じネイバー自律システムから複数の EBGPパスを学習する場合、単一の最適パスの代わり
に、複数のパスが IPルーティングテーブルに格納されます。そのあと、パケットスイッチン
グ中に、複数のパス間でパケット単位または宛先単位のロードバランシングが実行されます。

maximum-pathsルータコンフィギュレーションコマンドは、許可されるパス数を制御します。

これらの要因により、BGPが最適パスを選択するために属性を評価する順序が決まります。

1. パスで指定されているネクストホップが到達不能な場合、このアップデートは削除され

ます。BGPネクストホップ属性（ソフトウェアによって自動判別される）は、宛先に到
達するために使用されるネクストホップの IPアドレスです。EBGPの場合、通常このア
ドレスは neighbor remote-as routerルータコンフィギュレーションコマンドで指定され
たネイバーの IPアドレスです。ネクストホップの処理を無効にするには、ルートマップ
または neighbor next-hop-selfルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。

2. 最大の重みのパスを推奨します（シスコ独自のパラメータ）。ウェイト属性はルータに

ローカルであるため、ルーティングアップデートで伝播されません。デフォルトでは、

ルータ送信元のパスに関するウェイト属性は 32768で、それ以外のパスのウェイト属性
は 0です。最大の重みのルートを推奨します。重みを設定するには、アクセスリスト、
ルートマップ、または neighbor weightルータコンフィギュレーションコマンドを使用
します。

3. ローカルプリファレンス値が最大のルートを推奨します。ローカルプリファレンスは

ルーティングアップデートに含まれ、同じ AS内のルータ間で交換されます。ローカル
初期設定属性のデフォルト値は100です。ローカルプリファレンスを設定するには、bgp
default local-preferenceルータコンフィギュレーションコマンドまたはルートマップを
使用します。

4. ローカルルータ上で稼働する BGPから送信されたルートを推奨します。
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5. ASパスが最短のルートを推奨します。

6. 送信元タイプが最小のルートを推奨します。内部ルートまたは IGPは、EGPによって学
習されたルートよりも小さく、EGPで学習されたルートは、未知の送信元のルートまた
は別の方法で学習されたルートよりも小さくなります。

7. 想定されるすべてのルートについてネイバーASが同じである場合は、MEDメトリック
属性が最小のルートを推奨します。MEDを設定するには、ルートマップまたは
default-metricルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。IBGPピアに送信
されるアップデートには、MEDが含まれます。

8. 内部（IBGP）パスより、外部（EBGP）パスを推奨します。

9. 最も近い IGPネイバー（最小の IGPメトリック）を通って到達できるルートを推奨しま
す。ルータは、AS内の最短の内部パス（BGPのネクストホップへの最短パス）を使用
し、宛先に到達するためです。

10. 次の条件にすべて該当する場合は、このパスのルートを IPルーティングテーブルに挿
入してください。

•最適ルートと目的のルートがともに外部ルートである

•最適ルートと目的のルートの両方が、同じネイバー自律システムからのルートであ
る

• maximum-pathsが有効である

11. マルチパスが有効でない場合は、BGPルータ IDの IPアドレスが最小であるルートを推
奨します。通常、ルータ IDはルータ上の最大の IPアドレスまたはループバック（仮想）
アドレスですが、実装に依存することがあります。

ルートマップ

BGP内でルートマップを使用すると、ルーティング情報を制御、変更したり、ルーティング
ドメイン間でルートを再配布する条件を定義できます。各ルートマップには、ルートマップ

を識別する名前（マップタグ）およびオプションのシーケンス番号が付いています。

BGPフィルタリング
BGPアドバタイズメントをフィルタリングするには、as-path access-listグローバルコンフィ
ギュレーションコマンドや neighbor filter-listルータコンフィギュレーションコマンドなどの
ASパスフィルタを使用します。neighbor distribute-listルータコンフィギュレーションコマン
ドとアクセスリストを併用することもできます。distribute-listフィルタはネットワーク番号に
適用されます。distribute-listコマンドの詳細については、「ルーティングアップデートのアド
バタイズおよび処理の制御」の項を参照してください。

ネイバー単位でルートマップを使用すると、アップデートをフィルタリングしたり、さまざま

な属性を変更したりできます。ルートマップは、インバウンドアップデートまたはアウトバ
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ウンドアップデートのいずれかに適用できます。ルートマップを渡すルートだけが、アップ

デート内で送信または許可されます。着信および発信の両方のアップデートで、ASパス、コ
ミュニティ、およびネットワーク番号に基づくマッチングがサポートされています。ASパス
のマッチングにはmatch as-path access-listルートマップコマンド、コミュニティに基づくマッ
チングにはmatch community-listルートマップコマンド、ネットワークに基づくマッチングに
は ip access-listグローバルコンフィギュレーションコマンドが必要です。

BGPフィルタリングのプレフィックスリスト
neighbor distribute-listルータコンフィギュレーションコマンドを含む多数のBGPルートフィ
ルタリングコマンドでは、アクセスリストの代わりにプレフィックスリストを使用できます。

プレフィックスリストを使用すると、大規模リストのロードおよび検索パフォーマンスが改善

し、差分更新がサポートされ、コマンドラインインターフェイス（CLI）設定が簡素化され、
柔軟性が増すなどの利点が生じます。

プレフィックスリストによるフィルタリングでは、アクセスリストの照合の場合と同様に、

プレフィックスリストに記載されたプレフィックスとルートのプレフィックスが照合されま

す。一致すると、一致したルートが使用されます。プレフィックスが許可されるか、または拒

否されるかは、次に示すルールに基づいて決定されます。

•空のプレフィックスリストはすべてのプレフィックスを許可します。

•特定のプレフィックスがプレフィックスリストのどのエントリとも一致しなかった場合、
実質的に拒否されたものと見なされます。

•指定されたプレフィックスと一致するエントリがプレフィックスリスト内に複数存在する
場合は、シーケンス番号が最小であるプレフィックスリストエントリが識別されます。

デフォルトでは、シーケンス番号は自動生成され、5ずつ増分します。シーケンス番号の自動
生成を無効にした場合は、エントリごとにシーケンス番号を指定する必要があります。シーケ

ンス番号を指定する場合の増分値に制限はありません。増分値が1の場合は、このリストに追
加エントリを挿入できません。増分値が大きい場合は、値がなくなることがあります。

BGPコミュニティフィルタリング
BGPコミュニティフィルタリングは、COMMUNITIES属性の値に基づいてルーティング情報
の配信を制御する BGPの方法の 1つです。この属性によって、宛先はコミュニティにグルー
プ化され、コミュニティに基づいてルーティング判断が適用されます。この方法を使用する

と、ルーティング情報の配信制御を目的とする BGPスピーカーの設定が簡単になります。

コミュニティは、共通するいくつかの属性を共有する宛先のグループです。各宛先は複数のコ

ミュニティに属します。AS管理者は、宛先が属するコミュニティを定義できます。デフォル
トでは、すべての宛先が一般的なインターネットコミュニティに属します。コミュニティは、

過渡的でグローバルなオプションの属性である、COMMUNITIES属性（1～ 4294967200の数
値）によって識別されます。事前に定義された既知のコミュニティの一部を、次に示します。

• internet：このルートをインターネットコミュニティにアドバタイズします。すべてのルー
タが所属します。
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• no-export：EBGPピアにこのルートをアドバタイズしません。

• no-advertise：どのピア（内部または外部）にもこのルートをアドバタイズしません。

• local-as：ローカルな AS外部のピアにこのルートをアドバタイズしません。

コミュニティに基づき、他のネイバーに許可、送信、配信するルーティング情報を制御できま

す。BGPスピーカーは、ルートを学習、アドバタイズ、または再配布するときに、ルートのコ
ミュニティを設定、追加、または変更します。ルートを集約すると、作成された集約内の

COMMUNITIES属性に、すべての初期ルートの全コミュニティが含まれます。

コミュニティリストを使用すると、ルートマップのmatch句で使用されるコミュニティグルー
プを作成できます。さらに、アクセスリストの場合と同様、一連のコミュニティリストを作

成することもできます。ステートメントは一致が見つかるまでチェックされ、1つのステート
メントが満たされると、テストは終了します。

BGPネイバーおよびピアグループ
通常、BGPネイバーの多くは同じアップデートポリシー（同じアウトバウンドルートマッ
プ、配信リスト、フィルタリスト、アップデート送信元など）を使用して設定されます。アッ

プデートポリシーが同じネイバーをピアグループにまとめると設定が簡単になり、アップデー

トの効率が高まります。多数のピアを設定した場合は、この方法を推奨します。

BGPピアグループを設定するには、ピアグループを作成し、そこにオプションを割り当てて、
ピアグループメンバーとしてネイバーを追加します。ピアグループを設定するには、neighbor
ルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。デフォルトでは、ピアグループメン

バーは remote-as（設定されている場合）、version、update-source、out-route-map、out-filter-list、
out-dist-list、minimum-advertisement-interval、next-hop-selfなど、ピアグループの設定オプショ
ンをすべて継承します。すべてのピアグループメンバーは、ピアグループに対する変更を継

承します。また、アウトバウンドアップデートに影響しないオプションを無効にするように、

メンバーを設定することもできます。

集約ルート

クラスレスドメイン間ルーティング（CIDR）を使用すると、集約ルート（またはスーパーネッ
ト）を作成して、ルーティングテーブルのサイズを最小化できます。BGP内に集約ルートを
設定するには、集約ルートをBGPに再配布するか、またはBGPルーティングテーブル内に集
約エントリを作成します。BGPテーブル内に特定のエントリがさらに1つまたは複数存在する
場合は、BGPテーブルに集約アドレスが追加されます。

ルーティングドメインコンフェデレーション

IBGPメッシュを削減する方法の1つは、自律システムを複数のサブ自律システムに分割して、
単一の自律システムとして認識される単一の連合にグループ化することです。各自律システム

は内部で完全にメッシュ化されていて、同じコンフェデレーション内の他の自律システムとの

間には数本の接続があります。異なる自律システム内にあるピアではEBGPセッションが使用
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されますが、ルーティング情報は IBGPピアと同様な方法で交換されます。具体的には、ネク
ストホップ、MED、およびローカルプリファレンス情報は維持されます。すべての自律シス
テムで単一の IGPを使用できます。

BGPルートリフレクタ
BGPでは、すべての IBGPスピーカーを完全メッシュ構造にする必要があります。外部ネイ
バーからルートを受信したルータは、そのルートをすべての内部ネイバーにアドバタイズする

必要があります。ルーティング情報のループを防ぐには、すべての IBGPスピーカーを接続す
る必要があります。内部ネイバーは、内部ネイバーから学習されたルートを他の内部ネイバー

に送信しません。

ルートリフレクタを使用すると、学習されたルートをネイバーに渡す場合に他の方法が使用さ

れるため、すべての IBGPスピーカーを完全メッシュ構造にする必要はありません。IBGPピ
アをルートリフレクタに設定すると、その IBGPピアは IBGPによって学習されたルートを一
連の IBGPネイバーに送信するようになります。ルートリフレクタの内部ピアには、クライア
ントピアと非クライアントピア（AS内の他のすべてのルータ）の 2つのグループがありま
す。ルートリフレクタは、これらの 2つのグループ間でルートを反映させます。ルートリフ
レクタおよびクライアントピアは、クラスタを形成します。非クライアントピアは相互に完

全メッシュ構造にする必要がありますが、クライアントピアはその必要はありません。クラス

タ内のクライアントは、そのクラスタ外の IBGPスピーカーと通信しません。

アドバタイズされたルートを受信したルートリフレクタは、ネイバーに応じて、次のいずれか

のアクションを実行します。

•外部 BGPスピーカーからのルートをすべてのクライアントおよび非クライアントピアに
アドバタイズします。

•非クライアントピアからのルートをすべてのクライアントにアドバタイズします。

•クライアントからのルートをすべてのクライアントおよび非クライアントピアにアドバタ
イズします。したがって、クライアントを完全メッシュ構造にする必要はありません。

通常、クライアントのクラスタにはルートリフレクタが 1つあり、クラスタはルートリフレ
クタのルータ IDで識別されます。冗長性を高めて、シングルポイントでの障害を回避するに
は、クラスタに複数のルートリフレクタを設定する必要があります。このように設定した場合

は、ルートリフレクタが同じクラスタ内のルートリフレクタからのアップデートを認識でき

るように、クラスタ内のすべてのルートリフレクタに同じクラスタ ID（4バイト）を設定す
る必要があります。クラスタを処理するすべてのルートリフレクタは完全メッシュ構造にし、

一連の同一なクライアントピアおよび非クライアントピアを設定する必要があります。

ルートダンプニング

ルートフラップダンプニングは、インターネットワーク内でフラッピングルートの伝播を最

小化するための BGP機能です。ルートの状態が使用可能、使用不可能、使用可能、使用不可
能という具合に、繰り返し変化する場合、ルートはフラッピングと見なされます。ルートダン

プニングが有効の場合は、フラッピングしているルートにペナルティ値が割り当てられます。
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ルートの累積ペナルティが、設定された制限値に到達すると、ルートが稼働している場合で

あっても、BGPはルートのアドバタイズメントを抑制します。再使用限度は、ペナルティと比
較される設定可能な値です。ペナルティが再使用限度より小さくなると、起動中の抑制された

ルートのアドバタイズメントが再開されます。

IBGPによって取得されたルートには、ダンプニングが適用されません。このポリシーにより、
IBGPピアのペナルティが AS外部のルートよりも大きくなることはありません。

条件付き BGPルートの注入
BGPを通じてアドバタイズされるルートは、通常、使用されるルートの数が最小化され、グ
ローバルルーティングテーブルのサイズが小さくなるように集約されます。しかし、共通の

ルート集約では、より具体的なルーティング情報（より正確であるが、パケットを宛先に転送

するために必要なわけではない）がわかりにくくなってしまいます。ルーティングの精度は、

共通のルート集約により低下します。これは、トポロジ的に大きな領域に広がる複数のアドレ

スやホストを表すプレフィックスを 1つのルートに正確に反映させることはできないからで
す。シスコソフトウェアには、プレフィックスを BGP由来とする方法がいくつか用意されて
います。BGP条件付きルート注入機能の導入以前は、既存の方法として、再配布やnetworkま
たは aggregate-addressコマンドが使用されていました。ただし、これらの方法は、より具体
的なルーティング情報（開始されるルートと一致するもの）がルーティングテーブルまたは

BGPテーブルのいずれかに存在することを前提にしています。

BGPの条件付きルートの注入により、一致するものがなくても、プレフィックスを BGPルー
ティングテーブルにすることができます。この機能を使って、管理ポリシーやトラフィック

エンジニアリング情報に基づいて、より具体的なルートを生成することができます。これによ

り、設定された条件が満たされた場合にだけ BGPルーティングテーブルに注入される、より
具体的なルートへのパケットの転送をさらに厳密に制御できるようになります。この機能を有

効にすると、条件に応じて、あまり具体的ではないプレフィックスにより具体的なプレフィッ

クスを注入または置き換えることにより、共通のルート集約の精度を高めることができるよう

になります。元のプレフィックスと同じ、またはより具体的なプレフィックスだけが注入され

ます。BGP条件付きルート注入を有効にするには、bgp inject-map exist-mapコマンドを使用
します。また、BGP条件付きルート注入では、2つのルートマップ（注入マップと存在マッ
プ）を使用して、1つ（または複数）のより具体的なプレフィックスがBGPルーティングテー
ブルに注入されます。存在マップは、BGPスピーカーが追跡するプレフィックスを指定しま
す。注入マップは、ローカル BGPテーブルで作成され、このテーブルにインストールされる
プレフィックスを定義します。

注入マップおよび存在マップで一致となるプレフィックスはルートマップ句ごとに1つだけで
す。さらにプレフィックスを注入するには、ルートマップ句を追加で設定する必要がありま

す。複数のプレフィックスが使用されている場合は、一致する最初のプレフィックスが使用さ

れます。

（注）
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BGP Peerテンプレート
構成管理など、ピアグループの制約の一部に対応するため、BGPアップデートグループコン
フィギュレーションをサポートする BGPピアテンプレートが導入されました。

ピアテンプレートは、ポリシーを共有するネイバーに適用可能なコンフィギュレーションパ

ターンです。ピアテンプレートは再利用が可能で、継承がサポートされているため、ネット

ワークオペレータはピアテンプレートを使用して、ポリシーを共有している BGPネイバーに
対して異なるネイバーコンフィギュレーションをグループ化し適用できます。また、ネット

ワークオペレータは、別のピアテンプレートからコンフィギュレーションを継承できるとい

うピアテンプレートの機能を使用して、非常に複雑なコンフィギュレーションパターンを定

義できるようになります。

ピアテンプレートには 2種類あります。

•ピアセッションテンプレート。アドレスファミリモードおよび NLRIコンフィギュレー
ションモードすべてに共通する一般的なセッションコマンドのコンフィギュレーション

をグループ化し、適用するために使用されます。

•ピアポリシーテンプレート。特定のアドレスファミリおよびNLRIコンフィギュレーショ
ンモードで適用されるコマンドのコンフィギュレーションをグループ化し、適用するため

に使用されます。

ピアテンプレートにより、柔軟性が高まり、ネイバーコンフィギュレーションの機能が強化

されます。また、ピアテンプレートはピアグループコンフィギュレーションに代わるものを

提供し、ピアグループの制約の一部を解決します。ピアテンプレートを使用した BGPピアデ
バイスも、自動アップデートグループコンフィギュレーションの恩恵を受けています。BGP
ピアテンプレートが設定され、BGPダイナミックアップデートピアグループがサポートされ
たことにより、ネットワークオペレータは BGPでピアグループを設定する必要がなくなりま
す。また、ネットワークはコンフィギュレーションの柔軟性が高まり、コンバージェンスが高

速化されたことによる恩恵を受けます。

BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定できませ
ん。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピアテン
プレートからポリシーを継承するように設定します。

（注）

ピアポリシーテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアポリシーテンプレートは、直接的、または間接的に、最高 8個のピアポリシーテン
プレートを継承できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。
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ピアテンプレートでの継承

継承機能は、ピアテンプレート操作の重要なコンポーネントです。ピアテンプレートでの継

承は、たとえば、ファイルとディレクトリツリーなど、一般的なコンピューティングで見られ

るノードとツリーの構造に似ています。ピアテンプレートは、別のピアテンプレートから直

接、または間接的にコンフィギュレーションを継承することができます。直接継承されたピア

テンプレートは、構造体のツリーを表します。間接継承されたピアテンプレートはツリーの

ノードを表します。個々のノードもまた継承をサポートしているため、ブランチを作成して、

そこから直接継承されたピアテンプレートすなわちツリーの起点へ連なる全ての間接継承され

たピアテンプレートの設定を適用することができます。

この構造により、ネイバーのグループに通常、再適用されるコンフィギュレーション文を繰り

返す必要がなくなります。これは、共通のコンフィギュレーション文を一度適用しておくと、

その後は共通のコンフィギュレーションを持つネイバーグループに適用されるピアグループ

により間接継承されるからです。ノードとツリー内部の別々の箇所で重複するコンフィギュ

レーション文は、ツリーの起点で直接継承したテンプレートによりフィルタ処理されます。直

接継承されたテンプレートは、重複する間接継承された文を直接継承された文で上書きしま

す。

継承によりネイバーコンフィギュレーションのスケーラビリティと柔軟性がさらに広がり、複

数のピアテンプレートコンフィギュレーションを連ねることで、共通のコンフィギュレーショ

ン文を継承する単純なコンフィギュレーションを作成したり、共通に継承されるコンフィギュ

レーションとともに非常に限定的なコンフィギュレーション文を適用する複雑なコンフィギュ

レーションを作成したりできるようになります。ピアセッションテンプレートおよびピアポ

リシーテンプレートでの継承の設定についての詳細は、これ以降のセクションで説明します。

BGPネイバーが継承したピアテンプレートを使用する場合、特定のテンプレートに関連付け
られているポリシーを判断するのが難しいことがあります。show ip bgptemplate peer-policyコ
マンドに、特定のテンプレートに関連付けられているローカルポリシーおよび継承されたポリ

シーの詳しいコンフィギュレーションを表示するためのキーワード detailが追加されました。

ピアセッションテンプレート

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドのコンフィギュレーションを

グループ化し、セッションコンフィギュレーション要素を共有するネイバーのグループに適用

するために使用されます。異なるアドレスファミリで設定されているネイバーに共通する一般

的なセッションコマンドは、同じピアセッションテンプレートに設定できます。ピアセッ

ションテンプレートの作成と設定は、ピアセッションコンフィギュレーションモードで行い

ます。ピアセッションテンプレートで設定できるのは、一般的なセッションコマンドだけで

す。次の一般的なセッションコマンドは、ピアセッションテンプレートでサポートされてい

ます。

• description

• disable-connected-check

• ebgp-multihop

• exit peer-session
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• inherit peer-session

• local-as

• password

• remote-as

• shutdown

• timers

• translate-update

• update-source

• version

一般的なセッションコマンドをピアセッションで一度設定しておくと、ピアセッションテン

プレートの直接適用、またはピアセッションテンプレートの間接継承によって、多数のネイ

バーに適用できます。ピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションにより、自律

システム内のすべてのネイバーに共通に適用される一般的なセッションコマンドのコンフィ

ギュレーションが簡素化されます。

ピアセッションテンプレートは、直接継承と間接継承をサポートします。一度にピアの設定

に使用できるピアセッションテンプレートは 1つだけです。また、このピアセッションテン
プレートは、間接継承されたピアセッションテンプレートを 1つだけ含むことができます。

1つのピアセッションテンプレートを使って、複数の継承文を設定しようとすると、エラー
メッセージが表示されます。

（注）

この動作により、BGPネイバーは 1つのセッションテンプレートだけを直接継承し、最高 7
個のピアセッションテンプレートを間接継承できます。したがって、1つのネイバーに最高 8
個のピアセッションコンフィギュレーション（直接継承されたピアセッションテンプレート

のコンフィギュレーションと最高 7個の間接継承されたピアセッションテンプレートのコン
フィギュレーション）を適用できます。継承されたピアセッションコンフィギュレーション

は、ブランチの最後のノードが最初に評価されて適用され、ツリーの起点で直接適用されたピ

アセッションテンプレートが最後に適用されます。直接適用されたピアセッションテンプ

レートは、継承されたピアセッションテンプレートコンフィギュレーションよりも優先され

ます。継承されたピアセッションテンプレートで重複するコンフィギュレーション文はすべ

て、直接適用されたピアセッションテンプレートにより上書きされます。したがって、基本

セッションコマンドが異なる値で再び適用される場合は、後の値が優先され、間接継承された

テンプレートに設定されていた前の値は上書きされます。次に、この機能を使用した例を示し

ます。

次の例では、一般セッションコマンド remote-as 1がピアセッションテンプレート
SESSION-TEMPLATE-ONEに適用されます。

template peer-session SESSION-TEMPLATE-ONE
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remote-as 1
exit peer-session

ピアセッションテンプレートは、一般的なセッションコマンドだけをサポートします。特定

のアドレスファミリ、または NLRIコンフィギュレーションモードだけのために設定される
BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドは、ピアポリシーテンプレートで設定されま
す。

ピアポリシーテンプレート

ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリおよび NLRIコンフィギュレーショ
ンモードで適用されるコマンドのコンフィギュレーションをグループ化し、適用するために使

用されます。ピアポリシーテンプレートの作成と設定は、ピアポリシーコンフィギュレー

ションモードで行います。特定のアドレスファミリ専用に設定されるBGPポリシーコマンド
は、ピアポリシーテンプレートで設定されます。ピアポリシーテンプレートでは、次のBGP
ポリシーコマンドがサポートされています。

• advertisement-interval

• allowas-in

• as-override

• capability

• default-originate

• distribute-list

• dmzlink-bw

• exit-peer-policy

• filter-list

• inherit peer-policy

• maximum-prefix

• next-hop-self

• next-hop-unchanged

• prefix-list

• remove-private-as

• route-map

• route-reflector-client

• send-community

• send-label

• soft-reconfiguration

• unsuppress-map
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• weight

ピアポリシーテンプレートは、特定のアドレスファミリに属するネイバーに設定される BGP
ポリシーコマンドの設定に使用されます。ピアセッションテンプレートと同様、ピアポリ

シーテンプレートを一度設定しておくと、直接適用、または継承を通じて、多数のネイバーに

ピアポリシーテンプレートを適用することができます。ピアポリシーテンプレートの設定に

より、自律システム内のすべてのネイバーに適用される BGPポリシーコマンドの設定が簡略
化されます。

ピアセッションテンプレートと同様、ピアポリシーテンプレートは継承をサポートしていま

す。しかし、多少の違いはあります。直接適用されたピアポリシーテンプレートは、最大 7
つのピアポリシーテンプレートから設定を直接的または間接継承できます。したがって、合

計8つのピアポリシーテンプレートをネイバーまたはネイバーグループに適用できます。ルー
トマップと同じように、継承されたピアポリシーテンプレートにはシーケンス番号が設定さ

れます。また、ルートマップと同じように、継承されたピアポリシーテンプレートは、最も

低いシーケンス番号を持つ inherit peer-policy文が最初に評価され、最も高いシーケンス番号
のものが最後に評価されます。ただし、ピアポリシーテンプレートはルートマップのように

折りたたむことはできません。シーケンスはすべて評価されます。異なる値を使って、BGPポ
リシーコマンドが再適用された場合は、シーケンス番号の小さいものから順に、前の値がすべ

て上書きされます。

直接適用されたピアポリシーテンプレートと、シーケンス番号が最も大きい inherit peer-policy
文のプライオリティは常に最も高く、最後に適用されます。これ以降のピアテンプレートに再

適用されるコマンドは、必ず、前の値を上書きします。この動作は、個々のポリシーコンフィ

ギュレーションコマンドを繰り返さずとも、共通のポリシーコンフィギュレーションは大規

模なネイバーグループに適用し、特定のポリシーコンフィギュレーションは特定のネイバー

やネイバーグループだけに適用できるように設計されています。

ピアポリシーテンプレートは、ポリシーコンフィギュレーションコマンドだけをサポートし

ます。特定のアドレスファミリ用に設定されるBGPポリシーコンフィギュレーションコマン
ドは、ピアポリシーテンプレートで設定されます。

ピアポリシーテンプレートの設定により、BGP設定が簡略化され、柔軟性が向上します。特
定のポリシーを 1回設定すれば、何回も参照できます。ピアポリシーは最大 8レベルの継承を
サポートするため、非常に具体的で複雑な BGPポリシーも作成できます。

BGPルートマップネクストホップセルフ
BGPルートマップネクストホップセルフ機能は、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop
unchanged allpathsの設定を選択的にオーバーライドする方法を提供します。これらの設定はア
ドレスファミリに対してグローバルに適用されます。ルートによっては、これは適切でない場

合があります。たとえば、スタティックルートは、自身をネクストホップとして再配布する

必要がある一方で、接続ルート、および内部ボーダーゲートウェイプロトコル（IBGP）また
は外部ボーダーゲートウェイプロトコル（EBGP）を介して学習されたルートは、引き続きネ
クストホップを変更せずに再配布する場合があります。
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BGPルートマップネクストホップセルフ機能は、bgp next-hop unchanged設定と bgp next-hop
unchanged allpaths設定をオーバーライドする新しい ip next-hop self設定を構成できるように、
既存のルートマップインフラストラクチャを変更します。

ip next-hop self設定は、VPNv4および VPNv6アドレスファミリにのみ適用されます。BGP以
外のプロトコルによって配布されるルートは影響を受けません。

新しい bgp route-map priority設定を使用すると、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged
allpathsの設定よりもルートマップが優先されることを BGPに通知できます。bgp route-map
priority設定は、BGPにのみ影響します。bgp next-hop unchangedまたは bgp next-hop unchanged
allpaths設定を構成していない場合、bgp route-map priority設定は効果がありません。

BGPの設定方法

BGPのデフォルト設定
下の表に、BGPのデフォルト設定を示します。

表 7 : BGPのデフォルト設定

デフォルト設定機能

無効：未定義集約アドレス

未定義ASパスアクセスリスト

無効自動サマリー

•ルータはルートを選択する場合に as-path
を考慮し、外部BGPピアからの類似ルー
トは比較しません。

•ルータ IDの比較：無効

最適パス

•番号：未定義。コミュニティ番号を示す
特定の値を許可すると、許可されていな

いその他すべてのコミュニティ番号は、

暗黙の拒否にデフォルト設定されます。

•フォーマット：シスコデフォルトフォー
マット（32ビット番号）

BGPコミュニティリスト

• ID：未設定

•ピア：識別なし

BGP連合 ID/ピア

有効BGP高速外部フォールオーバー
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デフォルト設定機能

100。指定できる範囲は 0～4294967295です
（大きな値を推奨）。

BGPローカル初期設定

指定なし。バックドアルートのアドバタイズ

なし

BGPネットワーク

デフォルトでは、無効です。有効の場合は、

次のようになります。

•半減期は 15分

•再使用は 750（10秒増分）

•抑制は 2000（10秒増分）

•最大抑制時間は半減期の 4倍（60分）

BGPルートダンプニング

ループバックインターフェイスに IPアドレス
が設定されている場合は、ループバックイン

ターフェイスの IPアドレス、またはルータの
物理インターフェイスに対して設定された最

大の IPアドレス

BGPルータ ID

無効デフォルトの情報送信元（プロトコルまたは

ネットワーク再配布）

自動メトリック変換（組み込み）デフォルトメトリック

•外部ルートアドミニストレーティブディ
スタンス：20（有効値は 1～ 255）

•内部ルートアドミニストレーティブディ
スタンス：200（有効値は 1～ 255）

•ローカルルートアドミニストレーティブ
ディスタンス：200（有効値は 1～ 255）

ディスタンス

•入力（アップデート中に受信されたネッ
トワークをフィルタリング）：無効

•出力（アップデート中のネットワークの
アドバタイズを抑制）：無効

ディストリビュートリスト

無効内部ルート再配布

未定義IPプレフィックスリスト
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デフォルト設定機能

•常に比較：無効。異なる自律システム内
のネイバーからのパスに対して、MEDを
比較しません。

•最適パスの比較：無効

•最悪パスであるMEDの除外：無効

•決定的なMED比較：無効

Multi Exit Discriminator（MED）
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デフォルト設定機能

ネイバー
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デフォルト設定機能

•アドバタイズメントインターバル：外部
ピアの場合は 30秒、内部ピアの場合は 5
秒

•ロギング変更：有効

•条件付きアドバタイズ：無効

•デフォルト送信元：ネイバーに送信され
るデフォルトルートはなし

•説明：なし

•ディストリビュートリスト：未定義

•外部BGPマルチホップ：直接接続された
ネイバーだけを許可

•フィルタリスト：使用しない

•受信したプレフィックスの最大数：制限
なし

•ネクストホップ（BGPネイバーのネクス
トホップとなるルータ）：無効

•パスワード：無効

•ピアグループ：定義なし、割り当てメン
バーなし

•プレフィックスリスト：指定なし

•リモート AS（ネイバー BGPテーブルへ
のエントリ追加）：ピア定義なし

•プライベート AS番号の削除：無効

•ルートマップ：ピアへの適用なし

•コミュニティ属性送信：ネイバーへの送
信なし。

•シャットダウンまたはソフト再設定：無
効

•タイマー：60秒、ホールドタイム：180
秒

•アップデート送信元：最適ローカルアド
レス
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デフォルト設定機能

•バージョン：BGPバージョン 4

•重み：BGPピアによって学習されたルー
ト：0、ローカルルータから取得された
ルート：32768

無効にされた NSF認識は、グレースフルリス
タートを有効にすることにより、ライセンス

を実行するスイッチ上で IPv4に対して有効に
できます。2。有効な場合、レイヤ 3スイッチ
では、ハードウェアやソフトウェアの変更中

に、隣接する NSF対応ルータからのパケット
を転送し続けることができます。

NSF1認識

未設定ルートリフレクタ

無効同期化（BGPおよび IGP）

無効テーブルマップアップデート

キープアライブ：60秒、ホールドタイム：180
秒

タイマー

1 Nonstop Forwarding
2

BGPルーティングの有効化

始める前に

BGPを有効にするには、スイッチまたはスタックマスター上で IPサービスフィーチャセット
が稼働している

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPルーティングを有効にします。ip routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip routing

BGPルーティングプロセスを有効にして AS番号
を割り当て、ルータコンフィギュレーションモー

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 4

ドを開始します。指定できる AS番号は 1～65535
Device(config)# router bgp 45000 です。64512～65535は、プライベート AS番号専

用です。

このASに対してローカルとなるようにネットワー
クを設定し、BGPテーブルにネットワークを格納
します。

network network-number [ mask network-mask] [
route-map route-map-name]

例：

ステップ 5

Device(config)# network 10.108.0.0

BGPネイバーテーブルに設定を追加し、IPアドレ
スによって識別されるネイバーが、指定された AS
に属することを示します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
number

例：

ステップ 6

EBGPの場合、通常ネイバーは直接接続されてお
り、IPアドレスは接続のもう一方の端におけるイ
ンターフェイスのアドレスです。

Device(config)# neighbor 10.108.1.2 remote-as
65200

IBGPの場合、IPアドレスにはルータインターフェ
イス内の任意のアドレスを指定できます。

（任意）発信ルーティングアップデート内の AS
パスからプライベート AS番号を削除します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
remove-private-as

例：

ステップ 7

Device(config)# neighbor 172.16.2.33
remove-private-as

（任意）BGPと IGPの同期化を有効にします。synchronization

例：

ステップ 8

Device(config)# synchronization
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目的コマンドまたはアクション

（任意）自動ネットワークサマライズを有効にし

ます。IGPから BGPにサブネットが再配布された
auto-summary

例：

ステップ 9

場合、ネットワークルートだけがBGPテーブルに
挿入されます。Device(config)# auto-summary

（任意）NSF認識をスイッチで有効にします。NSF
認識はデフォルトでは無効です。

bgp graceful-restart

例：

ステップ 10

Device(config)# bgp graceful-start

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp network network-number

例：

ステップ 12

Device# show ip bgp network 10.108.0.0

NSF認識（グレースフルリスタート）がネイバー
で有効にされていることを確認します。スイッチお

show ip bgp neighbor

例：

ステップ 13

よびネイバーでNSF認識が有効になっている場合、
Device# show ip bgp neighbor 次のメッセージが表示されます。Graceful Restart

Capability: advertised and received

スイッチでNSF認識が有効になっていて、ネイバー
で有効になっていない場合、次のメッセージが表示

されます。Graceful Restart Capability: advertised

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 14

Device# copy running-config startup-config

ルーティングポリシー変更の管理

BGPピアがルートリフレッシュ機能をサポートするかどうかを学習して、BGPセッションを
リセットするには、次の手順を実行します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

ネイバーがルートリフレッシュ機能をサポートする

かどうかを表示します。サポートされている場合

show ip bgp neighbors

例：

ステップ 1

は、ルータに関する次のメッセージが表示されま

す。Device# show ip bgp neighbors

Received route refresh capability from peer

指定された接続上でルーティングテーブルをリセッ

トします。

clear ip bgp {* | address | peer-group-name}

例：

ステップ 2

•すべての接続をリセットする場合は、アスタリ
スク（*）を入力します。Device# clear ip bgp *

•特定の接続をリセットする場合は、IPアドレス
を入力します。

•ピアグループをリセットする場合は、ピアグ
ループ名を入力します。

（任意）指定された接続上でインバウンドルーティ

ングテーブルをリセットするには、アウトバウンド

clear ip bgp {* | address | peer-group-name} soft out

例：

ステップ 3

ソフトリセットを実行します。このコマンドは、

Device# clear ip bgp * soft out ルートリフレッシュがサポートされている場合に使

用してください。

•すべての接続をリセットする場合は、アスタリ
スク（*）を入力します。

•特定の接続をリセットする場合は、IPアドレス
を入力します。

•ピアグループをリセットする場合は、ピアグ
ループ名を入力します。

ルーティングテーブルおよび BGPネイバーに関す
る情報をチェックし、リセットされたことを確認し

ます。

show ip bgp

例：

Device# show ip bgp

ステップ 4

ルーティングテーブルおよび BGPネイバーに関す
る情報をチェックし、リセットされたことを確認し

ます。

show ip bgp neighbors

例：

Device# show ip bgp neighbors

ステップ 5
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BGP判断属性の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを有効にして AS番号
を割り当て、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

router bgp autonomous-system

例：

Device(config)# router bgp 4500

ステップ 3

（任意）ルート選択中にASパス長を無視するよう
にルータを設定します。

bgp best-path as-path ignore

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp bestpath as-path
ignore

（任意）ネクストホップアドレスの代わりに使用

される特定の IPアドレスを入力し、ネイバーへの
neighbor {ip-address | peer-group-name} next-hop-self

例：

ステップ 5

BGPアップデートに関するネクストホップの処理
を無効にします。Device(config-router)# neighbor 10.108.1.1

next-hop-self

（任意）ネイバー接続に重みを割り当てます。指定

できる値は0～65535です。最大の重みのルートを
neighbor {ip-address | peer-group-name}weight weight

例：

ステップ 6

推奨します。別の BGPピアから学習されたルート
Device(config-router)# neighbor 172.16.12.1
weight 50

のデフォルトの重みは 0です。ローカルルータか
ら送信されたルートのデフォルトの重みは32768で
す。

（任意）推奨パスを外部ネイバーに設定するように

MEDメトリックを設定します。MEDを持たないす
default-metric number

例：

ステップ 7

べてのルータも、この値に設定されます。指定でき

Device(config-router)# default-metric 300 る範囲は 1～ 4294967295です。最小値を推奨しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MEDがない場合は無限の値が指定されて
いると見なし、MED値を持たないパスが最も望ま

bgp bestpath med missing-as-worst

例：

ステップ 8

しくないパスになるように、スイッチを設定しま

す。Device(config-router)# bgp bestpath med
missing-as-worst

（任意）異なるAS内のネイバーからのパスに対し
て、MEDを比較するようにスイッチを設定します。

bgp always-compare med

例：

ステップ 9

デフォルトでは、MEDは同じ AS内のパス間でだ
け比較されます。Device(config-router)# bgp always-compare-med

（任意）連合内の異なるサブASによってアドバタ
イズされたパスから特定のパスを選択する場合に、

MEDを考慮するようにスイッチを設定します。

bgp bestpath med confed

例：

Device(config-router)# bgp bestpath med confed

ステップ 10

（任意）同じAS内の異なるピアによってアドバタ
イズされたルートから選択する場合に、MED変数
を考慮するようにスイッチを設定します。

bgp deterministic med

例：

Device(config-router)# bgp deterministic med

ステップ 11

（任意）デフォルトのローカルプリファレンス値

を変更します。指定できる範囲は 0～ 4294967295
bgp default local-preference value

例：

ステップ 12

で、デフォルト値は 100です。最大のローカルプ
リファレンス値を推奨します。Device(config-router)# bgp default

local-preference 200

（任意）IPルーティングテーブルに追加するパス
の数を設定します。デフォルトでは、最適パスだけ

maximum-paths number

例：

ステップ 13

がルーティングテーブルに追加されます。指定で

Device(config-router)# maximum-paths 8 きる範囲は 1～ 16です。複数の値を指定すると、
パス間のロードバランシングが可能になります。

スイッチソフトウェアでは最大32の等コストルー
トが許可されていますが、スイッチハードウェア

はルートあたり 17パス以上は使用しません。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 14

Device(config)# end

ルーティングテーブルおよびBGPネイバーに関す
る情報をチェックし、リセットされたことを確認し

ます。

show ip bgp

例：

Device# show ip bgp

ステップ 15
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目的コマンドまたはアクション

ルーティングテーブルおよびBGPネイバーに関す
る情報をチェックし、リセットされたことを確認し

ます。

show ip bgp neighbors

例：

Device# show ip bgp neighbors

ステップ 16

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 17

Device# copy running-config startup-config

ルートマップによる BGPフィルタリングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルートマップを作成し、ルートマップコンフィギュ

レーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]

例：

ステップ 3

Device(config)# route-map set-peer-address permit
10

（任意）ネクストホップ処理を無効にするように

ルートマップを設定します。

set ip next-hop ip-address [...ip-address] [peer-address]

例：

ステップ 4

•インバウンドルートマップの場合は、一致す
るルートのネクストホップをネイバーピアア

Device(config)# set ip next-hop 10.1.1.3

ドレスに設定し、サードパーティのネクスト

ホップを上書きします。

• BGPピアのアウトバウンドルートマップの場
合は、ネクストホップをローカルルータのピ

アアドレスに設定して、ネクストホップ計算

を無効にします。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

設定を確認するため、設定されたすべてのルート

マップ、または指定されたルートマップだけを表示

します。

show route-map [map-name]

例：

Device# show route-map

ステップ 6

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config startup-config

ネイバーによる BGPフィルタリングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルーティングプロセスを有効にしてAS番号を
割り当て、ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

router bgp autonomous-system

例：

Device(config)# router bgp 109

ステップ 3

（任意）アクセスリストの指定に従って、ネイバー

に対して送受信されるBGPルーティングアップデー
トをフィルタリングします。

neighbor {ip-address | peer-group name} distribute-list
{access-list-number | name} {in | out}

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# neighbor 172.16.4.1
distribute-list 39 in

neighbor prefix-listルータコンフィギュ
レーションコマンドを使用して、アップ

デートをフィルタリングすることもできま

すが、両方のコマンドを使用して同じBGP
ピアを設定することはできません。

（注）

（任意）ルートマップを適用し、着信または発信

ルートをフィルタリングします。

neighbor {ip-address | peer-group name} route-map
map-tag {in | out}

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 172.16.70.24
route-map internal-map in

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbors

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp neighbors

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config startup-config

アクセスリストおよびネイバーによる BGPフィルタリングの設定
BGP自律システムパスに基づいて着信および発信の両方のアップデートにアクセスリスト
フィルタを指定して、フィルタリングすることもできます。各フィルタは、正規表現を使用す

るアクセスリストです。この方法を使用するには、自律システムパスのアクセスリストを定

義し、特定のネイバーとの間のアップデートに適用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGP-relatedアクセスリストを定義します。ip as-path access-list access-list-number {permit | deny}
as-regular-expressions

ステップ 3

例：

Device(config)# ip as-path access-list 1 deny
_65535_

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 110

アクセスリストに基づいて、BGPフィルタを確立し
ます。

neighbor {ip-address | peer-group name} filter-list
{access-list-number | name} {in | out | weight weight}

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 172.16.1.1
filter-list 1 out

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbors [ paths regular-expression]

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp neighbors

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 8

Device# copy running-config startup-config

BGPフィルタリング用のプレフィックスリストの設定
コンフィギュレーションエントリを削除する場合は、シーケンス番号を指定する必要はありま

せん。Showコマンドの出力には、シーケンス番号が含まれます。

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
138

BGPの設定

BGPフィルタリング用のプレフィックスリストの設定



コマンド内でプレフィックスリストを使用する場合は、あらかじめプレフィックスリストを

設定しておく必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

一致条件に合わせてアクセスを denyまたは permit
するプレフィックスリストを作成します。シーケン

ip prefix-list list-name [ seq seq-value] deny | permit
network/len [ ge ge-value] [ le le-value]

例：

ステップ 3

ス番号を指定することもできます。少なくとも 1つ
のpermitまたはdeny句を入力する必要があります。

Device(config)# ip prefix-list BLUE permit
172.16.1.0/24 • network/lenは、ネットワーク番号およびネット

ワークマスクの長さ（ビット単位）です。

•（任意）geおよび leの値は、一致させるプレ
フィックス長を指定します。指定する ge-value
および le-valueは次の条件を満たしている必要
があります。len < ge-value < le-value < 32

（任意）プレフィックスリストにエントリを追加

し、そのエントリにシーケンス番号を割り当てま

す。

ip prefix-list list-name seq seq-value deny | permit
network/len [ ge ge-value] [ le le-value]

例：

ステップ 4

Device(config)# ip prefix-list BLUE seq 10 permit
172.24.1.0/24

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config)# end

プレフィックスリストまたはプレフィックスリス

トエントリに関する情報を表示して、設定を確認し

ます。

show ip prefix list [detail | summary] name [network/len]
[ seq seq-num] [longer] [first-match]

例：

ステップ 6

Device# show ip prefix list summary test
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目的コマンドまたはアクション

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config startup-config

BGPコミュニティフィルタリングの設定
デフォルトでは、COMMUNITIES属性はネイバーに送信されません。COMMUNITIES属性が
特定の IPアドレスのネイバーに送信されるように指定するには、neighbor send-community
ルータコンフィギュレーションコマンドを使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip community-list community-list-number {permit | deny} community-number

4. router bgp autonomous-system

5. neighbor {ip-address | peer-group name} send-community
6. set comm-list list-num delete
7. exit
8. ip bgp-community new-format
9. end
10. show ip bgp community
11. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

コミュニティリストを作成し、番号を割り当てま

す。

ip community-list community-list-number {permit |
deny} community-number

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Device(config)# ip community-list 1 permit
50000:10

• community-list-numberは 1～ 99の整数です。
この値は、コミュニティの1つ以上の許可また
は拒否グループを識別します。

• community-numberは、set communityルート
マップコンフィギュレーションコマンドで設

定される番号です。

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 4

Device(config)# router bgp 108

この IPアドレスのネイバーに送信する
COMMUNITIES属性を指定します。

neighbor {ip-address | peer-group name}
send-community

例：

ステップ 5

Device(config-router)# neighbor 172.16.70.23
send-community

（任意）ルートマップで指定された標準または拡

張コミュニティリストと一致する着信または発信

set comm-list list-num delete

例：

ステップ 6

アップデートのコミュニティ属性から、コミュニ

ティを削除します。Device(config-router)# set comm-list 500 delete

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

（任意）AA:NNの形式で、BGPコミュニティを表
示、解析します。

ip bgp-community new-format

例：

ステップ 8

BGPコミュニティは、2つの部分からなる2バイト
長形式で表示されます。シスコのデフォルトのコ

Device(config)# ip bgp-community new format

ミュニティ形式は、NNAAです。BGPに関する最
新の RFCでは、コミュニティは AA:NNの形式を
とります。最初の部分はAS番号で、その次の部分
は 2バイトの数値です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 9

Device(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

設定を確認します。show ip bgp community

例：

ステップ 10

Device# show ip bgp community

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

Device# copy running-config startup-config

BGPネイバーおよびピアグループの設定
各ネイバーに設定オプションを割り当てるには、ネイバーの IPアドレスを使用し、次に示す
ルータコンフィギュレーションコマンドのいずれかを指定します。ピアグループにオプショ

ンを割り当てるには、ピアグループ名を使用し、いずれかのコマンドを指定します。neighbor
shutdownルータコンフィギュレーションコマンドを使用して、コンフィギュレーション情報
を削除せずに、BGPピア、またはピアグループを削除することができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-systemステップ 3

BGPピアグループを作成します。neighbor peer-group-name peer-groupステップ 4

BGPネイバーをピアグループのメンバにします。neighbor ip-address peer-group peer-group-nameステップ 5

BGPネイバーを指定します。remote-as numberを使
用してピアグループが設定されていない場合は、こ

neighbor {ip-address | peer-group-name} remote-as
number

ステップ 6

のコマンドを使用し、EBGPネイバーを含むピアグ
ループを作成します。指定できる範囲は 1～ 65535
です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネイバーに説明を関連付けます。neighbor {ip-address | peer-group-name} description
text

ステップ 7

（任意）BGPスピーカー（ローカルルータ）にネ
イバーへのデフォルトルート 0.0.0.0の送信を許可

neighbor {ip-address | peer-group-name}
default-originate [ route-map map-name]

ステップ 8

して、このルートがデフォルトルートとして使用

されるようにします。

（任意）この IPアドレスのネイバーに送信する
COMMUNITIES属性を指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community

ステップ 9

（任意）内部 BGPセッションに、TCP接続に関す
るすべての操作インターフェイスの使用を許可しま

す。

neighbor {ip-address | peer-group-name} update-source
interface

ステップ 10

（任意）ネイバーがセグメントに直接接続されてい

ない場合でも、BGPセッションを使用可能にしま
neighbor {ip-address | peer-group-name} ebgp-multihopステップ 11

す。マルチホップピアアドレスへの唯一のルート

がデフォルトルート（0.0.0.0）の場合、マルチホッ
プセッションは確立されません。

（任意）ローカル ASとして使用する AS番号を指
定します。指定できる範囲は 1～ 65535です。

neighbor {ip-address | peer-group-name} local-as
number

ステップ 12

（任意）BGPルーティングアップデートを送信す
る最小間隔を設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
advertisement-interval seconds

ステップ 13

（任意）ネイバーから受信できるプレフィックス数

を制御します。指定できる範囲は 1～ 4294967295
neighbor {ip-address | peer-group-name}
maximum-prefix maximum [threshold]

ステップ 14

です。threshold（任意）は、警告メッセージが生成
される基準となる最大値（パーセンテージ）です。

デフォルトは 75%です。

（任意）ネイバー宛ての BGPアップデートに関し
て、ネクストホップでの処理を無効にします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} next-hop-selfステップ 15

（任意）TCP接続でのMD5認証を BGPピアに設
定します。両方の BGPピアに同じパスワードを設

neighbor {ip-address | peer-group-name} password stringステップ 16

定する必要があります。そうしないと、BGPピア
間に接続が作成されません。

（任意）着信または発信ルートにルートマップを

適用します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} route-map
map-name {in | out}

ステップ 17

（任意）この IPアドレスのネイバーに送信する
COMMUNITIES属性を指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
send-community

ステップ 18
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネイバーまたはピアグループ用のタイマー

を設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} timers
keepalive holdtime

ステップ 19

• keepaliveインターバルは、キープアライブメッ
セージがピアに送信される間隔です。指定でき

る範囲は 1～ 4294967295秒です。デフォルト
値は 60秒です。

• holdtimeは、キープアライブメッセージを受信
しなかった場合、ピアが非アクティブと宣言さ

れるまでのインターバルです。指定できる範囲

は1～4294967295秒です。デフォルト値は180
秒です。

（任意）ネイバーからのすべてのルートに関する重

みを指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}weight weightステップ 20

（任意）アクセスリストの指定に従って、ネイバー

に対して送受信される BGPルーティングアップ
デートをフィルタリングします。

neighbor {ip-address | peer-group-name} distribute-list
{access-list-number | name} {in | out}

ステップ 21

（任意）BGPフィルタを確立します。neighbor {ip-address | peer-group-name} filter-list
access-list-number {in | out | weight weight}

ステップ 22

（任意）ネイバーと通信するときに使用する BGP
バージョンを指定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name} version valueステップ 23

（任意）受信したアップデートのストアを開始する

ようにソフトウェアを設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
soft-reconfiguration inbound

ステップ 24

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 25

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighborsステップ 26

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 27

Device# copy running-config startup-config
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ルーティングテーブルでの集約アドレスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 106

BGPルーティングテーブル内に集約エントリを作
成します。集約ルートはASからのルートとしてア

aggregate-address address mask

例：

ステップ 4

ドバタイズされます。情報が失われた可能性がある

Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0
255.0.0.0

ことを示すため、アトミック集約属性が設定されま

す。

（任意）AS設定パス情報を生成します。このコマ
ンドは、この前のコマンドと同じルールに従う集約

aggregate-address address mask as-set

例：

ステップ 5

エントリを作成します。ただし、アドバタイズされ

Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0
255.0.0.0 as-set

るパスは、すべてのパスに含まれる全要素で構成さ

れるAS_SETです。多くのパスを集約するときは、
このキーワードを使用しないでください。このルー

トは絶えず取り消され、アップデートされます。

（任意）サマリーアドレスだけをアドバタイズし

ます。

aggregate-address address-mask summary-only

例：

ステップ 6

Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0
255.0.0.0 summary-only

（任意）選択された、より具体的なルートを抑制し

ます。

aggregate-address address mask suppress-map
map-name

例：

ステップ 7

Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0
255.0.0.0 suppress-map map1
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルートマップによって指定された設定に

基づいて集約を生成します。

aggregate-address address mask advertise-map
map-name

例：

ステップ 8

Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0
255.0.0.0 advertise-map map2

（任意）ルートマップで指定された属性を持つ集

約を生成します。

aggregate-address address mask attribute-map
map-name

例：

ステップ 9

Device(config-router)# aggregate-address 10.0.0.0
255.0.0.0 attribute-map map3

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbors [advertised-routes]

例：

ステップ 11

Device# show ip bgp neighbors

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 12

Device# copy running-config startup-config

ルーティングドメイン連合の設定

自律システムのグループの自律システム番号として機能する連合 IDを指定する必要がありま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
146

BGPの設定

ルーティングドメイン連合の設定



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100

BGP連合 IDを設定します。bgp confederation identifier autonomous-system

例：

ステップ 4

Device(config)# bgp confederation identifier 50007

連合に属する AS、および特殊な EBGPピアとして
処理する ASを指定します。

bgp confederation peers autonomous-system
[autonomous-system ...]

例：

ステップ 5

Device(config)# bgp confederation peers 51000
51001 51002

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

設定を確認します。show ip bgp neighbor

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp neighbor

設定を確認します。show ip bgp network

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp network

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config startup-config
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BGPルートリフレクタの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 101

ローカルルータを BGPルートリフレクタとして、
指定されたネイバーをクライアントとして、それぞ

れ設定します。

neighbor {ip-address | peer-group-name}
route-reflector-client

例：

ステップ 4

Device(config-router)# neighbor 172.16.70.24
route-reflector-client

（任意）クラスタに複数のルートリフレクタが存在

する場合、クラスタ IDを設定します。
bgp cluster-id cluster-id

例：

ステップ 5

Device(config-router)# bgp cluster-id 10.0.1.2

（任意）クライアント間のルート反映を無効にしま

す。デフォルトでは、ルートリフレクタクライア

no bgp client-to-client reflection

例：

ステップ 6

ントからのルートは、他のクライアントに反映され

Device(config-router)# no bgp client-to-client
reflection

ます。ただし、クライアントが完全メッシュ構造の

場合、ルートリフレクタはルートをクライアントに

反映させる必要がありません。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Device(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

設定を確認します。送信元 IDおよびクラスタリス
ト属性を表示します。

show ip bgp

例：

ステップ 8

Device# show ip bgp

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定を

保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config startup-config

ルートダンプニングの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

BGPルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router bgp autonomous-system

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 100

BGPルートダンプニングを有効にします。bgp dampening

例：

ステップ 4

Device(config-router)# bgp dampening

（任意）ルートダンプニング係数のデフォルト値

を変更します。

bgp dampening half-life reuse suppress max-suppress [
route-map map]

例：

ステップ 5

Device(config-router)# bgp dampening 30 1500
10000 120
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Device(config)# end

（任意）フラッピングしているすべてのパスのフ

ラップを監視します。ルートの抑制が終了し、安定

状態になると、統計情報が削除されます。

show ip bgp flap-statistics [{ regexp regexp} | {
filter-list list} | {address mask [longer-prefix]}]

例：

ステップ 7

Device# show ip bgp flap-statistics

（任意）抑制されるまでの時間を含めて、ダンプニ

ングされたルートを表示します。

show ip bgp dampened-paths

例：

ステップ 8

Device# show pi bgp dampened-paths

（任意）BGPフラップ統計情報を消去して、ルー
トがダンプニングされる可能性を小さくします。

clear ip bgp flap-statistics [{ regexp regexp} | {
filter-list list} | {address mask [longer-prefix]}

例：

ステップ 9

Device# clear ip bgp flap-statistics

（任意）ルートダンプニング情報を消去して、ルー

トの抑制を解除します。

clear ip bgp dampening

例：

ステップ 10

Device# clear ip bgp dampening

（任意）コンフィギュレーションファイルに設定

を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

Device# copy running-config startup-config

BGPルートの条件付き注入
標準のルート集約を通じて選択された具体性にかけるプレフィックスではなく、より具体的な

プレフィックスを BGPルーティングテーブルに注入するには、この作業を実行します。より
具体的なプレフィックスを使用すると、集約されたルートを使う場合よりも、よりきめ細かな

トラフィックエンジニアリングや管理制御を行うことができます。

始める前に

この作業は、BGPピアに対して、IGPがすでに設定されていることを前提にしています。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. bgp inject-map inject-map-name exist-map exist-map-name [copy-attributes]
5. exit
6. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
7. match ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
8. match ip route-source {access-list-number | access-list-name} [access-list-number...|

access-list-name...]
9. exit
10. route-map map-tag [permit | deny] [sequence-number]
11. set ip address {access-list-number [access-list-number... | access-list-name...] | access-list-name

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}
12. set community {community-number [additive] [well-known-community] | none}
13. exit
14. ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny network/length | permit network/length} [ge

ge-value] [le le-value]
15. 作成される各プレフィックスリストについて、ステップ 14を繰り返します。
16. exit
17. show ip bgp injected-paths

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

指定したルーティングプロセスのルータコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 40000

条件付きルート注入のために、注入マップと存在

マップを指定します。

bgp inject-map inject-map-name exist-map
exist-map-name [copy-attributes]

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router)# bgp inject-map ORIGINATE
exist-map LEARNED_PATH

•注入したルートが集約ルートの属性を継承する
ことを指定するには、copy-attributesキーワー
ドを使用します。

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-router)# exit

ステップ 5

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 6

Device(config)# route-map LEARNED_PATH permit 10

より具体的なルートの注入先となる集約ルートを指

定します。

match ip address {access-list-number
[access-list-number... | access-list-name...] |
access-list-name [access-list-number... | access-list-name]
| prefix-list prefix-list-name [prefix-list-name...]}

ステップ 7

•この例では、ルートのソースの再配布に、プレ
フィックスリスト SOURCEが使用されていま
す。

例：

Device(config-route-map)# match ip address
prefix-list SOURCE

ルートのソースを再配布するための一致条件を指定

します。

match ip route-source {access-list-number |
access-list-name} [access-list-number...|
access-list-name...]

ステップ 8

•この例では、ルートのソースの再配布に、プレ
フィックスリスト ROUTE_SOURCEが使用さ
れています。

例：

Device(config-route-map)# match ip route-source
prefix-list ROUTE_SOURCE

ルートソースは、neighbor remote-asコ
マンドで設定されたネイバーアドレスで

す。より具体的なルートの注入先とな注

入る集約ルートを指定します。

（注）

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 9

ルートマップを設定し、ルートマップコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

route-map map-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

ステップ 10

Device(config)# route-map ORIGINATE permit 10
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目的コマンドまたはアクション

注入されるルートを指定します。set ip address {access-list-number [access-list-number...
| access-list-name...] | access-list-name

ステップ 11

•この例では、ルートのソースの再配布に、プレ
フィックスリスト originated_routesが使用され
ています。

[access-list-number... | access-list-name] | prefix-list
prefix-list-name [prefix-list-name...]}

例：

Device(config-route-map)# set ip address
prefix-list ORIGINATED_ROUTES

注入されたルートの BGPコミュニティ属性を設定
します。

set community {community-number [additive]
[well-known-community] | none}

例：

ステップ 12

Device(config-route-map)# set community 14616:555
additive

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了して、グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 13

プレフィックスリストを設定します。ip prefix-list list-name [seq seq-value] {deny
network/length | permit network/length} [ge ge-value]
[le le-value]

ステップ 14

•この例では、プレフィックスリスト SOURCE
は、ネットワーク 10.1.1.0/24からのルートを
許可するように設定されています。例：

Device(config)# ip prefix-list SOURCE permit
10.1.1.0/24

--作成される各プレフィックスリストについて、ス

テップ 14を繰り返します。
ステップ 15

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

ステップ 16

Device(config)# exit

（任意）注入されたパスに関する情報を表示しま

す。

show ip bgp injected-paths

例：

ステップ 17

Device# show ip bgp injected-paths

ピアセッションテンプレートの設定

次の作業では、ピアセッションテンプレートを作成し、設定します。
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基本的なピアセッションテンプレートの設定

一般的な BGPルーティングセッションコマンドを使って、この次に説明する 2つの作業のう
ち 1つを使用して、多数のネイバーに適用できる基本的なピアセッションテンプレートを作
成するには、この作業を実行します。

ステップ 5と 6のコマンドは任意で、サポートされている一般的なセッションコマンドのいず
れとでも置き換えが可能です。

（注）

ピアセッションテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアセッションテンプレートが直接継承できるセッションテンプレートは1つだけです。
また、継承されたセッションテンプレートはそれぞれ、間接継承されたセッションテン

プレートを1つ含むことができます。したがって、ネイバー、またはネイバーグループの
設定には、直接適用されたピアセッションテンプレートを 1個だけと、間接継承された
ピアセッションテンプレートを 7個使用できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. template peer-session session-template-name

5. remote-as autonomous-system-number

6. timers keepalive-interval hold-time

7. end
8. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 101

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-session
INTERNAL-BGP

ステップ 4

（任意）指定された自律システムでリモートネイ

バーとのピアリングを設定します。

remote-as autonomous-system-number

例：

ステップ 5

ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）
Device(config-router-stmp)# remote-as 202

（任意）BGPキープアライブとホールドタイマーを
設定します。

timers keepalive-interval hold-time

例：

ステップ 6

•ホールドタイムは、少なくともキープアライブ
タイムの 2倍の長さが必要です。Device(config-router-stmp)# timers 30 300

ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了して、特権EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router)# end

ローカルに設定されたピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 8

• session-template-name引数を使用して、ピアポ
リシーテンプレートが 1つだけ表示されるよう

Device# show ip bgp template peer-session
に、出力をフィルタ処理できます。また、この
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目的コマンドまたはアクション

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

inherit peer-sessionコマンドを使用したピアセッションテンプレートの継承の設定

この作業は、inherit peer-sessionコマンドを使用して、ピアセッションテンプレートの継承を
設定します。これは、ピアセッションテンプレートを作成、設定し、別のピアセッションテ

ンプレートからコンフィギュレーションを継承できるようにします。

ステップ 5と 6のコマンドは任意で、サポートされている一般的なセッションコマンドのいず
れとでも置き換えが可能です。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. template peer-session session-template-name

5. description text-string

6. update-source interface-type interface-number

7. inherit peer-session session-template-name

8. end
9. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 101
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目的コマンドまたはアクション

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを開始して、ピアセッションテンプレート

を作成します。

template peer-session session-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-session CORE1

ステップ 4

（任意）説明を設定します。description text-string

例：

ステップ 5

• text-stringには最大 80文字を使用できます。

Device(config-router-stmp)# description CORE-123 ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）

（任意）ルーティングテーブルアップデートを受

信するための特定のソース、またはインターフェイ

スを選択するようにルータを設定します。

update-source interface-type interface-number

例：

Device(config-router-stmp)# update-source loopback
1

ステップ 6

•この例では、ループバックインターフェイスを
使用します。このコンフィギュレーションの利

点は、ループバックインターフェイスはフラッ

ピングしているインターフェイスの影響を受け

にくいところにあります。

ここでは、サポートされている一般セッ

ションコマンドならどれでも使用できま

す。サポートされているコマンドの一覧に

ついては、「制限事項」の項を参照してく

ださい。

（注）

別のピアセッションテンプレートのコンフィギュ

レーションを継承するように、このピアセッション

テンプレートを設定します。

inherit peer-session session-template-name

例：

Device(config-router-stmp)# inherit peer-session
INTERNAL-BGP

ステップ 7

•この例では、INTERNAL-BGPからコンフィギュ
レーションを継承するようにピアセッション

テンプレートを設定しています。このテンプ

レートはネイバーに適用可能で、コンフィギュ

レーション INTERNAL-BGPは間接的に適用さ
れます。その他のピアセッションテンプレー

トは直接適用できません。ただし、直接継承さ

れたテンプレートは最高 7個の間接継承された
ピアセッションテンプレートを持つことがで

きます。
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目的コマンドまたはアクション

セッションテンプレートコンフィギュレーション

モードを終了して、特権 EXECモードを開始しま
す。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 8

ローカルに設定されたピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 9

•オプションの session-template-name引数を使用
して、ピアポリシーテンプレートが 1つだけ

Device# show ip bgp template peer-session
表示されるように、出力をフィルタ処理できま

す。また、このコマンドは、標準出力修飾子す

べてをサポートしています。

neighbor inherit peer-sessionコマンドを使用したピアセッションテンプレートの継承の
設定

この作業では、neighbor inherit peer-sessionコマンドを使用して、ピアセッションテンプレー
トをネイバーに送信し、指定されたピアセッションテンプレートからコンフィギュレーショ

ンを継承させるようにデバイスを設定します。次の手順に従って、ピアセッションテンプレー

トコンフィギュレーションをネイバーに送信し、継承させます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number

5. neighbor ip-address inherit peer-session session-template-name

6. end
7. show ip bgp template peer-session [session-template-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 101

指定されたネイバーを使ってピアリングセッション

を設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•手順 5の neighbor inherit文を動作させるには、
remote-as文を明示的に使用する必要がありま

Device(config-router)# neighbor 172.16.0.1
remote-as 202 す。ピアリングが設定されていない場合、手順

5で指定されたネイバーはセッションテンプ
レートを受け付けません。

ネイバーがコンフィギュレーションを継承できるよ

うに、このネイバーにピアセッションテンプレー

トを送信します。

neighbor ip-address inherit peer-session
session-template-name

例：

ステップ 5

•この例では、ピアセッションテンプレート
CORE1を 172.16.0.1ネイバーに送信し、継承さ

Device(config-router)# neighbor 172.16.0.1 inherit
peer-session CORE1

せるようにデバイスを設定しています。このテ

ンプレートはネイバーに適用できます。また、

別のピアセッションテンプレートが CORE1で
間接継承された場合、間接継承されたコンフィ

ギュレーションも適用されます。その他のピア

セッションテンプレートは直接適用できませ

ん。ただし、直接継承されたテンプレートも、

さらに最高 7個の間接継承されたピアセッショ
ンテンプレートを継承することができます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 6

Device(config-router)# end

ローカルに設定されたピアセッションテンプレー

トを表示します。

show ip bgp template peer-session
[session-template-name]

例：

ステップ 7

•オプションの session-template-name引数を使用
して、ピアポリシーテンプレートが 1つだけ

Device# show ip bgp template peer-session
表示されるように、出力をフィルタ処理できま

す。また、このコマンドは、標準出力修飾子す

べてをサポートしています。
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ピアポリシーテンプレートの設定

次の作業では、ピアポリシーテンプレートを作成し、設定します。

基本的なピアポリシーテンプレートの設定

BGPポリシーコンフィギュレーションコマンドを使って、この次に説明する 2つの作業のう
ち 1つを使用して、多数のネイバーに適用できる基本的なピアポリシーテンプレートを作成
するには、この作業を実行します。

ステップ5～7のコマンドは任意で、サポートされているBGPポリシーコンフィギュレーショ
ンコマンドのいずれとでも置き換えが可能です。

（注）

ピアポリシーテンプレートには、次の制約事項が適用されます。

•ピアポリシーテンプレートは、直接的、または間接的に、最高 8個のピアポリシーテン
プレートを継承できます。

• BGPネイバーを、ピアグループとピアテンプレートの両方と連動するようには設定でき
ません。BGPネイバーは、1つのピアグループだけに属するように設定するか、またはピ
アテンプレートだけからポリシーを継承するように設定できます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. template peer-policy policy-template-name

5. maximum-prefix prefix-limit [threshold] [restart restart-interval | warning-only]
6. weight weight-value

7. prefix-list prefix-list-name {in | out}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-policy GLOBAL

ステップ 4

（任意）このピアがネイバーから受け入れるプレ

フィックスの最大数を設定します。

maximum-prefix prefix-limit [threshold] [restart
restart-interval | warning-only]

例：

ステップ 5

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドの一覧については、「ピア

ポリシーテンプレート」の項を参照して

ください。

（注）

Device(config-router-ptmp)# maximum-prefix 10000

（任意）このネイバーから送信されるルートのデ

フォルトの重みを設定します。

weight weight-value

例：

ステップ 6

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドの一覧については、「ピア

ポリシーテンプレート」の項を参照して

ください。

（注）
Device(config-router-ptmp)# weight 300

（任意）ルータにより受信、またはルータから送信

されるプレフィックスをフィルタします。

prefix-list prefix-list-name {in | out}

例：

ステップ 7

•この例のプレフィックスリストは、インバウン
ド内部アドレスをフィルタします。

Device(config-router-ptmp)# prefix-list
NO-MARKETING in
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目的コマンドまたはアクション

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。サポートされて

いるコマンドの一覧については、「ピア

ポリシーテンプレート」の項を参照して

ください。

（注）

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 8

Device(config-router-ptmp)# end

inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定

この作業は、inherit peer-policyコマンドを使用して、ピアポリシーテンプレートの継承を設
定します。これは、ピアポリシーテンプレートを作成、設定し、別のピアポリシーテンプ

レートからコンフィギュレーションを継承できるようにします。

ステップ5と6のコマンドは任意で、サポートされているBGPポリシーコンフィギュレーショ
ンコマンドのいずれとでも置き換えが可能です。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. template peer-policy policy-template-name

5. route-map map-name {in| out}
6. inherit peer-policy policy-template-name sequence-number

7. end
8. show ip bgp template peer-policy [policy-template-name[detail]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを開始し、ピアポリシーテンプレートを作成し

ます。

template peer-policy policy-template-name

例：

Device(config-router)# template peer-policy
NETWORK1

ステップ 4

（任意）指定されたルートマップをインバウンド

ルート、またはアウトバウンドルートに適用しま

す。

route-map map-name {in| out}

例：

Device(config-router-ptmp)# route-map ROUTE in

ステップ 5

ここでは、サポートされている BGPポリ
シーコンフィギュレーションコマンドな

らどれでも使用できます。

（注）

別のピアポリシーテンプレートのコンフィギュレー

ションを継承するように、このピアポリシーテン

プレートを設定します。

inherit peer-policy policy-template-name
sequence-number

例：

ステップ 6

• sequence-number引数は、ピアポリシーテンプ
レートの評価順序を設定します。ルートマップ

Device(config-router-ptmp)# inherit peer-policy
GLOBAL 10

のシーケンス番号と同様、最も小さいシーケン

ス番号が最初に評価されます。

•この例では、GLOBALからコンフィギュレー
ションを継承するようにピアポリシーテンプ

レートを設定しています。これらの手順で作成

されたテンプレートをネイバーに適用すると、

コンフィギュレーション GLOBALも間接継承
され、適用されます。GLOBALからはさらに最
高 6個のピアポリシーテンプレートが間接継
承され、合計 8個のピアポリシーテンプレー
トが直接適用、および間接継承されます。

•他のテンプレートで、これより小さいシーケン
ス番号が設定されていなければ、この例のこの

テンプレートが最初に評価されます。

ポリシーテンプレートコンフィギュレーションモー

ドを終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-ptmp)# end

ローカルに設定されたピアポリシーテンプレート

を表示します。

show ip bgp template peer-policy
[policy-template-name[detail]]

例：

ステップ 8

• policy-template-name引数を使用して、ピアポリ
シーテンプレートが 1つだけ表示されるよう

Device# show ip bgp template peer-policy NETWORK1
detail に、出力をフィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

•詳細なポリシー情報を表示するには、detailキー
ワードを使用します。

例

次の例は、show ip bgp template peer-policyコマンドに detailキーワードを付けた場合
の出力で、NETWORK1というポリシーの詳細が表示されています。この例の出力か
らは、GLOBALテンプレートが継承されたことがわかります。ルートマップおよびプ
レフィックスリストコンフィギュレーションの詳細も表示されています。

Device# show ip bgp template peer-policy NETWORK1 detail
Template:NETWORK1, index:2.
Local policies:0x1, Inherited polices:0x80840
This template inherits:
GLOBAL, index:1, seq_no:10, flags:0x1

Locally configured policies:
route-map ROUTE in

Inherited policies:
prefix-list NO-MARKETING in
weight 300
maximum-prefix 10000
Template:NETWORK1 <detail>
Locally configured policies:
route-map ROUTE in

route-map ROUTE, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address prefix-lists: DEFAULT

ip prefix-list DEFAULT: 1 entries
seq 5 permit 10.1.1.0/24
Set clauses:
Policy routing matches: 0 packets, 0 bytes

Inherited policies:
prefix-list NO-MARKETING in

ip prefix-list NO-MARKETING: 1 entries
seq 5 deny 10.2.2.0/24

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
164

BGPの設定

inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定



neighbor inherit peer-policyコマンドを使用したピアポリシーテンプレートの継承の設定

この作業では、neighbor inherit peer-policyコマンドを使用して、ピアポリシーテンプレートを
ネイバーに送信し、継承させるようにデバイスを設定します。次の手順に従って、ピアポリ

シーテンプレートコンフィギュレーションをネイバーに送信し、継承させます。

BGPネイバーが複数レベルのピアテンプレートを使用する場合、ネイバーに適用されている
ポリシーを判断するのが難しいことがあります。show ip bgp neighborsコマンドの policyおよ
び detailキーワードは、指定されたネイバーに継承されたポリシーおよび直接設定されたポリ
シーを表示します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp autonomous-system-number

4. neighbor ip-address remote-as autonomous-system-number

5. address-family ipv4 [multicast | unicast | vrf vrf-name]
6. neighbor ip-address inherit peer-policy policy-template-name

7. end
8. show ip bgp neighbors [ip-address[policy [detail]]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 45000

指定されたネイバーを使ってピアリングセッション

を設定します。

neighbor ip-address remote-as
autonomous-system-number

例：

ステップ 4

•手順6のneighbor inherit文を動作させるには、
remote-as文を明示的に使用する必要がありま

Device(config-router)# neighbor 192.168.1.2
remote-as 40000 す。ピアリングが設定されていない場合、手順

6で指定されたネイバーはセッションテンプ
レートを受け付けません。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリ固有のコマンドコンフィギュレー

ションを使用するようにネイバーを設定するため

address-family ipv4 [multicast | unicast | vrf vrf-name]

例：

ステップ 5

に、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。Device(config-router)# address-family ipv4 unicast

ネイバーが設定を継承できるように、ピアポリシー

テンプレートをこのネイバーに送信します。

neighbor ip-address inherit peer-policy
policy-template-name

例：

ステップ 6

•この例では、ピアポリシーテンプレート
GLOBALを 192.168.1.2ネイバーに送信し、継

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.2
inherit peer-policy GLOBAL 承させるようにルータを設定しています。この

テンプレートはネイバーに適用できます。ま

た、別のピアポリシーテンプレートがGLOBAL
から間接継承された場合、間接継承されたコン

フィギュレーションも適用されます。GLOBAL
からは、さらに最高 7個のピアポリシーテン
プレートを間接継承できます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

ステップ 7

Device(config-router-af)# end

ローカルに設定されたピアポリシーテンプレート

を表示します。

show ip bgp neighbors [ip-address[policy [detail]]]

例：

ステップ 8

• policy-template-name引数を使用して、ピアポリ
シーテンプレートが 1つだけ表示されるようDevice# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 policy

に、出力をフィルタ処理できます。また、この

コマンドは、標準出力修飾子すべてをサポート

しています。

•このネイバーに適用されているポリシーをアド
レスファミリごとに表示するには、policyキー
ワードを使用します。

•詳細なポリシー情報を表示するには、detailキー
ワードを使用します。

例

次の出力例に表示されているのは、192.168.1.2にあるネイバーに適用されたポリシー
です。この出力には、継承されたポリシーと、このネイバーデバイスで設定されたポ

リシーの両方が表示されています。継承されたポリシーは、ピアグループ、またはピ

アポリシーテンプレートからネイバーが継承したポリシーです。
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Device# show ip bgp neighbors 192.168.1.2 policy
Neighbor: 192.168.1.2, Address-Family: IPv4 Unicast
Locally configured policies:
route-map ROUTE in
Inherited polices:
prefix-list NO-MARKETING in
route-map ROUTE in
weight 300
maximum-prefix 10000

BGPルートマップの next-hop selfの設定
ip next-hop self設定を追加し、bgp next-hop unchanged設定と bgp next-hop unchanged allpaths設
定をオーバーライドして、既存のルートマップを変更するには、この作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. route-map map-tag permit sequence-number

4. match source-protocol source-protocol

5. set ip next-hop self
6. exit
7. route-map map-tag permit sequence-number

8. match route-type internal
9. match route-type external
10. match source-protocol source-protocol

11. exit
12. router bgp autonomous-system-number

13. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} remote-as autonomous-system-number

14. address-family vpnv4
15. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} activate
16. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} next-hop unchanged allpaths
17. neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name} route-map map-name out
18. exit
19. address-family ipv4 [unicast | multicast| vrf vrf-name]
20. bgp route-map priority
21. redistribute protocol

22. redistribute protocol

23. exit-address-family
24. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルーティングプロトコル間でルートを再配布する

条件を定義し、ルートマップコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

route-map map-tag permit sequence-number

例：

Device(config)# route-map static-nexthop-rewrite
permit 10

ステップ 3

送信元プロトコルに基づいて、Enhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）の外部ルートを
照合します。

match source-protocol source-protocol

例：

Device(config-route-map)# match source-protocol
static

ステップ 4

自身をネクストホップとするようにローカルルー

ト（BGPの場合のみ）を設定します。
set ip next-hop self

例：

ステップ 5

Device(config-route-map)# set ip next-hop self

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 6

ルーティングプロトコル間でルートを再配布する

条件を定義し、ルートマップコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

route-map map-tag permit sequence-number

例：

Device(config)# route-map static-nexthop-rewrite
permit 20

ステップ 7

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type internal

例：

ステップ 8

Device(config-route-map)# match route-type
internal
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目的コマンドまたはアクション

指定されたタイプのルートを再配布します。match route-type external

例：

ステップ 9

Device(config-route-map)# match route-type
external

送信元プロトコルに基づいて、Enhanced Interior
Gateway Routing Protocol（EIGRP）の外部ルートを
照合します。

match source-protocol source-protocol

例：

Device(config-route-map)# match source-protocol
connected

ステップ 10

ルートマップコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit

例：

Device(config-route-map)# exit

ステップ 11

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp autonomous-system-number

例：

ステップ 12

Device(config)# router bgp 45000

BGPネイバーテーブルまたはマルチプロトコル
BGPネイバーテーブルにエントリを追加します。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
remote-as autonomous-system-number

例：

ステップ 13

Device(config-router)# neighbor 172.16.232.50
remote-as 65001

VPNv4アドレスファミリを指定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family vpnv4

例：

ステップ 14

Device(config-router)# address-family vpnv4

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ネイバー
との情報交換を有効にします。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
activate

例：

ステップ 15

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.232.50
activate

マルチホップとして設定されている外部 EBGPピ
アで、ネクストホップを変更せずに伝播できるよ

うにします。

neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
next-hop unchanged allpaths

例：

ステップ 16

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.232.50
next-hop unchanged allpaths

Cisco Catalyst IE3x00高耐久性、IE3400 Heavy Duty、ESS3300シリーズスイッチ IPルーティングコンフィギュレーションガイド
169

BGPの設定

BGPルートマップの next-hop selfの設定



目的コマンドまたはアクション

発信ルートにルートマップを適用します。neighbor {ip-address | ipv6-address | peer-group-name}
route-map map-name out

ステップ 17

例：

Device(config-router-af)# neighbor 172.16.232.50
route-map static-nexthop-rewrite out

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、ルータコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 18

IPv4アドレスファミリを指定し、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv4 [unicast |multicast| vrf vrf-name]

例：

ステップ 19

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast vrf inside

ローカルBGPルーティングプロセスについてルー
トマップを優先することを設定します。

bgp route-map priority

例：

ステップ 20

Device(config-router-af)# bgp route-map priority

ルートを1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistribute protocol

例：

ステップ 21

Device(config-router-af)# redistribute static

ルートを1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistribute protocol

例：

ステップ 22

Device(config-router-af)# redistribute connected

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

exit-address-family

例：

Device(config-router-af)# exit address-family

ステップ 23

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 24

Device(config-router)# end
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BGPの設定例

例：条件付き BGPルートの挿入の設定
次の出力例は、show ip bgp injected-pathsコマンドを入力したときに表示される出力に類似し
ています。

Device# show ip bgp injected-paths

BGP table version is 11, local router ID is 10.0.0.1
Status codes:s suppressed, d damped, h history, * valid, > best, i -
internal
Origin codes:i - IGP, e - EGP, ? - incomplete

Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path
*> 172.16.0.0 10.0.0.2 0 ?
*> 172.17.0.0/16 10.0.0.2 0 ?

例：ピアセッションテンプレートの設定

次の例は、セッションテンプレートコンフィギュレーションモードで、INTERNAL-BGPと
いう名前のピアセッションテンプレートを作成します。

router bgp 45000
template peer-session INTERNAL-BGP
remote-as 50000
timers 30 300
exit-peer-session

次の例は、ピアセッションテンプレート CORE1を作成します。この例は、INTERNAL-BGP
というピアセッションテンプレートのコンフィギュレーションを継承します。

router bgp 45000
template peer-session CORE1
description CORE-123
update-source loopback 1
inherit peer-session INTERNAL-BGP
exit-peer-session

次の例は、CORE1ピアセッションテンプレートを継承するように、192.168.3.2ネイバーを設
定します。192.168.3.2ネイバーも、ピアセッションテンプレート INTERNAL-BGPから間接
的にコンフィギュレーションを継承します。neighbor inherit文を動作させるには、remote-as文
を明示的に使用する必要があります。ピアリングが設定されていない場合、指定されたネイ

バーはセッションテンプレートを受け付けません。

router bgp 45000
neighbor 192.168.3.2 remote-as 50000
neighbor 192.168.3.2 inherit peer-session CORE1
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例：ピアポリシーテンプレートの設定

次の例は、GLOBALという名前のピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテンプレー
トコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp 45000
template peer-policy GLOBAL
weight 1000
maximum-prefix 5000
prefix-list NO_SALES in
exit-peer-policy

次の例は、PRIMARY-INという名前のピアポリシーテンプレートを作成し、ポリシーテンプ
レートコンフィギュレーションモードを開始します。

router bgp 45000
template peer-policy PRIMARY-IN
prefix-list ALLOW-PRIMARY-A in
route-map SET-LOCAL in
weight 2345
default-originate
exit-peer-policy

次の例は、ピアポリシーテンプレート CUSTOMER-Aを作成します。このピアポリシーテン
プレートは、PRIMARY-INおよびGLOBALという名前のピアポリシーテンプレートからコン
フィギュレーションを継承するように設定されています。

router bgp 45000
template peer-policy CUSTOMER-A
route-map SET-COMMUNITY in
filter-list 20 in
inherit peer-policy PRIMARY-IN 20
inherit peer-policy GLOBAL 10
exit-peer-policy

次の例は、アドレスファミリモードでピアポリシーテンプレート CUSTOMER-Aを継承する
ように 192.168.2.2ネイバーを設定します。この例は上の例の続きと仮定しており、上のピア
ポリシーテンプレート CUSTOMER-Aは PRIMARY-INおよび GLOBALという名前のテンプ
レートからコンフィギュレーションを継承しているため、192.168.2.2ネイバーもピアポリシー
テンプレート PRIMARY-INおよび GLOBALから間接継承します。

router bgp 45000
neighbor 192.168.2.2 remote-as 50000
address-family ipv4 unicast
neighbor 192.168.2.2 inherit peer-policy CUSTOMER-A
end

例：BGPルートマップの next-hop selfの設定
この項では、BGPルートマップの next-hop selfを設定する方法の例を示します。

この例では、bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged allpathsの設定をオーバーライド
するネットワークを照合するルートマップを設定します。次に、next-hop selfを設定します。
その後、指定したアドレスファミリに対して bgp route-map priorityを設定して、指定済みの
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ルートマップが bgp next-hop unchangedと bgp next-hop unchanged allpathsの設定よりも優先さ
れるようにします。この設定により、スタティックルートは自身をネクストホップとして再

配布されますが、接続されたルートおよび IBGPまたは EBGPを介して学習されたルートは引
き続きネクストホップを変更せずに再配布されます。

route-map static-nexthop-rewrite permit 10
match source-protocol static
set ip next-hop self
route-map static-nexthop-rewrite permit 20
match route-type internal
match route-type external
match source-protocol connected
!
router bgp 65000
neighbor 172.16.232.50 remote-as 65001
address-family vpnv4
neighbor 172.16.232.50 activate
neighbor 172.16.232.50 next-hop unchanged allpaths
neighbor 172.16.232.50 route-map static-nexthop-rewrite out

exit-address-family
address-family ipv4 unicast vrf inside
bgp route-map priority
redistribute static
redistribute connected

exit-address-family
end

BGPのモニタリングおよびメンテナンス
特定のキャッシュ、テーブル、またはデータベースのすべての内容を削除できます。この作業

は、特定の構造の内容が無効になった場合、または無効である疑いがある場合に必要となりま

す。

BGPルーティングテーブル、キャッシュ、データベースの内容など、特定の統計情報を表示
できます。さらに、リソースの利用率を取得したり、ネットワーク問題を解決するための情報

を使用することもできます。さらに、ノードの到達可能性に関する情報を表示し、デバイスの

パケットが経由するネットワーク内のルーティングパスを検出することもできます。

下の図に、BGPを消去および表示するために使用する特権 EXECコマンドを示します。

表 8 : IP BGPの clearおよび showコマンド

特定の BGP接続をリセットします。clear ip bgp address

すべての BGP接続をリセットします。clear ip bgp *

BGPピアグループのすべてのメンバを削除し
ます。

clear ip bgp peer-group tag
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プレフィックスがアドバタイズされるピアグ

ループ、またはピアグループに含まれないピ

アを表示します。ネクストホップやローカル

プレフィックスなどのプレフィックス属性も

表示されます。

show ip bgp prefix

サブネットおよびスーパーネットネットワー

クマスクを含むすべてのBGPルートを表示し
ます。

show ip bgp cidr-only

指定されたコミュニティに属するルートを表

示します。

show ip bgp community [community-number]
[exact]

コミュニティリストで許可されたルートを表

示します。

show ip bgp community-list
community-list-number [exact-match]

指定された ASパスアクセスリストによって
照合されたルートを表示します。

show ip bgp filter-list access-list-number

送信元のASと矛盾するルートを表示します。show ip bgp inconsistent-as

コマンドラインに入力された特定の正規表現

と一致する ASパスを持つルートを表示しま
す。

show ip bgp regexp regular-expression

BGPルーティングテーブルの内容を表示しま
す。

show ip bgp

各ネイバーとのBGP接続およびTCP接続に関
する詳細情報を表示します。

show ip bgp neighbors [address]

特定のBGPネイバーから取得されたルートを
表示します。

show ip bgp neighbors [address]
[advertised-routes | dampened-routes |
flap-statistics | paths regular-expression |
received-routes | routes]

データベース内のすべてのBGPパスを表示し
ます。

show ip bgp paths

BGPピアグループに関する情報を表示しま
す。

show ip bgp peer-group [tag] [summary]

BGP接続すべての状況を表示します。show ip bgp summary

bgp log-neighbor changesコマンドは、デフォルトでは有効です。そのため、BGPネイバーの
リセット、起動、またはダウン時に生成されるメッセージをログに記録できます。
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